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(57)【要約】
　本発明は、式（Ｉ）

（式中、置換基は、請求項１において定義されていると
おりである）
の化合物並びにそれらの化合物の農芸化学的に許容可能
な塩、立体異性体、鏡像異性体、互変異性体及びＮ－オ
キシド；式（Ｉ）の化合物を調製するための中間体、そ
れらを含む組成物、並びに昆虫、ダニ類、線虫及び軟体
有害生物を駆除及び防除するためにそれらを使用する方
法に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）
【化１】

（式中、
Ａ1、Ａ2、Ａ3及びＡ4は、互いに独立して、Ｃ－Ｈ、Ｃ－Ｒ5又は窒素であり；
Ｒ1は、－（Ｃ1～Ｃ4アルキル）－Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、－（Ｃ0～Ｃ4

アルキル）－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、－（Ｃ0～Ｃ4アルキル）－Ｏ－
Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、－Ｒ1aＯＲ1aＯＲ1b、－Ｒ1aＯＣ（＝Ｏ）ＯＲ1b及び－Ｒ1aＮ
（Ｒ1c）Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ1bから選択され；
Ｒ1aは、－（ＣＲ1dＲ1e）n－であり；
Ｒ1b及びＲ1cは、水素及びＣ1～Ｃ4アルキルから独立して選択され、ここで、各アルキル
基は、無置換であるか、又は１～３個のハロゲン原子で若しくはシアノ基で置換されてお
り；
Ｒ1d及びＲ1eは、水素及びＣ1～Ｃ4アルキルから独立して選択され；
ｎは、１、２、３及び４から選択され；
Ｒ2は、シアノ、Ｃ（Ｓ）ＮＨ2又はＣ（Ｏ）ＮＨ2であり；
Ｒ3は、Ｃ1～Ｃ8ハロアルキルであり；
Ｒ4は、アリール、１～３個のＲ7によって置換されたアリール、ヘテロアリール又は１～
３個のＲ7によって置換されたヘテロアリールであり；
Ｒ5は、独立して、ハロゲン、シアノ、ニトロ、Ｃ1～Ｃ8アルキル、Ｃ3～Ｃ8シクロアル
キル、Ｃ1～Ｃ8ハロアルキル、Ｃ2～Ｃ8アルケニル、Ｃ2～Ｃ8ハロアルケニル、Ｃ2～Ｃ8

アルキニル、Ｃ2～Ｃ8ハロアルキニル、Ｃ1～Ｃ8アルコキシ、Ｃ1～Ｃ8ハロアルコキシ若
しくはＣ1～Ｃ8アルコキシカルボニル－であるか、又は隣接する炭素原子上の２個のＲ5

は、一緒になって、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＨ＝ＣＨ－架橋、－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－架橋、
－ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2－ＣＨ2－架橋、－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ2－ＣＨ2－架橋若しくは－Ｎ＝
ＣＨ－ＣＨ＝ＣＨ－架橋を形成し；
Ｒ6は、水素又はＣ1～Ｃ8アルキルであり；及び
Ｒ7は、独立して、ハロゲン、シアノ、ニトロ、Ｃ1～Ｃ8アルキル、Ｃ1～Ｃ8ハロアルキ
ル、Ｃ1～Ｃ8アルコキシ、Ｃ1～Ｃ8ハロアルコキシである）
の化合物又は前記化合物の農芸化学的に許容可能な塩、互変異性体若しくはＮ－オキシド
。
【請求項２】
　Ｒ1は、－Ｒ1aＯＣ（＝Ｏ）ＯＲ1bである、請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物。
【請求項３】
　Ｒ1は、－ＣＨ2－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－ＣＨ3又は－ＣＨ2－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－ＣＨ

2－ＣＨ3である、請求項２に記載の式（Ｉ）の化合物。
【請求項４】
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　Ｒ2は、シアノである、請求項１～３のいずれか一項に記載の式（Ｉ）の化合物。
【請求項５】
　Ｒ3は、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルである、請求項１～４のいずれか一項に記載の式（Ｉ）
の化合物。
【請求項６】
　Ｒ4は、アリール又は１～３個のＲ7によって置換されたアリールであり、ここで、Ｒ7

は、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4

アルコキシ又はＣ1～Ｃ4ハロアルコキシである、請求項１～５のいずれか一項に記載の式
（Ｉ）の化合物。
【請求項７】
　Ｒ4は、フェニル又は１～３個のＲ7によって置換されたフェニルであり、ここで、Ｒ7

は、独立して、ハロゲンである、請求項１～５のいずれか一項に記載の式（Ｉ）の化合物
。
【請求項８】
　［（１－シアノシクロプロピル）メチル－［４－［（５Ｓ）－５－（３，５－ジクロロ
－４－フルオロ－フェニル）－５－（トリフルオロメチル）－４Ｈ－イソキサゾール－３
－イル］－２－メチル－ベンゾイル］アミノ］メチルメチルカーボネート、及び
［（１－シアノシクロプロピル）メチル－［４－［（５Ｓ）－５－（３，５－ジクロロ－
４－フルオロ－フェニル）－５－（トリフルオロメチル）－４Ｈ－イソキサゾール－３－
イル］－２－メチル－ベンゾイル］アミノ］メチルエチルカーボネート
から選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項９】
　式（Ｉｎｔ－Ｉ）
【化２】

（式中、Ａ1、Ａ2、Ａ3、Ａ4、Ｒ1及びＲ6は、請求項１において式（Ｉ）で定義されてい
るとおりであり、及びＸBは、ハロゲン、シアノ、ホルミル、ＣＨ＝Ｎ－ＯＨ又はアセチ
ルであり；Ｒ2は、シアノ、Ｃ（Ｓ）ＮＨ2、Ｃ（Ｏ）ＯＨ又はＣ（Ｏ）ＮＨ2である）
の化合物及び式（Ｉｎｔ－Ｉ）の化合物の塩又はＮ－オキシド。
【請求項１０】
　式（Ｉｎｔ－ＩＩ）
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【化３】

（式中、Ａ1、Ａ2、Ａ3、Ａ4、Ｒ1及びＲ6は、請求項１において式（Ｉ）で定義されてい
るとおりであり；Ｒ2は、シアノ、Ｃ（Ｓ）ＮＨ2、Ｃ（Ｏ）ＯＨ又はＣ（Ｏ）ＮＨ2であ
り；ＸCは、ＣＨ2－ハロゲン、ＣＨ＝Ｃ（Ｒ3）Ｒ4又はＣＨ2Ｃ（ＯＨ）（Ｒ3）Ｒ4であ
り、ここで、Ｒ3及びＲ4は、請求項１において式（Ｉ）で定義されているとおりである）
の化合物及び式（Ｉｎｔ－ＩＩ）の化合物の塩又はＮ－オキシド。
【請求項１１】
　式（Ｉｎｔ－ＩＩＩ）
【化４】

（式中、Ａ1、Ａ2、Ａ3、Ａ4、Ｒ1、Ｒ3、Ｒ4及びＲ6は、式（Ｉ）の化合物について定義
されているとおりである）
の化合物及び前記式（Ｉｎｔ－ＩＩＩ）の化合物の塩又はＮ－オキシド。
【請求項１２】
　有効成分としての、それぞれの場合に遊離形態又は農芸化学的に利用可能な塩形態にお
ける、請求項１～８のいずれか一項に記載の式（Ｉ）の少なくとも１種の化合物又は適切
な場合にはその互変異性体及び少なくとも１種の助剤を含む有害生物防除組成物。
【請求項１３】
　有害生物を防除する方法であって、請求項１２に記載の組成物を前記有害生物又はその
環境に適用するステップを含み、手術又は治療によるヒト又は動物の身体の処置の方法及
び前記ヒト又は動物の身体において実施される診断方法を除く、方法。
【請求項１４】
　有害生物による攻撃から種子を保護する方法であって、種子又は前記種子が植えられる
場所を、請求項１２に記載の組成物で処理するステップを含む方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、殺有害生物的に活性であり、特に殺虫的に活性であるシクロプロピルメチル
アミドイソオキサゾリン、それらの化合物を含む組成物及び動物有害生物（節足動物及び
特に昆虫又は代表的なダニ目（Ａｃａｒｉｎａ）を含む）を防除するためのそれらの使用
に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　殺虫特性を有する特定のイソキサゾリン誘導体は、例えば、国際公開第２０１１／０６
７２７２号に開示されている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　新規の殺有害生物的に活性なシクロプロピルメチルアミドイソキサゾリン誘導体がここ
で見出された。
【０００４】
　従って、本発明は、式（Ｉ）
【化１】

（式中、
Ａ1、Ａ2、Ａ3及びＡ4は、互いに独立して、Ｃ－Ｈ、Ｃ－Ｒ5又は窒素であり；
Ｒ1は、－（Ｃ1～Ｃ4アルキル）－Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、－（Ｃ0～Ｃ4

アルキル）－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、－（Ｃ0～Ｃ4アルキル）－Ｏ－
Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、－Ｒ1aＯＲ1aＯＲ1b、－Ｒ1aＯＣ（＝Ｏ）ＯＲ1b及び－Ｒ1aＮ
（Ｒ1c）Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ1bから選択され；
Ｒ1aは、－（ＣＲ1dＲ1e）n－であり；
Ｒ1b及びＲ1cは、Ｈ及びＣ1～Ｃ4アルキルから独立して選択され、ここで、各アルキル基
は、無置換であるか、又は１～３個のハロゲン原子で若しくはシアノ基で置換されており
；
Ｒ1d及びＲ1eは、Ｈ及びＣ1～Ｃ4アルキルから独立して選択され；
ｎは、１、２、３及び４から選択され；
Ｒ2は、シアノ、Ｃ（Ｓ）ＮＨ2又はＣ（Ｏ）ＮＨ2であり；
Ｒ3は、Ｃ1～Ｃ8ハロアルキルであり；
Ｒ4は、アリール、１～３個のＲ7によって置換されたアリール、ヘテロアリール又は１～
３個のＲ7によって置換されたヘテロアリールであり；
Ｒ5は、独立して、ハロゲン、シアノ、ニトロ、Ｃ1～Ｃ8アルキル、Ｃ3～Ｃ8シクロアル
キル、Ｃ1～Ｃ8ハロアルキル、Ｃ2～Ｃ8アルケニル、Ｃ2～Ｃ8ハロアルケニル、Ｃ2～Ｃ8

アルキニル、Ｃ2～Ｃ8ハロアルキニル、Ｃ1～Ｃ8アルコキシ、Ｃ1～Ｃ8ハロアルコキシ若
しくはＣ1～Ｃ8アルコキシカルボニル－であるか、又は隣接する炭素原子上の２個のＲ5

は、一緒になって、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＨ＝ＣＨ－架橋、－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－架橋、
－ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2－ＣＨ2－架橋、－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ2－ＣＨ2－架橋若しくは－Ｎ＝
ＣＨ－ＣＨ＝ＣＨ－架橋を形成し；
Ｒ6は、水素又はＣ1～Ｃ8アルキルであり；及び
Ｒ7は、独立して、ハロゲン、シアノ、ニトロ、Ｃ1～Ｃ8アルキル、Ｃ1～Ｃ8ハロアルキ
ル、Ｃ1～Ｃ8アルコキシ、Ｃ1～Ｃ8ハロアルコキシである）
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の化合物又はそれらの化合物の農芸化学的に許容可能な塩、互変異性体若しくはＮ－オキ
シドに関する。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　少なくとも１つの塩基性中心（ｂａｓｉｃ　ｃｅｎｔｒｅ）を有する式（Ｉ）の化合物
は、例えば酸付加塩、例えば無機強酸、例えば鉱酸、例えば過塩素酸、硫酸、硝酸、リン
酸又はハロゲン化水素酸との酸付加塩、強有機カルボン酸、例えば非置換であるか又は例
えばハロゲンによって置換されたＣ1～Ｃ4アルカンカルボン酸、例えば酢酸、例えば飽和
又は不飽和ジカルボン酸、例えばシュウ酸、マロン酸、コハク酸、マレイン酸、フマル酸
又はフタル酸、例えばヒドロキシカルボン酸、例えばアスコルビン酸、乳酸、リンゴ酸、
酒石酸又はクエン酸、又は例えば安息香酸との酸付加塩、又は有機スルホン酸、例えば非
置換であるか又は例えばハロゲンによって置換されたＣ1～Ｃ4アルカン－又はアリールス
ルホン酸、例えばメタン－又はｐ－トルエンスルホン酸との酸付加塩を形成することがで
きる。少なくとも１個の酸性基を有する式（Ｉ）の化合物は、例えば、塩基との塩、例え
ば無機塩、例えばアルカリ金属塩又はアルカリ土類金属塩、例えばナトリウム塩、カリウ
ム塩又はマグネシウム塩又はアンモニア又は有機アミンとの塩、例えばモルホリン、ピペ
リジン、ピロリジン、モノ－、ジ－又はトリ－低級アルキルアミン、例えばエチル－、ジ
エチル－、トリエチル－又はジメチルプロピルアミン又はモノ－、ジ－又はトリヒドロキ
シ－低級アルキルアミン、例えばモノ－、ジ－又はトリエタノールアミンを形成すること
ができる。
【０００６】
　置換基の定義中に存在するアルキル基は、直鎖状又は分枝鎖状であり得、限定されない
が、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、ｓｅｃ－ブチル、イソ
－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、ペンチル、ヘキシル、ノニル、デシル及びそれらの分枝鎖
状異性体である。アルキルスルファニル、アルキルスルフィニル、アルキルスルホニル、
アルキルカルボニル、アルコキシ、アルケニル及びアルキニル基は、挙げられたアルキル
基から誘導される。アルケニル及びアルキニル基は、一価又は多価不飽和であり得る。
【０００７】
　ハロゲンは、一般に、フッ素、塩素、臭素又はヨウ素である。これは、対応して、ハロ
アルキル又はハロフェニルなど、他の意味と組み合わされたハロゲンにも適用される。
【０００８】
　ハロアルキル基は、１～６個の炭素原子の鎖長を有することが好ましい。ハロアルキル
は、限定されないが、フルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、クロロ
メチル、ジクロロメチル、トリクロロメチル、２，２，２－トリフルオロエチル、２－フ
ルオロエチル、２－クロロエチル、ペンタフルオロエチル、１，１－ジフルオロ－２，２
，２－トリクロロエチル、２，２，３，３－テトラフルオロエチル及び２，２，２－トリ
クロロエチルである。
【０００９】
　アルコキシの例としては、限定されないが、メトキシ、エトキシ、プロポキシ、ｉ－プ
ロポキシ、ｎ－ブトキシ、イソブトキシ、ｓｅｃ－ブトキシ及びｔｅｒｔ－ブトキシ並び
に異性体ペンチルオキシ及びヘキシルオキシラジカルが挙げられる。
【００１０】
　アルコキシアルキル基は、１～６個の炭素原子の鎖長を有することが好ましい。アルコ
キシアルキルの例としては、限定されないが、メトキシメチル、メトキシエチル、エトキ
シメチル、エトキシエチル、ｎ－プロポキシメチル、ｎ－プロポキシエチル、イソプロポ
キシメチル又はイソプロポキシエチルが挙げられる。
【００１１】
　アルコキシカルボニルの例としては、限定されないが、メトキシカルボニル（Ｃ1アル
コキシカルボニルである）、エトキシカルボニル、プロポキシカルボニル、イソプロポキ
シカルボニル、ｎ－ブトキシカルボニル、ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニル、ｎ－ペンタオ
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キシカルボニル又はヘキシルオキシカルボニルが挙げられる。
【００１２】
　シクロアルキル基は、好ましくは、３～６個の環炭素原子を有し、例えばシクロプロピ
ル、シクロブチル、シクロペンチル及びシクロヘキシルである。
【００１３】
　本明細書において用いられる場合、「Ｃ2～Ｃ8アルキニル」という用語は、炭素及び水
素原子のみからなり、少なくとも１つの三重結合を含有し、２～８個の炭素原子を有する
と共に、単結合によって分子の残部に結合する直鎖又は分岐鎖炭化水素鎖ラジカル基を指
す。Ｃ2-Ｃ8アルキニルの例としては、これらに限定されないが、エチニル、プロプ－１
－イニル、ブタ－１－イニル及びブタ－２－イニルが挙げられる。
【００１４】
　本明細書において用いられる場合、「Ｃ2～Ｃ8アルケニル」という用語は、炭素及び水
素原子のみからなり、少なくとも１つの二重結合を含有し、２～８個の炭素原子を有する
と共に、単結合によって分子の残部に結合する直鎖又は分岐鎖炭化水素鎖ラジカル基を指
す。Ｃ2-Ｃ8アルケニルの例としては、これらに限定されないが、プロプ－１－エニル、
ブタ－１－エニル及びブタ－２－エニルが挙げられる。
【００１５】
　本明細書において用いられる場合、アルキルカルボニルオキシアルキルは、基－ＲＯＣ
（Ｏ）Ｒを指し、ここで、各Ｒは、独立して、Ｃ1～Ｃ8アルキルである。
【００１６】
　本明細書において用いられる場合、アルコキシカルボニルスルファニルは、基－ＳＣ（
Ｏ）ＯＲを指し、ここで、Ｒは、Ｃ1～Ｃ8アルキルである。
【００１７】
　本明細書において用いられる場合、アルキルアミノカルボニルオキシアルキルは、基－
ＲＯＣ（Ｏ）ＮＨＲを指し、ここで、各Ｒは、独立して、Ｃ1～Ｃ8アルキルである。
【００１８】
　本明細書において用いられる場合、ジアルキルアミノカルボニルオキシアルキルは、基
－ＲＯＣ（Ｏ）ＮＲＲを指し、ここで、各Ｒは、独立して、Ｃ1～Ｃ8アルキルである。
【００１９】
　本明細書において用いられる場合、アルキルアミノカルボニルアルキルは、基－ＲＣ（
Ｏ）ＮＨＲを指し、ここで、各Ｒは、独立して、Ｃ1～Ｃ8アルキルである。
【００２０】
　本明細書において用いられる場合、ジアルキルアミノカルボニルアルキルは、基－ＲＣ
（Ｏ）ＮＲＲを指し、ここで、各Ｒは、独立して、Ｃ1～Ｃ8アルキルである。
【００２１】
　本明細書において用いられる場合、アルコキシカルボニルアルキルアミノアルキルは、
基－ＲＮＨ（Ｒ）Ｃ（Ｏ）ＯＲを指し、ここで、各Ｒは、独立して、Ｃ1～Ｃ8アルキルで
ある。
【００２２】
　本発明に係る式（Ｉ）の化合物は、塩形成中に形成され得る水和物も含む。
【００２３】
　Ａ1、Ａ2、Ａ3、Ａ4、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6及びＲ7の好ましい値は、実施形
態において以下に記載されているとおりである。
【００２４】
　実施形態２：Ｒ1は、－Ｒ1aＯＣ（＝Ｏ）ＯＲ1bである、実施形態１に係る化合物。
【００２５】
　実施形態３：Ｒ1は、－ＣＨ2－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－ＣＨ3又は－ＣＨ2－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ
）－Ｏ－ＣＨ2－ＣＨ3である、実施形態１又は２に係る化合物。
【００２６】
　実施形態４：Ｒ2は、シアノである、実施形態１～３のいずれか１つに係る化合物。
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【００２７】
　実施形態５：Ｒ3は、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルである、実施形態１～４のいずれか１つに
係る化合物。
【００２８】
　実施形態６：Ｒ4は、アリール、１～３個のＲ7によって置換されたアリールであり、こ
こで、Ｒ7は、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル
、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ又はＣ1～Ｃ4ハロアルコキシである、実施形態１～５のいずれか１
つに係る化合物。
【００２９】
　実施形態７：Ｒ4は、フェニル又は１～３個のＲ7によって置換されたフェニルであり、
ここで、Ｒ7は、独立して、ハロゲンである、実施形態１～５に係る式（Ｉ）の化合物。
【００３０】
　実施形態８：［（１－シアノシクロプロピル）メチル－［４－［（５Ｓ）－５－（３，
５－ジクロロ－４－フルオロ－フェニル）－５－（トリフルオロメチル）－４Ｈ－イソキ
サゾール－３－イル］－２－メチル－ベンゾイル］アミノ］メチルメチルカーボネート、
及び
［（１－シアノシクロプロピル）メチル－［４－［（５Ｓ）－５－（３，５－ジクロロ－
４－フルオロ－フェニル）－５－（トリフルオロメチル）－４Ｈ－イソキサゾール－３－
イル］－２－メチル－ベンゾイル］アミノ］メチルエチルカーボネート
から選択される、実施形態１～６のいずれか１つに係る化合物。
【００３１】
　本明細書において用いられる場合、「式（Ｉ）の化合物」又は「本発明の化合物」とい
う用語は、実施形態１～８のいずれか１つに係る化合物の意味を有する。
【００３２】
　本発明の化合物は、スキーム１～５に示されている多様な方法により形成され得る。
【００３３】
スキーム１
【化２】

　１）式（Ｉ）の化合物は、式（ＩＩ）（式中、Ｒは、ＯＨ、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ又はＣ
ｌ、Ｆ若しくはＢｒである）の化合物と、式（ＩＩＩ）（式中、Ｒ6は、水素又はＣ1～Ｃ

8アルキルであり、及びＲ2は、シアノ、Ｃ（Ｓ）ＮＨ2又はＣ（Ｏ）ＮＨ2である）のアミ
ンとを、スキーム１に示されているとおり反応させることにより調製可能である。ＲがＯ
Ｈである場合、このような反応は、通常、Ｎ，Ｎ’－ジシクロヘキシルカルボジイミド（
「ＤＣＣ」）、１－エチル－３－（３－ジメチルアミノ－プロピル）カルボジイミドヒド
ロクロリド（「ＥＤＣ」）又はビス（２－オキソ－３－オキサゾリジニル）ホスホン酸ク
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ロリド（「ＢＯＰ－Ｃｌ」）などのカップリング試薬の存在下、塩基の存在下及び任意選
択によりヒドロキシベンゾトリアゾール（「ＨＯＢＴ」）などの求核性触媒の存在下で実
施される。ＲがＣｌである場合、このような反応は、通常、塩基の存在下及び任意選択に
より求核性触媒の存在下で実施される。代わりに、この反応を、好ましくは酢酸エチルと
いった有機溶剤と、好ましくは炭酸水素ナトリウムの溶液といった水性溶剤とを含む二相
系中において実施することが可能である。ＲがＣ1～Ｃ6アルコキシである場合、熱プロセ
ス中、エステル及びアミンを一緒に加熱することにより、エステルを直接アミドに変換す
ることがときに可能である。好適な塩基としては、ピリジン、トリエチルアミン、４－（
ジメチルアミノ）－ピリジン（「ＤＭＡＰ」）又はジイソプロピルエチルアミン（ヒュー
ニッヒ塩基）が挙げられる。好ましい溶剤は、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセタミド、テトラヒド
ロフラン、ジオキサン、１，２－ジメトキシエタン、酢酸エチル及びトルエンである。こ
の反応は、０℃～１００℃、好ましくは１５℃～３０℃の温度、特に周囲温度で実施され
る。式（ＩＩＩ）のアミンは、文献において公知であるか、又は当業者に公知の方法を用
いて調製可能である。
【００３４】
　２）式（ＩＩ）（式中、Ｒは、Ｃｌ、Ｆ又はＢｒである）の酸ハロゲン化物は、式（Ｉ
Ｉ）（式中、Ｒは、ＯＨである）のカルボン酸から、例えば国際公開第２００９／０８０
２５０号に記載されている標準状態下で形成され得る。
【００３５】
　３）式（ＩＩ）（式中、Ｒは、ＯＨである）のカルボン酸は、式（ＩＩ）（式中、Ｒは
、Ｃ1～Ｃ6アルコキシである）のエステルから、例えば国際公開第２００９／０８０２５
０号に記載されているとおり形成され得る。
【００３６】
　４）式（Ｉ）の化合物は、式（ＩＶ）（式中、ＸBは、ブロモなど、例えばハロゲンと
いった脱離基である）の化合物と、一酸化炭素及び式（ＩＩＩ）のアミンとを、酢酸パラ
ジウム（ＩＩ）又はビス（トリフェニルホスフィン）パラジウム（ＩＩ）ジクロリドなど
の触媒の存在下、任意選択によりトリフェニルホスフィンなどのリガンド及び炭酸ナトリ
ウム、ピリジン、トリエチルアミン、４－（ジメチルアミノ）－ピリジン（「ＤＭＡＰ」
）又はジイソプロピルエチルアミン（ヒューニッヒ塩基）などの塩基の存在下において、
水、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド又はテトラヒドロフランなどの溶剤中で反応させるこ
とにより調製可能である。この反応は、５０℃～２００℃、好ましくは１００℃～１５０
℃の温度で実施される。この反応は、５０～２００ｂａｒ、好ましくは１００～１５０ｂ
ａｒの圧力で実施される。
【００３７】
　５）式（ＩＶ）（式中、ＸBは、ブロモなど、例えばハロゲンといった脱離基である）
の化合物は、例えば、国際公開第２００９／０８０２５０号に記載されている種々の方法
により形成可能である。
【００３８】
スキーム２
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【化３】

　６）代わりに、式（Ｉ）（式中、Ｒ6は、水素又はＣ1～Ｃ8アルキルであり、及びＲ2は
、シアノ、Ｃ（Ｓ）ＮＨ2又はＣ（Ｏ）ＮＨ2である）の化合物は、スキーム２に示されて
いるとおり、式（Ｖ）（式中、ＸBは、ブロモなど、例えばハロゲンといった脱離基であ
るか、又はＸBは、シアノ、ホルミル若しくはアセチルである）の中間体から、国際公開
第２００９／０８０２５０号に記載されているものと同様の方法に従って種々の方法によ
り調製可能である。式（Ｖ）の中間体は、同一の文献に記載されているとおり、例えば式
（ＶＩ）の中間体から調製可能である。
【００３９】
スキーム３
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【化４】

　７）代わりに、式（Ｉ）の化合物は、スキーム３に示されているとおり、式（ＶＩＩ）
（式中、ＸCは、ＣＨ＝Ｃ（Ｒ3）Ｒ4又はＣＨ2Ｃ（ＯＨ）（Ｒ3）Ｒ4であり、ここで、Ｒ
3及びＲ4は、式（Ｉ）の化合物について定義されているとおりである）の中間体から、国
際公開第２００９／０８０２５０号に記載されているものと同様の方法に従って種々の方
法により調製可能である。
【００４０】
　８）式（ＶＩＩ）（式中、ＸCは、ＣＨ＝Ｃ（Ｒ3）Ｒ4又はＣＨ2Ｃ（ＯＨ）（Ｒ3）Ｒ4

である）の化合物は、式（Ｖａ）の化合物又は式（ＶＩＩ）（式中、ＸCは、ＣＨ2－ハロ
ゲンである）の化合物から、国際公開第２００９／０８０２５０号に記載されているもの
と同様の方法を用いて調製可能である。
【００４１】
　９）式（ＶＩＩ）（式中、ＸCは、ＣＨ2－ハロゲン（ブロモ又はクロロなど）である）
の化合物は、式（Ｖａ）のメチルケトンを、臭素又は塩素などのハロゲン化剤と、酢酸な
どの溶剤中において０℃～５０℃、好ましくは周囲温度から４０℃の温度で反応させるこ
とにより調製可能である。
【００４２】
スキーム４
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【化５】

　１０）式（Ｉｃ）の化合物は、式（Ｉａ）の化合物を、スキーム４に示されているとお
り反応させることにより調製可能である。このような反応は、通常、硫酸などの酸又は水
酸化ナトリウムなどの塩基又はさらに過酸化水素の存在下において、当業者に公知の方法
を用いて実施される。
【００４３】
　１１）加えて、式（Ｉａ）の化合物は、式（Ｉｃ）の化合物を、スキーム４に示されて
いるとおり反応させることにより調製可能である。このような反応は、通常、トリフルオ
ロ酢酸無水物又は酸化リン（Ｖ）などの脱水剤の存在下において、当業者に公知の方法を
用いて実施される。
【００４４】
　１２）式（Ｉｂ）の化合物は、式（Ｉａ）の化合物を、スキーム４に示されているとお
り反応させることにより調製可能である。このような反応は、通常、五硫化リン、ローソ
ン試薬、Ｈ2Ｓ又は硫化アンモニウムなどの加硫剤の存在下において、当業者に公知の方
法を用いて実施される。
【００４５】
　１３）式（Ｉｄ）の化合物は、式（Ｉｃ）の化合物を１０）に示されているとおり反応
させることにより調製可能である。
【００４６】
　１４）式（Ｉｃ）の化合物は、式（Ｉｄ）の化合物をアンモニアと、当業者に公知の方
法を用いて反応させることにより調製可能である。
【００４７】
スキーム５
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【化６】

　１５）式（Ｉ）の化合物は、式（Ｉ－Ｈ）の化合物と、式（ＶＩＩＩ）（式中、ＬＧは
、例えば、ブロモ若しくはクロロなどのハロゲン又はイミダゾール或いはアルキルスルホ
キシ基、又はハロアルキルスルホキシ基、又はアリールスルホキシ基といった好適な脱離
基である）の化合物とを、スキーム５に示されているとおり反応させることにより調製可
能である。このような反応は、通常、水酸化ナトリウム又は水素化ナトリウムなどの塩基
の存在下において、当業者に公知の方法を用いて実施される。
【００４８】
　同様に、式（Ｖ）の化合物は、式（Ｖ－Ｈ）の化合物と式（ＶＩＩＩ）の化合物とを反
応させることにより調製可能である。同様に、式（ＶＩＩ）の化合物は、式（ＶＩＩ－Ｈ
）の化合物と式（ＶＩＩＩ）の化合物とを反応させることにより調製可能である。同様に
、式（Ｖａ）の化合物は、式（Ｖａ－Ｈ）の化合物と式（ＶＩＩＩ）の化合物とを反応さ
せることにより調製可能である。
【００４９】
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　これらの反応剤は、塩基の存在下で反応可能である。好適な塩基の例は、アルカリ金属
又はアルカリ土類金属水酸化物、アルカリ金属又はアルカリ土類金属水素化物、アルカリ
金属又はアルカリ土類金属アミド、アルカリ金属又はアルカリ土類金属アルコキシド、ア
ルカリ金属又はアルカリ土類金属酢酸塩、アルカリ金属又はアルカリ土類金属炭酸塩、ア
ルカリ金属又はアルカリ土類金属ジアルキルアミド又はアルカリ金属又はアルカリ土類金
属アルキルシリルアミド、アルキルアミン、アルキレンジアミン、遊離又はＮ－アルキル
化飽和若しくは不飽和シクロアルキルアミン、塩基性複素環、水酸化アンモニウム及び炭
素環式アミンである。記載し得る例は、水酸化ナトリウム、水素化ナトリウム、ナトリウ
ムアミド、ナトリウムメトキシド、酢酸ナトリウム、炭酸ナトリウム、カリウムｔｅｒｔ
－ブトキシド、水酸化カリウム、炭酸カリウム、水素化カリウム、リチウムジイソプロピ
ルアミド、カリウムビス（トリメチルシリル）アミド、水素化カルシウム、トリエチルア
ミン、ジイソプロピルエチルアミン、トリエチレンジアミン、シクロヘキシルアミン、Ｎ
－シクロヘキシル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルアニリン、ピリジン、４
－（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）ピリジン、キヌクリジン、Ｎ－メチルモルホリン、ベンジ
ルトリメチル水酸化アンモニウム及び１，８－ジアザビシクロ［５．４．０］ウンデカ－
７－エン（ＤＢＵ）である。
【００５０】
　これらの反応剤は、そのまま、すなわち溶剤又は希釈剤を加えることなく相互に反応可
能である。しかしながら、ほとんどの場合、不活性溶剤若しくは希釈剤又はこれらの混合
物を添加することが有利である。反応が塩基の存在下で実施される場合、トリエチルアミ
ン、ピリジン、Ｎ－メチルモルホリン又はＮ，Ｎ－ジエチルアニリンなどの過剰量で利用
される塩基も溶剤又は希釈剤として作用し得る。
【００５１】
　この反応は、およそ－８０℃～およそ＋１４０℃、好ましくはおよそ－３０℃～およそ
＋１００℃の温度範囲、多くの場合に周囲温度～およそ＋８０℃の範囲内で有利に実施さ
れる。
【００５２】
　式（Ｉ）の化合物は、本発明に従い、慣習的な様式で式（Ｉ）の出発化合物の１個以上
の置換基を他の置換基によって置換することにより、それ自体公知の様式で他の式（Ｉ）
の化合物に転換することが可能である。それぞれの場合に好適である反応条件及び出発材
料の選択に応じて、例えば１つの反応ステップのみにおいて、本発明に従って１個の置換
基を他の置換基によって置換することが可能であるか、又は同一の反応ステップで本発明
に従って複数の置換基を他の置換基によって置換することが可能である。
【００５３】
　本発明は、式（Ｉ）の化合物の調製に有用な中間体も提供する。特定の中間体は、新規
であり、従って本発明のさらなる態様を構成する。新規中間体の一群は、式（Ｉｎｔ－Ｉ
）
【化７】
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（式中、Ａ1、Ａ2、Ａ3、Ａ4、Ｒ1及びＲ6は、式（Ｉ）の化合物について定義されている
とおりであり、及びＸBは、ブロモなどのハロゲンであるか、又はＸBは、シアノ、ホルミ
ル、ＣＨ＝Ｎ－ＯＨ若しくはアセチルであり；Ｒ2は、シアノ、Ｃ（Ｓ）ＮＨ2、Ｃ（Ｏ）
ＯＨ又はＣ（Ｏ）ＮＨ2である）
の化合物及びその塩又はＮ－オキシドである。Ａ1、Ａ2、Ａ3、Ａ4及びＲ1に係る好まし
い選択肢は、式（Ｉ）の化合物の対応する置換基について記載されている好ましい選択肢
と同一である。
【００５４】
　新規中間体の他の群は、式（Ｉｎｔ－ＩＩ）
【化８】

（式中、Ａ1、Ａ2、Ａ3、Ａ4、Ｒ1及びＲ6は、式（Ｉ）の化合物について定義されている
とおりであり；Ｒ2は、シアノ、Ｃ（Ｓ）ＮＨ2、Ｃ（Ｏ）ＯＨ又はＣ（Ｏ）ＮＨ2であり
；ＸCは、ＣＨ2－ハロゲン（ここで、ハロゲンは、例えば、ブロモ又はクロロである）、
ＣＨ＝Ｃ（Ｒ3）Ｒ4又はＣＨ2Ｃ（ＯＨ）（Ｒ3）Ｒ4であり、ここで、Ｒ3及びＲ4は、式
（Ｉ）の化合物について定義されているとおりである）
の化合物及びその塩又はＮ－オキシドである。Ａ1、Ａ2、Ａ3、Ａ4、Ｒ1及びＲ6に係る好
ましい選択肢は、式（Ｉ）の化合物の対応する置換基について記載されている好ましい選
択肢と同一である。
【００５５】
　新規中間体の他の群は、式（Ｉｎｔ－ＩＩＩ）
【化９】

（式中、Ａ1、Ａ2、Ａ3、Ａ4、Ｒ1、Ｒ3、Ｒ4及びＲ6は、式（Ｉ）の化合物について定義
されているとおりである）
の化合物及びその塩又はＮ－オキシドである。Ａ1、Ａ2、Ａ3、Ａ4、Ｒ1、Ｒ3、Ｒ4及び
Ｒ6に係る好ましい選択肢は、式（Ｉ）の化合物の対応する置換基について記載されてい
る好ましい選択肢と同一である。
【００５６】
　式（Ｉ）の化合物及び適切な場合にはその互変異性体は、それぞれ遊離形態又は塩形態
において、分子中に現れる不斉炭素原子の数、絶対配置及び相対配置に応じて且つ／又は
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分子中に現れる非芳香族二重結合の配置に応じて、可能な異性体の１つの形態又はこれら
の混合物として、例えば対掌体及び／若しくはジアステレオマーなどの純粋な異性体の形
態又は鏡像異性体混合物、例えばラセミ体、ジアステレオマー混合物若しくはラセミ混合
物などの異性体混合物として存在することができ；本発明は、純粋な異性体に関し、可能
な全ての異性体混合物にも関し、立体化学の詳細がそれぞれ特に記載されていない場合で
も、上記及び下記でこの意味においてそれぞれ理解されるべきである。
【００５７】
　出発材料及び手法を選択することで入手可能である、遊離形態又は塩形態である式（Ｉ
）の化合物のジアステレオマー混合物又はラセミ化合物混合物は、構成成分の物理化学的
差異に基づいて、例えば分別晶出、蒸留及び／又はクロマトグラフィといった公知の様式
により、純粋なジアステレオマー又はラセミ化合物に分離することが可能である。
【００５８】
　同様の方法で得られるラセミ体などの鏡像異性体混合物は、公知の方法により、例えば
光学活性溶媒からの再結晶化により、キラル吸着剤におけるクロマトグラフィ、例えば好
適な微生物を用いたアセチルセルロースにおける高速液体クロマトグラフィ（ＨＰＬＣ）
により、例えば１つのみの鏡像異性体が複合されるキラルクラウンエーテルを用いた、包
接化合物の形成を介した特定の固定化酵素による開裂又はジアステレオマー塩への転化に
より、例えば塩基性最終生成物ラセミ体をカルボン酸、例えばショウノウ酸、酒石酸又は
リンゴ酸又はスルホン酸、例えばカンファースルホン酸などの光学活性酸と反応させ、こ
のように得られるジアステレオマー混合物を、例えば異なる溶解度に基づく分別結晶によ
って分離して、好適な物質、例えば塩基性物質の作用により、所望の鏡像異性体がそれか
ら放出され得るジアステレオマーを得ることによって光学対掌体に分解可能である。
【００５９】
　純粋なジアステレオマー又は鏡像異性体は、本発明に従い、好適な異性体混合物を分離
することによるだけでなく、ジアステレオ選択的又はエナンチオ選択的合成の一般に知ら
れている方法、例えば立体化学特性を有する出発材料を用いて本発明に係る方法を行うこ
とによっても得ることが可能である。
【００６０】
　式（Ｉ）の化合物は、少なくとも１つのキラル中心を含み、式（Ｉ＊）の化合物又は式
（Ｉ＊＊）の化合物として存在し得る。
【化１０】

【００６１】
　一般に、式（Ｉ＊＊）の化合物は、式（Ｉ＊）の化合物よりも生物学的に活性である。
本発明は、例えば、１：９９～９９：１、例えば１０：１～１：１０のモル比、例えば実
質的に５０：５０モル比といったいずれかの比率での化合物（Ｉ＊）及び（Ｉ＊＊）の混
合物を含む。鏡像異性体的に（又はエピ異性体的に）富化された式（Ｉ＊＊）の混合物に
おいて、両鏡像異性体（又はエピ異性体）の総量と比べた化合物（Ｉ＊＊）のモル比率は
、例えば、５０％超であり、例えば少なくとも５５、６０、６５、７０、７５、８０、８
５、９０、９５、９６、９７、９８又は少なくとも９９％である。同様に、鏡像異性体的
に（又はエピ異性体的に）富化された式（Ｉ＊）の混合物において、両鏡像異性体（又は
エピ異性体）の総量と比べた式（Ｉ＊）の化合物のモル比率は、例えば、５０％超であり
、例えば少なくとも５５、６０、６５、７０、７５、８０、８５、９０、９５、９６、９
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７、９８又は少なくとも９９％である。鏡像異性体的に（又はエピ異性体的に）富化され
た式（Ｉ＊＊）の混合物が好ましい。
【００６２】
　式（Ｉ）の化合物の塩は、それ自体公知の方法で調製され得る。従って、例えば、式（
Ｉ）の化合物の酸付加塩が、好適な酸又は好適なイオン交換試薬による処理によって得ら
れ、塩基による塩が、好適な塩基又は好適なイオン交換試薬による処理によって得られる
。
【００６３】
　式（Ｉ）の化合物の塩は、例えば、好適な塩基性化合物又は好適なイオン交換試薬によ
る処理により遊離化合物Ｉの酸付加塩へと、且つ例えば好適な酸又は好適なイオン交換試
薬による処理により塩基による塩へと慣例的な方法で転化され得る。
【００６４】
　式（Ｉ）の化合物の塩は、例えば、塩化銀を形成する無機塩が不溶性であり、従って反
応混合物から沈殿する好適な溶媒中において、例えば塩酸塩などの無機酸塩を、酸のナト
リウム塩、バリウム塩又は銀塩などの好適な金属塩、例えば酢酸銀で処理することにより
、式（Ｉ）の化合物の他の塩、酸付加塩、例えば他の酸付加塩へと、それ自体公知の方法
で転化され得る。
【００６５】
　手順又は反応条件に応じて、塩形成特性を有する式（Ｉ）の化合物が、遊離形態又は塩
の形態で得られる。
【００６６】
　Ｎ－オキシドは、酸無水物、例えば無水トリフルオロ酢酸の存在下で式（Ｉ）の化合物
を好適な酸化剤、例えばＨ2Ｏ2／尿素付加物と反応させることによって調製され得る。こ
のような酸化は、例えば、Ｊ．Ｍｅｄ．Ｃｈｅｍ．１９８９，３２，２５６１又は国際公
開第２０００／１５６１５号といった文献から公知である。
【００６７】
　個々の成分が異なる生物学的活性を有する場合、それぞれ生物学的により有効な異性体
、例えば鏡像異性体又はジアステレオマー又は異性体混合物、例えば鏡像異性体混合物又
はジアステレオマー混合物を単離又は合成することが有利である。
【００６８】
　式（Ｉ）の化合物及び必要に応じてその互変異性体は、それぞれ遊離形態又は塩形態、
必要に応じて水和物の形態で得ることもでき、且つ／又は他の溶媒、例えば固体形態で存
在する化合物の結晶化に使用され得た溶媒を含む。
【００６９】
　本発明に係る式（Ｉ）の化合物は、低施用量でもきわめて好ましい殺生物範囲を有する
、有害生物防除分野における予防的及び／又は治療的に価値の高い有効成分であり、温血
種、魚及び植物による良好な耐性を示す。本発明に係る有効成分は、昆虫又はダニ目（Ａ
ｃａｒｉｎａ）の代表例など、通常の感受性の動物有害生物だけでなく、耐性がある動物
有害生物のすべて又は個々の発育段階に対しても作用する。本発明に係る有効成分の殺虫
又は殺ダニ活性は、直接、すなわち直ちに又はいくらかの時間が経過してから初めて、例
えば脱皮中に起こる有害生物の破壊として、又は間接的に例えば減少した産卵及び／又は
孵化率として現れることがある。
【００７０】
　上記の動物有害生物の例は、以下のとおりである：
ダニ目（Ａｃａｒｉｎａ）から、例えば、アカリツス属（Ａｃａｌｉｔｕｓ　ｓｐｐ）、
アカルス属（Ａｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ）、アカリカルス属（Ａｃａｒｉｃａｌｕｓ　ｓｐｐ
）、アセリア属（Ａｃｅｒｉａ　ｓｐｐ）、アシブトコナダニ（Ａｃａｒｕｓ　ｓｉｒｏ
）、キララマダニ属（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、ナガヒメダニ属（Ａｒｇａｓ　
ｓｐｐ．）、ウシマダニ属（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ブレビパルパス属（Ｂｒ
ｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｓｐｐ．）、ブリオビア属（Ｂｒｙｏｂｉａ　ｓｐｐ）、カリピト
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リメルス属（Ｃａｌｉｐｉｔｒｉｍｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ショクヒヒゼンダニ属（Ｃｈ
ｏｒｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ワクモ（Ｄｅｒｍａｎｙｓｓｕｓ　ｇａｌｌｉｎａｅ）
、デルマトファゴイデス属（Ｄｅｒｍａｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ）、エオテトラ
ニカス属（Ｅｏｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ）、エリオフィエス属（Ｅｒｉｏｐｈｙ
ｅｓ　ｓｐｐ．）、ヘミタルソネムス属（Ｈｅｍｉｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ）、イ
ボマダニ属（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、タネガタマダニ属（Ｉｘｏｄｅｓ　ｓｐｐ
．）、オリゴニクス属（Ｏｌｙｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ）、カズキダニ属（Ｏｒｎｉｔ
ｈｏｄｏｒｏｓ　ｓｐｐ．）、ポリファゴタルソネ・ラタス（Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒ
ｓｏｎｅ　ｌａｔｕｓ）、パノニクス属（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ミカンサ
ビダニ（Ｐｈｙｌｌｏｃｏｐｔｒｕｔａ　ｏｌｅｉｖｏｒａ）、フィトネムス属（Ｐｈｙ
ｔｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ）、ポリファゴタロソネムス属（Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏ
ｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ）、キュウセンヒゼンダニ属（Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、コ
イタマダニ属（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、リゾグリフス属（Ｒｈｉｚｏ
ｇｌｙｐｈｕｓ　ｓｐｐ．）、サルコプテス属（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ステ
ネオタルソネムス属（Ｓｔｅｎｅｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ）、ホコリダニ属（Ｔ
ａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）及びテトラニクス属（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ
．）；
シラミ目（Ａｎｏｐｌｕｒａ）から、例えば、ブタジラミ属（Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ
　ｓｐｐ．）、リノグナツス属（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ペディクルス属
（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ペムフィグス属（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ　ｓｐｐ．）
及びフィロキセラ属（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｓｐｐ．）；
鞘翅目（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ）から、例えば、アグリオテス属（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｓ
ｐｐ．）、アンフィマロン・マジャレ（Ａｍｐｈｉｍａｌｌｏｎ　ｍａｊａｌｅ）、セマ
ダラコガネ（Ａｎｏｍａｌａ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ）、アントノムス属（Ａｎｔｈｏｎ
ｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、マグソコガネ属（Ａｐｈｏｄｉｕｓ　ｓｐｐ）、アスチラス・ア
トロマクラタス（Ａｓｔｙｌｕｓ　ａｔｒｏｍａｃｕｌａｔｕｓ）、アテニウス属（Ａｔ
ａｅｎｉｕｓ　ｓｐｐ）、アトマリア・リネアリス（Ａｔｏｍａｒｉａ　ｌｉｎｅａｒｉ
ｓ）、カエトクネマ・チビアリス（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｔｉｂｉａｌｉｓ）、セロ
トマ属（Ｃｅｒｏｔｏｍａ　ｓｐｐ）、コノデルス属（Ｃｏｎｏｄｅｒｕｓ　ｓｐｐ）、
コスモポリテス属（Ｃｏｓｍｏｐｏｌｉｔｅｓ　ｓｐｐ．）、コチニス・ニチダ（Ｃｏｔ
ｉｎｉｓ　ｎｉｔｉｄａ）、クルクリオ属（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｓｐｐ．）、シクロセフ
ァラ属（Ｃｙｃｌｏｃｅｐｈａｌａ　ｓｐｐ）、デルメステス属（Ｄｅｒｍｅｓｔｅｓ　
ｓｐｐ．）、ジアブロチカ属（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｐ．）、アブデルスツノカブ
トムシ（Ｄｉｌｏｂｏｄｅｒｕｓ　ａｂｄｅｒｕｓ）、エピラクナ属（Ｅｐｉｌａｃｈｎ
ａ　ｓｐｐ．）、エレムヌス属（Ｅｒｅｍｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘテロニクス・アラトル
（Ｈｅｔｅｒｏｎｙｃｈｕｓ　ａｒａｔｏｒ）、コーヒーノミキクイムシ（Ｈｙｐｏｔｈ
ｅｎｅｍｕｓ　ｈａｍｐｅｉ）、ラグリア・フイロサ（Ｌａｇｒｉａ　ｖｉｌｏｓａ）、
コロラドハムシ（Ｌｅｐｔｉｎｏｔａｒｓａ　ｄｅｃｅｍＬｉｎｅａｔａ）、リッソルホ
プトルス属（Ｌｉｓｓｏｒｈｏｐｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、リオゲニス属（Ｌｉｏｇｅｎｙ
ｓ　ｓｐｐ）、マエコラスピス属（Ｍａｅｃｏｌａｓｐｉｓ　ｓｐｐ）、アカビロウドコ
ガネ（Ｍａｌａｄｅｒａ　ｃａｓｔａｎｅａ）、メガセリス属（Ｍｅｇａｓｃｅｌｉｓ　
ｓｐｐ）、メリゲテス・アエネウス（Ｍｅｌｉｇｈｅｔｅｓ　ａｅｎｅｕｓ）、メロロン
タ属（Ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ　ｓｐｐ．）、マイオクロウス・アルマツス（Ｍｙｏｃｈｒ
ｏｕｓ　ａｒｍａｔｕｓ）、オリカエフィルス属（Ｏｒｙｃａｅｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．
）、オチオリンクス属（Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、フィロファガ属（Ｐｈ
ｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ）、フリクチヌス属（Ｐｈｌｙｃｔｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、
ポピリア属（Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｓｐｐ．）、プシリオデス属（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　
ｓｐｐ．）、リソマツス・アウブチリス（Ｒｈｙｓｓｏｍａｔｕｓ　ａｕｂｔｉｌｉｓ）
、リゾペルタ属（Ｒｈｉｚｏｐｅｒｔｈａ　ｓｐｐ．）、コガネムシ科（Ｓｃａｒａｂｅ
ｉｄａｅ）、シトフィルス属（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、シトトルガ属（Ｓｉ
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ｔｏｔｒｏｇａ　ｓｐｐ．）、ソマチカス属（Ｓｏｍａｔｉｃｕｓ　ｓｐｐ）、スフェノ
フォラス属（Ｓｐｈｅｎｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ）、ステルネクススブ・シグナツス（Ｓ
ｔｅｒｎｅｃｈｕｓ　ｓｕｂｓｉｇｎａｔｕｓ）、ゴミムシダマシ属（Ｔｅｎｅｂｒｉｏ
　ｓｐｐ．）、トリボリウム属（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）及びトロゴデルマ属（
Ｔｒｏｇｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）；
双翅目（Ｄｉｐｔｅｒａ）から、例えば、ヤブカ属（Ａｅｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ハマダラ
カ属（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｓｐｐ）、アンテリゴナ・ソカタ（Ａｎｔｈｅｒｉｇｏｎａ
　ｓｏｃｃａｔａ）、オリーブミバエ（Ｂａｃｔｒｏｃｅａ　ｏｌｅａｅ）、ビビオ・ホ
ルツラヌス（Ｂｉｂｉｏ　ｈｏｒｔｕｌａｎｕｓ）、ブラジシア属（Ｂｒａｄｙｓｉａ　
ｓｐｐ）、クロバエ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｅｒｙｔｈｒｏｃｅｐｈａｌａ）、セラチ
チス属（Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ　ｓｐｐ．）、オビキンバエ属（Ｃｈｒｙｓｏｍｙｉａ　ｓ
ｐｐ．）、イエカ属（Ｃｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）、クテレブラ属（Ｃｕｔｅｒｅｂｒａ　ｓ
ｐｐ．）、ダクス属（Ｄａｃｕｓ　ｓｐｐ．）、デリア属（Ｄｅｌｉａ　ｓｐｐ）、キイ
ロショウジョウバエ（Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ　ｍｅｌａｎｏｇａｓｔｅｒ）、ヒメイエバ
エ属（Ｆａｎｎｉａ　ｓｐｐ．）、ガストロフィラス属（Ｇａｓｔｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、ゲオミザ・トリプンクタタ（Ｇｅｏｍｙｚａ　ｔｒｉｐｕｎｃｔａｔａ）、ツ
ェツェバエ属（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｐｐ．）、ヒフバエ属（Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ　ｓｐ
ｐ．）、ヒッポボスカ属（Ｈｙｐｐｏｂｏｓｃａ　ｓｐｐ．）、リリオミザ属（Ｌｉｒｉ
ｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．）、キンバエ属（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｓｐｐ．）、メラナグロミザ属
（Ｍｅｌａｎａｇｒｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．）、イエバエ属（Ｍｕｓｃａ　ｓｐｐ．）、ヒ
ツジバエ属（Ｏｅｓｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、オルセオリア属（Ｏｒｓｅｏｌｉａ　ｓｐｐ
．）、キモグリバエ（Ｏｓｃｉｎｅｌｌａ　ｆｒｉｔ）、アカザモグリハナバエ（Ｐｅｇ
ｏｍｙｉａ　ｈｙｏｓｃｙａｍｉ）、ホルビア属（Ｐｈｏｒｂｉａ　ｓｐｐ．）、ラゴレ
チス属（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｓｐｐ）、リベリア・クアドリファシアタ（Ｒｉｖｅｌ
ｉａ　ｑｕａｄｒｉｆａｓｃｉａｔａ）、スカテラ属（Ｓｃａｔｅｌｌａ　ｓｐｐ）、キ
ノコバエ属（Ｓｃｉａｒａ　ｓｐｐ．）、サシバエ属（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｓｐｐ．）、
アブ属（Ｔａｂａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、タニア属（Ｔａｎｎｉａ　ｓｐｐ．）及びガガン
ボ属（Ｔｉｐｕｌａ　ｓｐｐ．）；
半翅目（Ｈｅｍｉｐｔｅｒａ）から、例えば、アカントコリス・スカブラトル（Ａｃａｎ
ｔｈｏｃｏｒｉｓ　ｓｃａｂｒａｔｏｒ）、アクロステルナム属（Ａｃｒｏｓｔｅｒｎｕ
ｍ　ｓｐｐ）、ウススジカスミカメムシ（Ａｄｅｌｐｈｏｃｏｒｉｓ　ｌｉｎｅｏｌａｔ
ｕｓ）、アンブリペルタ・ニチダ（Ａｍｂｌｙｐｅｌｔａ　ｎｉｔｉｄａ）、バチコエリ
ア・タラシナ（Ｂａｔｈｙｃｏｅｌｉａ　ｔｈａｌａｓｓｉｎａ）、ブリサス属（Ｂｌｉ
ｓｓｕｓ　ｓｐｐ）、トコジラミ属（Ｃｉｍｅｘ　ｓｐｐ．）、クラビグララ・トメント
シコリス（Ｃｌａｖｉｇｒａｌｌａ　ｔｏｍｅｎｔｏｓｉｃｏｌｌｉｓ）、クレオンチア
デス属（Ｃｒｅｏｎｔｉａｄｅｓ　ｓｐｐ）、ジスタンチエラ・テオブロマ（Ｄｉｓｔａ
ｎｔｉｅｌｌａ　ｔｈｅｏｂｒｏｍａ）、ジケロプス・フルカツス（Ｄｉｃｈｅｌｏｐｓ
　ｆｕｒｃａｔｕｓ）、ジスデルクス属（Ｄｙｓｄｅｒｃｕｓ　ｓｐｐ．）、エデッサ属
（Ｅｄｅｓｓａ　ｓｐｐ）、ユーキスツス属（Ｅｕｃｈｉｓｔｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒメナ
ガメ（Ｅｕｒｙｄｅｍａ　ｐｕｌｃｈｒｕｍ）、エウリガステル属（Ｅｕｒｙｇａｓｔｅ
ｒ　ｓｐｐ．）、クサギカメムシ（Ｈａｌｙｏｍｏｒｐｈａ　ｈａｌｙｓ）、ホルシアス
・ノビレルス（Ｈｏｒｃｉａｓ　ｎｏｂｉｌｅｌｌｕｓ）、レプトコリサ属（Ｌｅｐｔｏ
ｃｏｒｉｓａ　ｓｐｐ．）、メクラカメムシ属（Ｌｙｇｕｓ　ｓｐｐ）、マルガロデス属
（Ｍａｒｇａｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ）、ムルガンチア・ヒストリオニク（Ｍｕｒｇａｎｔｉ
ａ　ｈｉｓｔｒｉｏｎｉｃ）、ネオメガロトムス属（Ｎｅｏｍｅｇａｌｏｔｏｍｕｓ　ｓ
ｐｐ）、タバコカスミカメムシ（Ｎｅｓｉｄｉｏｃｏｒｉｓ　ｔｅｎｕｉｓ）、ネザラ属
（Ｎｅｚａｒａ　ｓｐｐ．）、ニシウス・シムランス（Ｎｙｓｉｕｓ　ｓｉｍｕｌａｎｓ
）、オエバルス・インスラリス（Ｏｅｂａｌｕｓ　ｉｎｓｕｌａｒｉｓ）、ピエスマ属（
Ｐｉｅｓｍａ　ｓｐｐ．）、ピエゾドルス属（Ｐｉｅｚｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ）、ロドニ
ウス属（Ｒｈｏｄｎｉｕｓ　ｓｐｐ．）、サールベルゲラ・シングラリス（Ｓａｈｌｂｅ
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ｒｇｅｌｌａ　ｓｉｎｇｕｌａｒｉｓ）、スカプトコリス・カスタネア（Ｓｃａｐｔｏｃ
ｏｒｉｓ　ｃａｓｔａｎｅａ）、スコチノファラ属（Ｓｃｏｔｉｎｏｐｈａｒａ　ｓｐｐ
．）、チアンタ属（Ｔｈｙａｎｔａ　ｓｐｐ）、サシガメ属（Ｔｒｉａｔｏｍａ　ｓｐｐ
．）、ヴァチガ・イルデンス（Ｖａｔｉｇａ　ｉｌｌｕｄｅｎｓ）；
アシルトシウム・ピスム（Ａｃｙｒｔｈｏｓｉｕｍ　ｐｉｓｕｍ）、アダルゲス属（Ａｄ
ａｌｇｅｓ　ｓｐｐ）、アガリアナ・エンシゲラ（Ａｇａｌｌｉａｎａ　ｅｎｓｉｇｅｒ
ａ）、アゴノセナ・タルギオニイ（Ａｇｏｎｏｓｃｅｎａ　ｔａｒｇｉｏｎｉｉ）、アレ
ウロジクス属（Ａｌｅｕｒｏｄｉｃｕｓ　ｓｐｐ）、アレウロカンツス属（Ａｌｅｕｒｏ
ｃａｎｔｈｕｓ　ｓｐｐ）、アレウロロブス・バロデンシス（Ａｌｅｕｒｏｌｏｂｕｓ　
ｂａｒｏｄｅｎｓｉｓ）、アレウロトリクス・フロッコスス（Ａｌｅｕｒｏｔｈｒｉｘｕ
ｓ　ｆｌｏｃｃｏｓｕｓ）、アレイロデス・ブラシカエ（Ａｌｅｙｒｏｄｅｓ　ｂｒａｓ
ｓｉｃａｅ）、フタテンミドリヨコバイ（Ａｍａｒａｓｃａ　ｂｉｇｕｔｔｕｌａ）、ア
ムリトズス・アトキンソニ（Ａｍｒｉｔｏｄｕｓ　ａｔｋｉｎｓｏｎｉ）、アノニジエラ
属（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、アリマキ科（Ａｐｈｉｄｉｄａｅ）、ワタアブ
ラムシ属（Ａｐｈｉｓ　ｓｐｐ．）、アスピジオツス属（Ａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｓｐｐ
．）、ジャガイモヒゲナガアブラムシ（Ａｕｌａｃｏｒｔｈｕｍ　ｓｏｌａｎｉ）、バク
テリセラ・コッケレリ（Ｂａｃｔｅｒｉｃｅｒａ　ｃｏｃｋｅｒｅｌｌｉ）、ベミシア属
（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｓｐｐ）、ブラキカウズス属（Ｂｒａｃｈｙｃａｕｄｕｓ　ｓｐｐ）
、ダイコンアブラムシ（Ｂｒｅｖｉｃｏｒｙｎｅ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、カコプシラ属
（Ｃａｃｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ）、ニンジンフタオアブラムシ（Ｃａｖａｒｉｅｌｌａ
　ａｅｇｏｐｏｄｉｉ　Ｓｃｏｐ．）、セロプラスタ属（Ｃｅｒｏｐｌａｓｔｅｒ　ｓｐ
ｐ．）、クリソムファルス・アオニジウム（Ｃｈｒｙｓｏｍｐｈａｌｕｓ　ａｏｎｉｄｉ
ｕｍ）、オンシツマルカイガラムシ（Ｃｈｒｙｓｏｍｐｈａｌｕｓ　ｄｉｃｔｙｏｓｐｅ
ｒｍｉ）、シカデラ属（Ｃｉｃａｄｅｌｌａ　ｓｐｐ）、シロオオヨコバイ（Ｃｏｆａｎ
ａ　ｓｐｅｃｔｒａ）、クリプトミズス属（Ｃｒｙｐｔｏｍｙｚｕｓ　ｓｐｐ）、シカデ
ュリナ属（Ｃｉｃａｄｕｌｉｎａ　ｓｐｐ）、ヒラタカタカイガラムシ（Ｃｏｃｃｕｓ　
ｈｅｓｐｅｒｉｄｕｍ）、ダルブルス・マイジス（Ｄａｌｂｕｌｕｓ　ｍａｉｄｉｓ）、
ジアレウロデス属（Ｄｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ）、ミカンキジラミ（Ｄｉａｐｈｏ
ｒｉｎａ　ｃｉｔｒｉ）、ジウラフィス・ノキシア（Ｄｉｕｒａｐｈｉｓ　ｎｏｘｉａ）
、ジサフィス属（Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ｓｐｐ）、エンポアスカ属（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓ
ｐｐ．）、リンゴワタムシ（Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｌａｒｉｇｅｒｕｍ）、エリスロネウラ
属（Ｅｒｙｔｈｒｏｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．）、ガスカルジア属（Ｇａｓｃａｒｄｉａ　ｓ
ｐｐ．）、グリカスピス・ブリンブレコンベイ（Ｇｌｙｃａｓｐｉｓ　ｂｒｉｍｂｌｅｃ
ｏｍｂｅｉ）、ヒアダフィス・シュードブラシカエ（Ｈｙａｄａｐｈｉｓ　ｐｓｅｕｄｏ
ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、ヒアロプテルス属（Ｈｙａｌｏｐｔｅｒｕｓ　ｓｐｐ）、ヒペロ
ミズス・パリズス（Ｈｙｐｅｒｏｍｙｚｕｓ　ｐａｌｌｉｄｕｓ）、リュウガンズキンヨ
コバイ（Ｉｄｉｏｓｃｏｐｕｓ　ｃｌｙｐｅａｌｉｓ）、ヤコビアスカ・リビカ（Ｊａｃ
ｏｂｉａｓｃａ　ｌｙｂｉｃａ）、ラオデルファクス属（Ｌａｏｄｅｌｐｈａｘ　ｓｐｐ
．）、ミズキカタカイガラムシ（Ｌｅｃａｎｉｕｍ　ｃｏｒｎｉ）、レピドサフェス属（
Ｌｅｐｉｄｏｓａｐｈｅｓ　ｓｐｐ．）、ニセダイコンアブラムシ（Ｌｏｐａｐｈｉｓ　
ｅｒｙｓｉｍｉ）、リオゲニス・マイジス（Ｌｙｏｇｅｎｙｓ　ｍａｉｄｉｓ）、マクロ
シフム属（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐｐ．）、マハナルヴァ属（Ｍａｈａｎａｒｖａ
　ｓｐｐ）、メタカルファ・プルイノサ（Ｍｅｔｃａｌｆａ　ｐｒｕｉｎｏｓａ）、ムギ
ウスイロアブラムシ（Ｍｅｔｏｐｏｌｏｐｈｉｕｍ　ｄｉｒｈｏｄｕｍ）、ミンズス・ク
ルズス（Ｍｙｎｄｕｓ　ｃｒｕｄｕｓ）、ミズス属（Ｍｙｚｕｓ　ｓｐｐ．）、ネオトキ
ソプテラ属（Ｎｅｏｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｓｐ）、ツマグロヨコバイ属（Ｎｅｐｈｏｔｅ
ｔｔｉｘ　ｓｐｐ．）、ニラパルバタ属（Ｎｉｌａｐａｒｖａｔａ　ｓｐｐ．）、ナシミ
ドリオオアブラムシ（Ｎｉｐｐｏｌａｃｈｎｕｓ　ｐｉｒｉ　Ｍａｔｓ）、オドナスピス
・ルタエ（Ｏｄｏｎａｓｐｉｓ　ｒｕｔｈａｅ）、オレグマ・ラニゲラ・ゼンター（Ｏｒ
ｅｇｍａ　ｌａｎｉｇｅｒａ　Ｚｅｈｎｔｅｒ）、ヤマモモコナジラミ（Ｐａｒａｂｅｍ
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ｉｓｉａ　ｍｙｒｉｃａｅ）、パラトリオザ・コッケレリ（Ｐａｒａｔｒｉｏｚａ　ｃｏ
ｃｋｅｒｅｌｌｉ）、パルラトリア属（Ｐａｒｌａｔｏｒｉａ　ｓｐｐ．）、ペムフィグ
ス属（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ　ｓｐｐ．）、トウモロコシウンカ（Ｐｅｒｅｇｒｉｎｕｓ　
ｍａｉｄｉｓ）、ペルキンシエラ属（Ｐｅｒｋｉｎｓｉｅｌｌａ　ｓｐｐ）、ホップイボ
アブラムシ（Ｐｈｏｒｏｄｏｎ　ｈｕｍｕｌｉ）、フィロキセラ属（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒ
ａ　ｓｐｐ）、プラノコッカス属（Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、シューダウラ
カスピス属（Ｐｓｅｕｄａｕｌａｃａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、シュードコッカス属（Ｐｓ
ｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、ワタノミハムシ（Ｐｓｅｕｄａｔｏｍｏｓｃｅｌｉ
ｓ　ｓｅｒｉａｔｕｓ）、プシラ属（Ｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、プルビナリア・エチオ
ピカ（Ｐｕｌｖｉｎａｒｉａ　ａｅｔｈｉｏｐｉｃａ）、クアドラズピジオツス属（Ｑｕ
ａｄｒａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、クエサダ・ギガス（Ｑｕｅｓａｄａ　ｇｉｇ
ａｓ）、イナズマヨコバイ（Ｒｅｃｉｌｉａ　ｄｏｒｓａｌｉｓ）、ロパロシフム属（Ｒ
ｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐｐ．）、サイセチア属（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｓｐｐ．
）、スカホイデウス属（Ｓｃａｐｈｏｉｄｅｕｓ　ｓｐｐ．）、スチザフィス属（Ｓｃｈ
ｉｚａｐｈｉｓ　ｓｐｐ．）、シトビオン属（Ｓｉｔｏｂｉｏｎ　ｓｐｐ．）、セジロウ
ンカ（Ｓｏｇａｔｅｌｌａ　ｆｕｒｃｉｆｅｒａ）、スピシスチルス・フェスチヌス（Ｓ
ｐｉｓｓｉｓｔｉｌｕｓ　ｆｅｓｔｉｎｕｓ）、タロファガス・プロセルピナ（Ｔａｒｏ
ｐｈａｇｕｓ　Ｐｒｏｓｅｒｐｉｎａ）、トキソプテラ属（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ
）、トリアレウロデス属（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ）、トリジスカス・スポロ
ボリ（Ｔｒｉｄｉｓｃｕｓ　ｓｐｏｒｏｂｏｌｉ）、トリオニムス属（Ｔｒｉｏｎｙｍｕ
ｓ　ｓｐｐ）、ミカントガリキジラミ（Ｔｒｉｏｚａ　ｅｒｙｔｒｅａｅ）、ニセヤノネ
カイガラムシ（Ｕｎａｓｐｉｓ　ｃｉｔｒｉ）、ジギナ・フラミゲラ（Ｚｙｇｉｎａ　ｆ
ｌａｍｍｉｇｅｒａ）、ジギニジア・スクテラリス（Ｚｙｇｉｎｉｄｉａ　ｓｃｕｔｅｌ
ｌａｒｉｓ）；
膜翅目（Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ）から、例えば、ヒメハキリアリ属（Ａｃｒｏｍｙｒｍ
ｅｘ）、アルゲ属（Ａｒｇｅ　ｓｐｐ）、ハキリアリ属（Ａｔｔａ　ｓｐｐ．）、セフス
属（Ｃｅｐｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ジプリオン属（Ｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｐｐ．）、マツハバ
チ科（Ｄｉｐｒｉｏｎｉｄａｅ）、シマトウヒハバチ（Ｇｉｌｐｉｎｉａ　ｐｏｌｙｔｏ
ｍａ）、ホプロカンパ属（Ｈｏｐｌｏｃａｍｐａ　ｓｐｐ．）、ケアリ属（Ｌａｓｉｕｓ
　ｓｐｐ．）、イエヒメアリ（Ｍｏｎｏｍｏｒｉｕｍ　ｐｈａｒａｏｎｉｓ）、ネオジプ
リオン属（Ｎｅｏｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｐｐ．）、シュウカクアリ属（Ｐｏｇｏｎｏｍｙｒ
ｍｅｘ　ｓｐｐ）、スレノプシス・インビクタ（Ｓｌｅｎｏｐｓｉｓ　ｉｎｖｉｃｔａ）
、ソレノプシス属（Ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）及びベスパ属（Ｖｅｓｐａ　ｓｐ
ｐ．）；
等翅目（Ｉｓｏｐｔｅｒａ）から、例えば、コプトテルメス属（Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ
　ｓｐｐ）、コルニテルネス・クムランス（Ｃｏｒｎｉｔｅｒｎｅｓ　ｃｕｍｕｌａｎｓ
）、インシシテルメス属（Ｉｎｃｉｓｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ）、マクロテルメス属（Ｍ
ａｃｒｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ）、マストテルメス属（Ｍａｓｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ
）、ミクロテルメス属（Ｍｉｃｒｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ）、ヤマトシロアリ属（Ｒｅｔ
ｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）；ソレノプシス・ゲミナテ（Ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ
　ｇｅｍｉｎａｔｅ）
鱗翅目（Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ）から、例えば、アクレリス属（Ａｃｌｅｒｉｓ　ｓｐ
ｐ．）、アドキソフィエス属（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、アエゲリア属（Ａｅ
ｇｅｒｉａ　ｓｐｐ．）、アグロティス属（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｓｐｐ．）、アラバマ・ア
ルギラセア（Ａｌａｂａｍａ　ａｒｇｉｌｌａｃｅａｅ）、アミロイス属（Ａｍｙｌｏｉ
ｓ　ｓｐｐ．）、アンチカルシア・ゲマタリス（Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｇｅｍｍａｔａ
ｌｉｓ）、アルチップス属（Ａｒｃｈｉｐｓ　ｓｐｐ．）、アルギレスチア属（Ａｒｇｙ
ｒｅｓｔｈｉａ　ｓｐｐ）、アルギロタエニア属（Ａｒｇｙｒｏｔａｅｎｉａ　ｓｐｐ．
）、アウトグラファ属（Ａｕｔｏｇｒａｐｈａ　ｓｐｐ．）、ブックラトリクス・ツルベ
リエラ（Ｂｕｃｃｕｌａｔｒｉｘ　ｔｈｕｒｂｅｒｉｅｌｌａ）、アフリカズイム（Ｂｕ
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ｓｓｅｏｌａ　ｆｕｓｃａ）、スジマラダメイガ（Ｃａｄｒａ　ｃａｕｔｅｌｌａ）、モ
モシンクイガ（Ｃａｒｐｏｓｉｎａ　ｎｉｐｐｏｎｅｎｓｉｓ）、チロ属（Ｃｈｉｌｏ　
ｓｐｐ．）、コリストネウラ属（Ｃｈｏｒｉｓｔｏｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．）、クリソテウ
チア・トピアリア（Ｃｈｒｙｓｏｔｅｕｃｈｉａ　ｔｏｐｉａｒｉａ）、ブドウホソハマ
キ（Ｃｌｙｓｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、クナファロクロシス属（Ｃｎａｐｈａｌｏ
ｃｒｏｃｉｓ　ｓｐｐ．）、クネファシア属（Ｃｎｅｐｈａｓｉａ　ｓｐｐ．）、コチリ
ス属（Ｃｏｃｈｙｌｉｓ　ｓｐｐ．）、コレオフォラ属（Ｃｏｌｅｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ
．）、コリアス・レスビア（Ｃｏｌｉａｓ　ｌｅｓｂｉａ）、ワタアカキリバ（Ｃｏｓｍ
ｏｐｈｉｌａ　ｆｌａｖａ）、クラムバス属（Ｃｒａｍｂｕｓ　ｓｐｐ）、ケブカノメイ
ガ（Ｃｒｏｃｉｄｏｌｏｍｉａ　ｂｉｎｏｔａｌｉｓ）、クリプトフレビア・ロイコトレ
タ（Ｃｒｙｐｔｏｐｈｌｅｂｉａ　ｌｅｕｃｏｔｒｅｔａ）、シダリマ・ペルスペクタリ
ス（Ｃｙｄａｌｉｍａ　ｐｅｒｓｐｅｃｔａｌｉｓ）、シジア属（Ｃｙｄｉａ　ｓｐｐ．
）、ジアファニア・ペルスペクタリス（Ｄｉａｐｈａｎｉａ　ｐｅｒｓｐｅｃｔａｌｉｓ
）、ジアトラエア属（Ｄｉａｔｒａｅａ　ｓｐｐ．）、ジパロプシス・カスタネア（Ｄｉ
ｐａｒｏｐｓｉｓ　ｃａｓｔａｎｅａ）、エアリアス属（Ｅａｒｉａｓ　ｓｐｐ．）、エ
ルダナ・サッカリナ（Ｅｌｄａｎａ　ｓａｃｃｈａｒｉｎａ）、エフェスチア属（Ｅｐｈ
ｅｓｔｉａ　ｓｐｐ．）、エピノチア属（Ｅｐｉｎｏｔｉａ　ｓｐｐ）、エスチグメネ・
アクレア（Ｅｓｔｉｇｍｅｎｅ　ａｃｒｅａ）、エチエラ・ジンキネラ（Ｅｔｉｅｌｌａ
　ｚｉｎｃｋｉｎｅｌｌａ）、ユーコスマ属（Ｅｕｃｏｓｍａ　ｓｐｐ．）、ブドウホソ
ハマキ（Ｅｕｐｏｅｃｉｌｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、ユープロクチス属（Ｅｕｐｒ
ｏｃｔｉｓ　ｓｐｐ．）、ユークソア属（Ｅｕｘｏａ　ｓｐｐ．）、フェルチア・ジャク
リフェリア（Ｆｅｌｔｉａ　ｊａｃｕｌｉｆｅｒｉａ）、グラホリタ属（Ｇｒａｐｈｏｌ
ｉｔａ　ｓｐｐ．）、ヘディア・ヌビフェラナ（Ｈｅｄｙａ　ｎｕｂｉｆｅｒａｎａ）、
ヘリオティス属（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）、ハイマダラノメイガ（Ｈｅｌｌｕｌ
ａ　ｕｎｄａｌｉｓ）、ヘルペトグラマ属（Ｈｅｒｐｅｔｏｇｒａｍｍａ　ｓｐｐ）、ア
メリカシロヒトリ（Ｈｙｐｈａｎｔｒｉａ　ｃｕｎｅａ）、ケイフェリア・リコペルシセ
ラ（Ｋｅｉｆｅｒｉａ　ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｅｌｌａ）、モロコシマダラメイガ（Ｌａ
ｓｍｏｐａｌｐｕｓ　ｌｉｇｎｏｓｅｌｌｕｓ）、レウコプテラ・シテラ（Ｌｅｕｃｏｐ
ｔｅｒａ　ｓｃｉｔｅｌｌａ）、リトコレチス属（Ｌｉｔｈｏｃｏｌｌｅｔｈｉｓ　ｓｐ
ｐ．）、ホソバヒメハマキ（Ｌｏｂｅｓｉａ　ｂｏｔｒａｎａ）、ロキソステゲ・ビフィ
ダリス（Ｌｏｘｏｓｔｅｇｅ　ｂｉｆｉｄａｌｉｓ）、リマントリア属（Ｌｙｍａｎｔｒ
ｉａ　ｓｐｐ．）、リオネチア属（Ｌｙｏｎｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、マラコソマ属（Ｍａ
ｌａｃｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、ヨトウガ（Ｍａｍｅｓｔｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、
タバコスズメガ（Ｍａｎｄｕｃａ　ｓｅｘｔａ）、ミチムナ属（Ｍｙｔｈｉｍｎａ　ｓｐ
ｐ）、ノクツア属（Ｎｏｃｔｕａ　ｓｐｐ）、オペロフテラ属（Ｏｐｅｒｏｐｈｔｅｒａ
　ｓｐｐ．）、オルニオデス・インディカ（Ｏｒｎｉｏｄｅｓ　ｉｎｄｉｃａ）、アワノ
メイガ（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ）、パメネ属（Ｐａｍｍｅｎｅ　ｓｐｐ
．）、パンデミス属（Ｐａｎｄｅｍｉｓ　ｓｐｐ．）、マツキリガ（Ｐａｎｏｌｉｓ　ｆ
ｌａｍｍｅａ）、パパイペマ・ネブリス（Ｐａｐａｉｐｅｍａ　ｎｅｂｒｉｓ）、ワタア
カミムシ（Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈｏｒａ　ｇｏｓｓｙｐｉｅｌａ）、コーヒーハモグリバエ
（Ｐｅｒｉｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｃｏｆｆｅｅｌｌａ）、シューダレチア・ウニプンク
タ（Ｐｓｅｕｄａｌｅｔｉａ　ｕｎｉｐｕｎｃｔａ）、ジャガイモガ（Ｐｈｔｈｏｒｉｍ
ａｅａ　ｏｐｅｒｃｕｌｅｌｌａ）、モンシロチョウ（Ｐｉｅｒｉｓ　ｒａｐａｅ）、ピ
エリス属（Ｐｉｅｒｉｓ　ｓｐｐ．）、コナガ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌ
ａ）、プレイス属（Ｐｒａｙｓ　ｓｐｐ．）、シュードプルシア属（Ｐｓｅｕｄｏｐｌｕ
ｓｉａ　ｓｐｐ）、ラキプルシア・ヌ（Ｒａｃｈｉｐｌｕｓｉａ　ｎｕ）、リチア・アル
ビコスタ（Ｒｉｃｈｉａ　ａｌｂｉｃｏｓｔａ）、シルポファガ属（Ｓｃｉｒｐｏｐｈａ
ｇａ　ｓｐｐ．）、セサミア属（Ｓｅｓａｍｉａ　ｓｐｐ．）、スパルガノチス属（Ｓｐ
ａｒｇａｎｏｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）、スポドプテラ属（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．
）、シレプタ・デロガテ（Ｓｙｌｅｐｔａ　ｄｅｒｏｇａｔｅ）、シナンテドン属（Ｓｙ



(23) JP 2022-502387 A 2022.1.11

10

20

30

40

50

ｎａｎｔｈｅｄｏｎ　ｓｐｐ．）、タウメトポエア属（Ｔｈａｕｍｅｔｏｐｏｅａ　ｓｐ
ｐ．）、トルトリックス属（Ｔｏｒｔｒｉｘ　ｓｐｐ．）、イラクサギンウワバ（Ｔｒｉ
ｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｎｉ）、トマトキバガ（Ｔｕｔａ　ａｂｓｏｌｕｔａ）及びスガ属
（Ｙｐｏｎｏｍｅｕｔａ　ｓｐｐ．）；
食毛目（Ｍａｌｌｏｐｈａｇａ）から、例えば、ダマリネア属（Ｄａｍａｌｉｎｅａ　ｓ
ｐｐ．）及びケモノハジラミ属（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）；
直翅目（Ｏｒｔｈｏｐｔｅｒａ）から、例えば、ゴキブリ属（Ｂｌａｔｔａ　ｓｐｐ．）
、チャバネゴキブリ属（Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、ケラ属（Ｇｒｙｌｌｏｔａｌ
ｐａ　ｓｐｐ．）、マデラゴキブリ（Ｌｅｕｃｏｐｈａｅａ　ｍａｄｅｒａｅ）、トノサ
マバッタ属（Ｌｏｃｕｓｔａ　ｓｐｐ．）、ネオクルチラ・ヘキサダクチラ（Ｎｅｏｃｕ
ｒｔｉｌｌａ　ｈｅｘａｄａｃｔｙｌａ）、ワモンゴキブリ属（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ
　ｓｐｐ．）、スカプテリスカス属（Ｓｃａｐｔｅｒｉｓｃｕｓ　ｓｐｐ）及びコオロギ
属（Ｓｃｈｉｓｔｏｃｅｒｃａ　ｓｐｐ．）；
チャタテムシ目（Ｐｓｏｃｏｐｔｅｒａ）から、例えば、リポセリス属（Ｌｉｐｏｓｃｅ
ｌｉｓ　ｓｐｐ．）；
ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒａ）から、例えば、ナガノミ属（Ｃｅｒａｔｏｐｈｙｌ
ｌｕｓ　ｓｐｐ．）、イヌノミ属（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）及びケ
オプスネズミノミ（Ｘｅｎｏｐｓｙｌｌａ　ｃｈｅｏｐｉｓ）；
総翅目（Ｔｈｙｓａｎｏｐｔｅｒａ）から、例えば、カリオトリプス・ファセオリ（Ｃａ
ｌｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｐｈａｓｅｏｌｉ）、ハナアザミウマ属（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅ
ｌｌａ　ｓｐｐ．）、ヘリオトリプス属（Ｈｅｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ）、ヘルシノ
トリプス属（Ｈｅｒｃｉｎｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、パルテノトリプス属（Ｐａｒｔ
ｈｅｎｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ）、シルトトリプス・アウランチィ（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒ
ｉｐｓ　ａｕｒａｎｔｉｉ）、ダイズアザミウマ（Ｓｅｒｉｃｏｔｈｒｉｐｓ　ｖａｒｉ
ａｂｉｌｉｓ）、タエニオトリプス属（Ｔａｅｎｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、アザミ
ウマ属（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ）；
シミ目（Ｔｈｙｓａｎｕｒａ）から、例えば、セイヨウシミ（Ｌｅｐｉｓｍａ　ｓａｃｃ
ｈａｒｉｎａ）。
【００７１】
　本発明に係る有効成分は、特に植物、特に有用な植物及び農業、園芸及び森林における
観賞植物又はこのような植物の果実、花、葉、茎、塊茎又は根などの器官において発生す
る上記のタイプの有害生物を防除、すなわち抑制又は破壊するのに使用され得、場合によ
っては、後の時点で形成される植物器官でさえ、これらの有害生物から保護されたままで
ある。
【００７２】
　好適な標的作物は、特に、コムギ、オオムギ、ライムギ、オートムギ、イネ、トウモロ
コシ又はソルガムなどの穀物；テンサイ又は飼料用ビートなどのビート；果実、例えばリ
ンゴ、セイヨウナシ、プラム、モモ、アーモンド、サクランボ又は液果類、例えばイチゴ
、ラズベリー又はブラックベリーなどの仁果類、核果類又は柔らかい果物；インゲンマメ
、レンズマメ、エンドウマメ又はダイズなどのマメ科作物；ナタネ、カラシナ、ケシ、オ
リーブ、ヒマワリ、ヤシ、ヒマ、カカオ又はアメリカホドイモ（ｇｒｏｕｎｄ　ｎｕｔ）
などの油脂作物；カボチャ、キュウリ又はメロンなどのウリ科植物；ワタ、アマ、麻又は
ジュートなどの繊維植物；オレンジ、レモン、グレープフルーツ又はタンジェリンなどの
柑橘類の果物；ホウレンソウ、レタス、アスパラガス、キャベツ、ニンジン、タマネギ、
トマト、ジャガイモ又はピーマンなどの野菜類；アボカド、シナモン又はショウノウなど
のクスノキ科（Ｌａｕｒａｃｅａｅ）の植物；及びさらにタバコ、堅果類、コーヒー、ナ
ス、サトウキビ、茶、コショウ、ブドウ、ホップ、オオバコ科の植物及びラテックス植物
である。
【００７３】
　本発明の組成物及び／又は方法は、花、潅木、闊葉樹及び常緑樹を含むいずれかの観賞
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用及び／又は野菜作物にも用いられ得る。
【００７４】
　例えば、本発明は、以下の観賞植物種のいずれかに使用され得る：カッコウアザミ属（
Ａｇｅｒａｔｕｍ　ｓｐｐ．）、アロンソア属（Ａｌｏｎｓｏａ　ｓｐｐ．）、イチリン
ソウ属（Ａｎｅｍｏｎｅ　ｓｐｐ．）、アニソドンテア・カペンシス（Ａｎｉｓｏｄｏｎ
ｔｅａ　ｃａｐｓｅｎｉｓｉｓ）、アンセミス属（Ａｎｔｈｅｍｉｓ　ｓｐｐ．）、キン
ギョソウ属（Ａｎｔｉｒｒｈｉｎｕｍ　ｓｐｐ．）、シオン属（Ａｓｔｅｒ　ｓｐｐ．）
、ベゴニア属（Ｂｅｇｏｎｉａ　ｓｐｐ．）（例えば、エラチオールベゴニア（Ｂ．ｅｌ
ａｔｉｏｒ）、シキザキベゴニア（Ｂ．ｓｅｍｐｅｒｆｌｏｒｅｎｓ）、Ｂ．チュベレウ
クス（Ｂ．ｔｕｂｅｒｅｕｘ））、ブーゲンビリア属（Ｂｏｕｇａｉｎｖｉｌｌｅａ　ｓ
ｐｐ．）、ブラキスコメ属（Ｂｒａｃｈｙｃｏｍｅ　ｓｐｐ．）、アブラナ属（Ｂｒａｓ
ｓｉｃａ　ｓｐｐ．）（観賞植物）、カルセオラリア属（Ｃａｌｃｅｏｌａｒｉａ　ｓｐ
ｐ．）、トウガラシ（Ｃａｐｓｉｃｕｍ　ａｎｎｕｕｍ）、ニチニチソウ（Ｃａｔｈａｒ
ａｎｔｈｕｓ　ｒｏｓｅｕｓ）、カンナ属（Ｃａｎｎａ　ｓｐｐ．）、ヤグルマギク属（
Ｃｅｎｔａｕｒｅａ　ｓｐｐ．）、キク属（Ｃｈｒｙｓａｎｔｈｅｍｕｍ　ｓｐｐ．）、
シネラリア属（Ｃｉｎｅｒａｒｉａ　ｓｐｐ．）（シロタエギク（Ｃ．ｍａｒｉｔｉｍｅ
））、ハルシャギク属（Ｃｏｒｅｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）、クラッスラ・コッキネア（Ｃ
ｒａｓｓｕｌａ　ｃｏｃｃｉｎｅａ）、クフェア・イグネア（Ｃｕｐｈｅａ　ｉｇｎｅａ
）、ダリア属（Ｄａｈｌｉａ　ｓｐｐ．）、デルフィニウム属（Ｄｅｌｐｈｉｎｉｕｍ　
ｓｐｐ．）、ケマンソウ（Ｄｉｃｅｎｔｒａ　ｓｐｅｃｔａｂｉｌｉｓ）、ドロテアンツ
ス属（Ｄｏｒｏｔｈｅａｎｔｕｓ　ｓｐｐ．）、トルコギキョウ（Ｅｕｓｔｏｍａ　ｇｒ
ａｎｄｉｆｌｏｒｕｍ）、レンギョウ属（Ｆｏｒｓｙｔｈｉａ　ｓｐｐ．）、フクシア属
（Ｆｕｃｈｓｉａ　ｓｐｐ．）、ゼラニウム・グナファリウム（Ｇｅｒａｎｉｕｍ　ｇｎ
ａｐｈａｌｉｕｍ）、ガーベラ属（Ｇｅｒｂｅｒａ　ｓｐｐ．）、センニチコウ（Ｇｏｍ
ｐｈｒｅｎａ　ｇｌｏｂｏｓａ）、キダチルリソウ属（Ｈｅｌｉｏｔｒｏｐｉｕｍ　ｓｐ
ｐ．）、ヒマワリ属（Ｈｅｌｉａｎｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）、フヨウ属（Ｈｉｂｉｓｃｕｓ
　ｓｐｐ．）、アジサイ属（Ｈｏｒｔｅｎｓｉａ　ｓｐｐ．）、アジサイ属（Ｈｙｄｒａ
ｎｇｅａ　ｓｐｐ．）、ソバカスソウ（Ｈｙｐｏｅｓｔｅｓ　ｐｈｙｌｌｏｓｔａｃｈｙ
ａ）、ツリフネソウ属（Ｉｍｐａｔｉｅｎｓ　ｓｐｐ．）（アフリカホウセンカ（Ｉ．Ｗ
ａｌｌｅｒｉａｎａ））、イレシネ属（Ｉｒｅｓｉｎｅｓ　ｓｐｐ．）、カランコエ属（
Ｋａｌａｎｃｈｏｅ　ｓｐｐ．）、ランタナ（Ｌａｎｔａｎａ　ｃａｍａｒａ）、ハナア
オイ（Ｌａｖａｔｅｒａ　ｔｒｉｍｅｓｔｒｉｓ）、カエンキセワタ（Ｌｅｏｎｏｔｉｓ
　ｌｅｏｎｕｒｕｓ）、ユリ属（Ｌｉｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、メセンブリアンテマ属（Ｍ
ｅｓｅｍｂｒｙａｎｔｈｅｍｕｍ　ｓｐｐ．）、ミゾホオズキ属（Ｍｉｍｕｌｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、ヤグルマハッカ属（Ｍｏｎａｒｄａ　ｓｐｐ．）、ネメシア属（Ｎｅｍｅｓｉａ
　ｓｐｐ．）、タゲテス属（Ｔａｇｅｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ナデシコ属（Ｄｉａｎｔｈｕ
ｓ　ｓｐｐ．）（カーネーション）、カンナ属（Ｃａｎｎａ　ｓｐｐ．）、カタバミ属（
Ｏｘａｌｉｓ　ｓｐｐ．）、ヒナギク属（Ｂｅｌｌｉｓ　ｓｐｐ．）、テンジクアオイ属
（Ｐｅｌａｒｇｏｎｉｕｍ　ｓｐｐ．）（アイビーゼラニウム（Ｐ．ｐｅｌｔａｔｕｍ）
、モンテンジクアオイ（Ｐ．Ｚｏｎａｌｅ））、スミレ属（Ｖｉｏｌａ　ｓｐｐ．）（パ
ンジー）、ペチュニア属（Ｐｅｔｕｎｉａ　ｓｐｐ．）、フロックス属（Ｐｈｌｏｘ　ｓ
ｐｐ．）、プレクトランサス属（Ｐｌｅｃｔｈｒａｎｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ポインセチ
ア種（Ｐｏｉｎｓｅｔｔｉａ　ｓｐｐ．）、ツタ属（Ｐａｒｔｈｅｎｏｃｉｓｓｕｓ　ｓ
ｐｐ．）（アメリカヅタ（Ｐ．ｑｕｉｎｑｕｅｆｏｌｉａ）、ツタ（Ｐ．ｔｒｉｃｕｓｐ
ｉｄａｔａ））、サクラソウ属（Ｐｒｉｍｕｌａ　ｓｐｐ．）、キンポウゲ属（Ｒａｎｕ
ｎｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ツツジ属（Ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎ　ｓｐｐ．）、バラ属
（Ｒｏｓａ　ｓｐｐ．）（バラ）、オオハンゴンソウ属（Ｒｕｄｂｅｃｋｉａ　ｓｐｐ．
）、セントポーリア属（Ｓａｉｎｔｐａｕｌｉａ　ｓｐｐ．）、アキギリ属（Ｓａｌｖｉ
ａ　ｓｐｐ．）、ブルーファンフラワー（Ｓｃａｅｖｏｌａ　ａｅｍｏｌａ）、コチョウ
ソウ（Ｓｃｈｉｚａｎｔｈｕｓ　ｗｉｓｅｔｏｎｅｎｓｉｓ）、マンネングサ属（Ｓｅｄ
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ｕｍ　ｓｐｐ．）、ナス属（Ｓｏｌａｎｕｍ　ｓｐｐ．）、サフィニア種（Ｓｕｒｆｉｎ
ｉａ　ｓｐｐ．）、タゲテス属（Ｔａｇｅｔｅｓ　ｓｐｐ．）、タバコ属（Ｎｉｃｏｔｉ
ｎｉａ　ｓｐｐ．）、バーベナ種（Ｖｅｒｂｅｎａ　ｓｐｐ．）、ヒャクニチソウ属（Ｚ
ｉｎｎｉａ　ｓｐｐ．）及び他の花壇用の植物。
【００７５】
　例えば、本発明は、以下の野菜種のいずれかに使用され得る：ネギ属（Ａｌｌｉｕｍ　
ｓｐｐ．）（ニンニク（Ａ．ｓａｔｉｖｕｍ）、タマネギ（Ａ．．ｃｅｐａ）、エシャロ
ット（Ａ．ｏｓｃｈａｎｉｎｉｉ）、リーキ（Ａ．Ｐｏｒｒｕｍ）、シャロット（Ａ．ａ
ｓｃａｌｏｎｉｃｕｍ）、ネギ（Ａ．ｆｉｓｔｕｌｏｓｕｍ））、チャービル（Ａｎｔｈ
ｒｉｓｃｕｓ　ｃｅｒｅｆｏｌｉｕｍ）、セロリ（Ａｐｉｕｍ　ｇｒａｖｅｏｌｕｓ）、
アスパラガス（Ａｓｐａｒａｇｕｓ　ｏｆｆｉｃｉｎａｌｉｓ）、テンサイ（Ｂｅｔａ　
ｖｕｌｇａｒｕｓ）、アブラナ属（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｓｐｐ．）（ヤセイカンラン（Ｂ
．Ｏｌｅｒａｃｅａ）、ハクサイ（Ｂ．Ｐｅｋｉｎｅｎｓｉｓ）、カブ（Ｂ．ｒａｐａ）
）、トウガラシ（Ｃａｐｓｉｃｕｍ　ａｎｎｕｕｍ）、ヒヨコマメ（Ｃｉｃｅｒ　ａｒｉ
ｅｔｉｎｕｍ）、エンダイブ（Ｃｉｃｈｏｒｉｕｍ　ｅｎｄｉｖｉａ）、キクニガナ属（
Ｃｉｃｈｏｒｕｍ　ｓｐｐ．）（チコリー（Ｃ．ｉｎｔｙｂｕｓ）、エンダイブ（Ｃ．ｅ
ｎｄｉｖｉａ））、スイカ（Ｃｉｔｒｉｌｌｕｓ　ｌａｎａｔｕｓ）、キュウリ属（Ｃｕ
ｃｕｍｉｓ　ｓｐｐ．）（サフラン（Ｃ．ｓａｔｉｖｕｓ）、メロン（Ｃ．ｍｅｌｏ））
、カボチャ属（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａ　ｓｐｐ．）（ペポカボチャ（Ｃ．ｐｅｐｏ）、西洋
カボチャ（Ｃ．ｍａｘｉｍａ））、チョウセンアザミ属（Ｃｙａｎａｒａ　ｓｐｐ．）（
アーティチョーク（Ｃ．ｓｃｏｌｙｍｕｓ）、カルドン（Ｃ．ｃａｒｄｕｎｃｕｌｕｓ）
）、黒人参（Ｄａｕｃｕｓ　ｃａｒｏｔａ）、フェンネル（Ｆｏｅｎｉｃｕｌｕｍ　ｖｕ
ｌｇａｒｅ）、オトギリソウ属（Ｈｙｐｅｒｉｃｕｍ　ｓｐｐ．）、レタス（Ｌａｃｔｕ
ｃａ　ｓａｔｉｖａ）、トマト属（Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ　ｓｐｐ．）（トマト（Ｌ
．ｅｓｃｕｌｅｎｔｕｍ）、トマト（Ｌ．ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｕｍ））、ハッカ属（Ｍ
ｅｎｔｈａ　ｓｐｐ．）、バジル（Ｏｃｉｍｕｍ　ｂａｓｉｌｉｃｕｍ）、パセリ（Ｐｅ
ｔｒｏｓｅｌｉｎｕｍ　ｃｒｉｓｐｕｍ）、インゲンマメ属（Ｐｈａｓｅｏｌｕｓ　ｓｐ
ｐ．）（インゲンマメ（Ｐ．ｖｕｌｇａｒｉｓ）、ベニバナインゲン（Ｐ．ｃｏｃｃｉｎ
ｅｕｓ））、エンドウ（Ｐｉｓｕｍ　ｓａｔｉｖｕｍ）、ハツカダイコン（Ｒａｐｈａｎ
ｕｓ　ｓａｔｉｖｕｓ）、マルバダイオウ（Ｒｈｅｕｍ　ｒｈａｐｏｎｔｉｃｕｍ）、マ
ンネンロウ属（Ｒｏｓｅｍａｒｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、アキギリ属（Ｓａｌｖｉａ　ｓｐ
ｐ．）、キバナバラモンジン（Ｓｃｏｒｚｏｎｅｒａ　ｈｉｓｐａｎｉｃａ）、ナス（Ｓ
ｏｌａｎｕｍ　ｍｅｌｏｎｇｅｎａ）、ホウレンソウ（Ｓｐｉｎａｃｅａ　ｏｌｅｒａｃ
ｅａ）、ノヂシャ属（Ｖａｌｅｒｉａｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．）（ノヂシャ（Ｖ．ｌｏｃｕ
ｓｔａ）、イタリアンコーンサラダ（Ｖ．ｅｒｉｏｃａｒｐａ））及びソラマメ（Ｖｉｃ
ｉａ　ｆａｂａ）。
【００７６】
　好ましい観賞植物種としては、セントポーリア（Ａｆｒｉｃａｎ　ｖｉｏｌｅｔ）、ベ
ゴニア属（Ｂｅｇｏｎｉａ）、ダリア属（Ｄａｈｌｉａ）、ガーベラ属（Ｇｅｒｂｅｒａ
）、アジサイ属（Ｈｙｄｒａｎｇｅａ）、クマツヅラ属（Ｖｅｒｂｅｎａ）、バラ属（Ｒ
ｏｓａ）、カランコエ属（Ｋａｌａｎｃｈｏｅ）、ポインセチア（Ｐｏｉｎｓｅｔｔｉａ
）、シオン属（Ａｓｔｅｒ）、ヤグルマギク属（Ｃｅｎｔａｕｒｅａ）、ハルシャギク属
（Ｃｏｒｅｏｐｓｉｓ）、デルフィニウム属（Ｄｅｌｐｈｉｎｉｕｍ）、ヤグルマハッカ
属（Ｍｏｎａｒｄａ）、フロックス属（Ｐｈｌｏｘ）、オオハンゴンソウ属（Ｒｕｄｂｅ
ｃｋｉａ）、マンネングサ属（Ｓｅｄｕｍ）、ペチュニア属（Ｐｅｔｕｎｉａ）、スミレ
属（Ｖｉｏｌａ）、ツリフネソウ属（Ｉｍｐａｔｉｅｎｓ）、フウロソウ属（Ｇｅｒａｎ
ｉｕｍ）、キク属（Ｃｈｒｙｓａｎｔｈｅｍｕｍ）、キンポウゲ属（Ｒａｎｕｎｃｕｌｕ
ｓ）、フクシア属（Ｆｕｃｈｓｉａ）、アキギリ属（Ｓａｌｖｉａ）、アジサイ属（Ｈｏ
ｒｔｅｎｓｉａ）、ローズマリー、セージ、セイヨウオトギリ（Ｓｔ．Ｊｏｈｎｓｗｏｒ
ｔ）、ミント、ピーマン、トマト及びキュウリが挙げられる。
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【００７７】
　本発明に係る有効成分は、ワタ、野菜、トウモロコシ、イネ及びダイズ作物におけるマ
メアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｃｒａｃｃｉｖｏｒａ）、ジアブロチカ・バルテアタ（Ｄｉ
ａｂｒｏｔｉｃａ　ｂａｌｔｅａｔａ）、ニセアメリカタバコガ（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　
ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ）、モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）、コナガ
（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）及びエジプトヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒ
ａ　ｌｉｔｔｏｒａｌｉｓ）を防除するのに特に好適である。本発明に係る有効成分は、
さらに、マメストラ属（Ｍａｍｅｓｔｒａ）（好ましくは、野菜中）、コドリンガ（Ｃｙ
ｄｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）（好ましくは、リンゴ中）、エンポアスカ属（Ｅｍｐｏａ
ｓｃａ）（好ましくは、野菜、ブドウ園中）、レプチノタルサ属（Ｌｅｐｔｉｎｏｔａｒ
ｓａ）（好ましくは、ジャガイモ中）及びニカメイガ（Ｃｈｉｌｏ　ｓｕｐｒｅｓｓａｌ
ｉｓ）（好ましくは、イネ中）を防除するのに特に好適である。
【００７８】
　さらなる態様において、本発明は、植物寄生性線虫（内部寄生性、半内部寄生性及び外
部寄生性線虫）、特にネコブセンチュウ、キタネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎ
ｅ　ｈａｐｌａ）、サツマイモネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇ
ｎｉｔａ）、ジャワネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、
アレナリアネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ）及び他のメ
ロイドギネ属（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ）種；シスト形成センチュウ、ジャガイモシスト
センチュウ（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｒｏｓｔｏｃｈｉｅｎｓｉｓ）及び他のグロボデラ属
（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ）種；ムギシストセンチュウ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ａｖｅｎａ
ｅ）、ダイズシストセンチュウ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、テンサイ
シストセンチュウ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｃｈａｃｈｔｉｉ）、クローバシストセン
チュウ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｔｒｉｆｏｌｉｉ）及び他のヘテロデラ属（Ｈｅｔｅｒ
ｏｄｅｒａ）種；タネコブセンチュウ、アンギナ属（Ａｎｇｕｉｎａ）種；クキセンチュ
ウ及びハセンチュウ、アフェレンコイデス属（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ）種；刺毛
センチュウ（Ｓｔｉｎｇ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）、ベロノライムス・ロンギカウダツス（Ｂ
ｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａｔｕｓ）及び他のベロノライムス属（Ｂ
ｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ）種；マツセンチュウ、マツノザイセンチュウ（Ｂｕｒｓａｐｈ
ｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｘｙｌｏｐｈｉｌｕｓ）及び他のバーサフェレンカス属（Ｂｕｒｓａ
ｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ）種；ワセンチュウ（Ｒｉｎｇ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）、クリコネマ
属（Ｃｒｉｃｏｎｅｍａ）種、クリコネメラ属（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ）種、クリコ
ネモイデス属（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ）種、メソクリコネマ属（Ｍｅｓｏｃｒｉｃ
ｏｎｅｍａ）種；クキ及びリンケイセンチュウ、イモグサレセンチュウ（Ｄｉｔｙｌｅｎ
ｃｈｕｓ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）、ナミクキセンチュウ（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄ
ｉｐｓａｃｉ）及び他のジチレンクス属（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ）種；キリセンチュウ
（Ａｗｌ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）、ドリコドルス属（Ｄｏｌｉｃｈｏｄｏｒｕｓ）種；ラセ
ンセンチュウ（Ｓｐｉｒａｌ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）、ヘリオコチレンクス・マルチシンク
ツス（Ｈｅｌｉｏｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｕｌｔｉｃｉｎｃｔｕｓ）及び他のヘリオ
コチレンクス属（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ）種；サヤセンチュウ及びサヤワセン
チュウ（Ｓｈｅａｔｈ　ａｎｄ　ｓｈｅａｔｈｏｉｄ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）、ヘミシクリ
オホラ属（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ）種及びヘミクリコネモイデス属（Ｈｅｍｉ
ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ）種；ヒルスマンニエラ属（Ｈｉｒｓｈｍａｎｎｉｅｌｌａ
）種；ヤリセンチュウ（Ｌａｎｃｅ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）、ホプロライムス（Ｈｏｐｌｏ
ａｉｍｕｓ）種；ニセネコブセンチュウ、ナコブス属（Ｎａｃｏｂｂｕｓ）種；ハリセン
チュウ（Ｎｅｅｄｌｅ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）、ロンギドルス・エロンガツス（Ｌｏｎｇｉ
ｄｏｒｕｓ　ｅｌｏｎｇａｔｕｓ）及び他のロンギドルス属（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ）種
；ピンセンチュウ（Ｐｉｎ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）、プラチレンクス属（Ｐｒａｔｙｌｅｎ
ｃｈｕｓ）種；ネグサレセンチュウ（Ｌｅｓｉｏｎ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）、ムギネグサレ
センチュウ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎｅｇｌｅｃｔｕｓ）、キタネグサレセンチュ
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ウ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、プラチレンクス・カービタツス
（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｕｒｖｉｔａｔｕｓ）、プラチレンクス・ゴオデイ（Ｐ
ｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｇｏｏｄｅｙｉ）及び他のプラチレンクス属（Ｐｒａｔｙｌｅ
ｎｃｈｕｓ）種；ネモグリセンチュウ（Ｂｕｒｒｏｗｉｎｇ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）、バナ
ナネモグリセンチュウ（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）及び他のラドホルス属
（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ）種；ニセフクロセンチュウ（Ｒｅｎｉｆｏｒｍ　ｎｅｍａｔｏ
ｄｅ）、ロチレンクス・ロブスタス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｒｏｂｕｓｔｕｓ）、ロ
チレンクス・レニフォルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）及び他
のロチレンクス属（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ）種；スクテロネマ属（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎ
ｅｍａ）種；ミハリセンチュウ（Ｓｔｕｂｂｙ　ｒｏｏｔ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）、トリコ
ドルス・プリミチブス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｉｍｉｔｉｖｕｓ）及び他のトリ
コドルス属（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ）種、パラトリコドルス属（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏ
ｄｏｒｕｓ）種；イシュクセンチュウ（Ｓｔｕｎｔ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）、ナミイシュク
センチュ（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｃｌａｙｔｏｎｉ）、チレンコリンクス
・デュビウス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｄｕｂｉｕｓ）及び他のチレンコリ
ンクス属（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ）種；ミカンセンチュウ（Ｃｉｔｒｕｓ　
ｎｅｍａｔｏｄｅ）、チレンクルス属（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ）種；オオハリセンチュ
ウ（Ｄａｇｇｅｒ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）、キシフィネマ属（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ）種など
の植物寄生性線虫；並びにスバンギナ属（Ｓｕｂａｎｇｕｉｎａ　ｓｐｐ．）、ヒプソペ
リン属（Ｈｙｐｓｏｐｅｒｉｎｅ　ｓｐｐ．）、マクロポストニア属（Ｍａｃｒｏｐｏｓ
ｔｈｏｎｉａ　ｓｐｐ．）、メリニウス属（Ｍｅｌｉｎｉｕｓ　ｓｐｐ．）、プンクトデ
ラ属（Ｐｕｎｃｔｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）及びキニスルシウス属（Ｑｕｉｎｉｓｕｌｃｉ
ｕｓ　ｓｐｐ．）などの他の植物寄生性線虫種による植物及び植物の部分への被害を防除
する方法にも関する。
【００７９】
　本発明の化合物は、軟体動物に対しても活性を有し得る。軟体動物の例としては、例え
ば、スクミリンゴガイ科（Ａｍｐｕｌｌａｒｉｉｄａｅ）；アリオン属（Ａｒｉｏｎ）（
コウラクロナメクジ（Ａ．ａｔｅｒ）、Ａ．サーカムスクリプツス（Ａ．ｃｉｒｃｕｍｓ
ｃｒｉｐｔｕｓ）、Ａ．ホルテンシス（Ａ．ｈｏｒｔｅｎｓｉｓ）、Ａ．ルーファス（Ａ
．ｒｕｆｕｓ））；オナジマイマイ科（Ｂｒａｄｙｂａｅｎｉｄａｅ）（ブラジバエナ・
フルチクム（Ｂｒａｄｙｂａｅｎａ　ｆｒｕｔｉｃｕｍ））；オウシュウマイマイ属（Ｃ
ｅｐａｅａ）（ニワノオウシュウマイマイ（Ｃ．ｈｏｒｔｅｎｓｉｓ）、モリマイマイ（
Ｃ．Ｎｅｍｏｒａｌｉｓ））；オクロジナ（ｏｃｈｌｏｄｉｎａ）；デロセラス属（Ｄｅ
ｒｏｃｅｒａｓ）（Ｄ．アグレスチス（Ｄ．ａｇｒｅｓｔｉｓ）、Ｄ．エムピリコルム（
Ｄ．ｅｍｐｉｒｉｃｏｒｕｍ）、Ｄ．ラエヴェ（Ｄ．ｌａｅｖｅ）、Ｄ．レチクラツム（
Ｄ．ｒｅｔｉｃｕｌａｔｕｍ））；ディスクス属（Ｄｉｓｃｕｓ）（Ｄ．ロツンダツス（
Ｄ．ｒｏｔｕｎｄａｔｕｓ））；ユーオムファリア属（Ｅｕｏｍｐｈａｌｉａ）；ガルバ
属（Ｇａｌｂａ）（Ｇ．トルンクラタ（Ｇ．ｔｒｕｎｃｕｌａｔａ））；ヘリセリア属（
Ｈｅｌｉｃｅｌｉａ）（Ｈ．イタラ（Ｈ．ｉｔａｌａ）、Ｈ．オブヴィア（Ｈ．ｏｂｖｉ
ａ））；マイマイ科（Ｈｅｌｉｃｉｄａｅ）ヘリシゴナ・アルブストルム（Ｈｅｌｉｃｉ
ｇｏｎａ　ａｒｂｕｓｔｏｒｕｍ））；ヘリコディスクス属（Ｈｅｌｉｃｏｄｉｓｃｕｓ
）；ヘリクス属（Ｈｅｌｉｘ）（Ｈ．アペルタ（Ｈ．ａｐｅｒｔａ））；リマックス属（
Ｌｉｍａｘ）（Ｌ．シネレオニゲル（Ｌ．ｃｉｎｅｒｅｏｎｉｇｅｒ）、キイロナメクジ
（Ｌ．ｆｌａｖｕｓ）、チャコウラナメクジ（Ｌ．ｍａｒｇｉｎａｔｕｓ）、マダラコウ
ラナメクジ（Ｌ．ｍａｘｉｍｕｓ）、Ｌ．テネルス（Ｌ．ｔｅｎｅｌｌｕｓ））；モノア
ライガイ属（Ｌｙｍｎａｅａ）；ミラックス属（Ｍｉｌａｘ）（ニワコウラナメクジ（Ｍ
．ｇａｇａｔｅｓ）、Ｍ．マルギナツス（Ｍ．ｍａｒｇｉｎａｔｕｓ）、Ｍ．ソウェルビ
イ（Ｍ．ｓｏｗｅｒｂｙｉ））；オペアス属（Ｏｐｅａｓ）；リンゴガイ属（Ｐｏｍａｃ
ｅａ）（スクミリンゴガイ（Ｐ．ｃａｎａｔｉｃｕｌａｔａ））；ミジンマイマイ属（Ｖ
ａｌｌｏｎｉａ）及びザニトイデス属（Ｚａｎｉｔｏｉｄｅｓ）が挙げられる。
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【００８０】
　本発明に係る組成物を用いることが可能である有用な植物の作物としては、例えば、ブ
ラックベリー、ブルーベリー、クランベリー、ラズベリー及びイチゴといった液果植物；
例えばオオムギ、トウモロコシ（コーン）、キビ、カラスムギ、イネ、ライ麦、モロコシ
属（ｓｏｒｇｈｕｍ）ライコムギ及びコムギといった穀類；例えば綿、亜麻、アサ、ジュ
ート及びサイザルといった繊維植物；例えば糖質及び飼料ビート、コーヒー、ホップ、マ
スタード、アブラナ（カノーラ）、ケシ、サトウキビ、ヒマワリ、チャ及びタバコといっ
た農作物；例えばリンゴ、アンズ、アボカド、バナナ、サクランボ、柑橘類、ネクタリン
、モモ、セイヨウナシ及びセイヨウスモモといった果樹；例えばバミューダグラス、イチ
ゴツナギ、ベントグラス、センチピードグラス、ウシノケグサ、ライグラス、アメリカシ
バ及びノシバといった草；バジル、ルリジサ、チャイブ、コリアンダー、ラベンダー、ラ
ベージ、ミント、オレガノ、パセリ、ローズマリー、セージ及びタイムなどのハーブ；例
えばインゲンマメ、レンズマメ、エンドウマメ及びダイズ、インゲンマメといったマメ科
植物；例えばアーモンド、カシュー、落花生、ヘーゼルナッツ、ピーナッツ、ペカン、ピ
スタチオ及びクルミといった堅果；例えばアブラヤシといったヤシ；例えば花、低木及び
高木といった観賞用植物；例えばカカオ、ココナツ、オリーブ及びゴムといった他の高木
；例えばアスパラガス、ナス、ブロッコリ、キャベツ、ニンジン、キュウリ、ニンニク、
レタス、ペポカボチャ、メロン、オクラ、タマネギ、コショウ、ジャガイモ、カボチャ、
ダイオウ、ホウレンソウ及びトマトといった野菜；並びに例えばブドウといったつる植物
などの多年生及び一年生作物が挙げられる。
【００８１】
　作物は、天然のもの、従来の品種改良法により得られたもの又は遺伝子操作により得ら
れたものであると理解されるべきである。これらは、いわゆる出力形質（例えば、向上し
た保管安定性、高い栄養価及び向上した風味）を有する作物を含む。
【００８２】
　作物は、ブロモキシニルのような除草剤又はＡＬＳ－、ＥＰＳＰＳ－、ＧＳ－、ＨＰＰ
Ｄ－及びＰＰＯ－抑制剤などの除草剤クラスに対する耐性が与えられた作物も含むと理解
されるべきである。従来の勾配方法によって例えばイマザモックスといったイミダゾリノ
ンに対する耐性が与えられた作物の一例は、Ｃｌｅａｒｆｉｅｌｄ（登録商標）夏ナタネ
である。遺伝子操作法によって除草剤に対する耐性が与えられた作物の例としては、商品
名ＲｏｕｎｄｕｐＲｅａｄｙ（登録商標）、Ｈｅｒｃｕｌｅｘ　Ｉ（登録商標）及びＬｉ
ｂｅｒｔｙＬｉｎｋ（登録商標）で市販されている例えばグリホサート－及びグルホシネ
ート－耐性トウモロコシ品種が挙げられる。
【００８３】
　作物は、天然のものであるか、又は有害な昆虫に対する耐性が与えられたものでもある
と理解されるべきである。これは、例えば、トキシン－産生バクテリア由来として公知で
あるものなどの１種以上の選択的に作用するトキシンの合成能を例えば有するように、組
換えＤＮＡ技術を用いることで形質転換された植物を含む。発現されることが可能である
トキシンの例としては、δ－エンドトキシン、栄養型殺虫性タンパク質（Ｖｉｐ）、線虫
共生バクテリアの殺虫性タンパク質並びにサソリ、蛛形類、大型のハチ（ｗａｓｐ）及び
真菌によって産生されるトキシンが挙げられる。
【００８４】
　バチルス・チューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）ト
キシンを発現するよう変性された作物の一例は、ＢｔトウモロコシＫｎｏｃｋＯｕｔ（登
録商標）（Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ）である。殺虫性耐性をコードする２種以上の
遺伝子を含み、したがって、２種以上のトキシンを発現する作物の一例は、ＶｉｐＣｏｔ
（登録商標）（Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ）である。作物又はその種子材料も複数種
の有害生物に対して耐性であり得る（いわゆる遺伝子修飾により形成される場合の重畳的
なトランスジェニックイベント）。例えば、植物は、例えば、Ｈｅｒｃｕｌｅｘ　Ｉ（登
録商標）（Ｄｏｗ　ＡｇｒｏＳｃｉｅｎｃｅｓ，Ｐｉｏｎｅｅｒ　Ｈｉ－Ｂｒｅｄ　Ｉｎ
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能を有していることが可能である。
【００８５】
　本発明に係る組成物のさらなる使用分野は、貯蔵品及び貯蔵室の保護及び原料（木材及
び織物など）、床仕上げ材及び建築物の保護及び衛生分野において、特に上記のタイプの
有害生物からのヒト、家畜及び生産性家畜（ｐｒｏｄｕｃｔｉｖｅ　ｌｉｖｅｓｔｏｃｋ
）の保護である。
【００８６】
　本発明は、有害生物（蚊及び他の病原媒介動物など；ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｗｈｏ．
ｉｎｔ／ｍａｌａｒｉａ／ｖｅｃｔｏｒ＿ｃｏｎｔｒｏｌ／ｉｒｓ／ｅｎ／も参照された
い）を防除するための方法も提供する。一実施形態において、有害生物を防除するための
方法は、本発明の組成物を、標的有害生物、その生息地又は表面若しくは基材にブラシ塗
布、ローラ塗布、噴霧、塗布又は浸漬によって施用する工程を含む。例として、壁、天井
又は床面などの表面のＩＲＳ（屋内残留噴霧）施用が、本発明の方法によって想定されて
いる。別の実施形態において、このような組成物を、網、衣類、寝具、カーテン及びテン
トの形態（又はこれらの製造に使用され得る形態）の不織布又は布帛材料などの基材に施
用することが想定されている。従って、本発明のさらなる目的は、式（Ｉ）の化合物を含
有する組成物を含む不織及び織物材料から選択される基材である。
【００８７】
　一実施形態において、このような有害生物を防除するための方法は、有効な残存性の有
害生物防除活性を表面又は基材に与えるように、殺有害生物的に有効な量の本発明の組成
物を、標的有害生物、その生息地又は表面若しくは基材に施用する工程を含む。このよう
な施用は、本発明の有害生物防除組成物をブラシ塗布、ローラ塗布、噴霧、塗布又は浸漬
することによって行われ得る。例として、壁、天井又は床面などの表面におけるＩＲＳ施
用は、有効な残存性の有害生物防除活性を表面に与えるように、本発明の方法によって想
定されている。別の実施形態において、網、衣類、寝具、カーテン及びテントの形態（又
はこれらの製造に使用され得る形態）の布帛材料などの基材における有害生物の残存性防
除のためにこのような組成物を施用することが想定されている。
【００８８】
　処理されるべき不織布、布帛又は網を含む基材は、綿、ラフィア、ジュート、亜麻、サ
イザル、麻布若しくは羊毛などの天然繊維又はポリアミド、ポリエステル、ポリプロピレ
ン、ポリアクリロニトリルなどの合成繊維で作製され得る。ポリエステルが特に好適であ
る。織物処理の方法は、例えば、国際公開第２００８／１５１９８４号、国際公開第２０
０３／０３４８２３号、米国特許第５６３１０７２号明細書、国際公開第２００５／６４
０７２号、国際公開第２００６／１２８８７０号、欧州特許出願公開第１７２４３９２号
明細書、国際公開第２００５１１３８８６号又は国際公開第２００７／０９０７３９号か
ら公知である。
【００８９】
　本発明に係る組成物のさらなる使用分野は、すべての観賞用樹木並びにあらゆる種類の
果樹及び堅果の成る木の樹幹注入／幹処理の分野である。
【００９０】
　樹幹注入／幹処理の分野において、本発明に係る化合物は、上記の鱗翅目（Ｌｅｐｉｄ
ｏｐｔｅｒａ）及び鞘翅目（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ）の木材穿孔性（ｗｏｏｄ－ｂｏｒｉ
ｎｇ）昆虫に対して、特に以下の表Ａ及びＢに列挙される木材穿孔性昆虫（ｗｏｏｄｂｏ
ｒｅｒ）に対して特に好適である。
【００９１】
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【表２－３】

【００９３】
　本発明は、例えば、甲虫、イモムシ、ヒアリ、ワタフキカイガラムシ（ｇｒｏｕｎｄ　
ｐｅａｒｌ）、ヤスデ、ダンゴムシ、ダニ、ケラ、カイガラムシ、コナカイガラムシ、マ
ダニ、アワフキムシ、サウザンキンクバッグ（ｓｏｕｔｈｅｒｎ　ｃｈｉｎｃｈ　ｂｕｇ
）及び地虫を含む、芝草中に存在し得る任意の昆虫有害生物を防除するのにも使用され得
る。本発明は、卵、幼虫、若虫及び成虫を含む、生活環の様々な段階の昆虫有害生物を防
除するのに使用され得る。
【００９４】
　特に、本発明は、地虫（コガネカブト属（Ｃｙｃｌｏｃｅｐｈａｌａ　ｓｐｐ．）（例
えば、マスクドコガネムシ（ｍａｓｋｅｄ　ｃｈａｆｅｒ）、Ｃ．ルリダ（Ｃ．ｌｕｒｉ
ｄａ））、リゾトログス属（Ｒｈｉｚｏｔｒｏｇｕｓ　ｓｐｐ．）（例えば、ヨーロピア
ンコガネムシ、Ｒ．マハリス（Ｒ．ｍａｊａｌｉｓ））、コチヌス属（Ｃｏｔｉｎｕｓ　
ｓｐｐ．）（例えば、アオコフキコガネ、Ｃ．ニチダ（Ｃ．ｎｉｔｉｄａ））、ポピリア
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属（Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｓｐｐ．）（例えば、マメコガネ（Ｊａｐａｎｅｓｅ　ｂｅｅｔ
ｌｅ）、マメコガネ（Ｐ．ｊａｐｏｎｉｃａ））、フィロファガ属（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａ
ｇａ　ｓｐｐ．）（例えば、コガネムシ（Ｍａｙ／Ｊｕｎｅ　ｂｅｅｔｌｅ））、アテニ
ウス属（Ａｔａｅｎｉｕｓ　ｓｐｐ．）（例えば、ブラック・ターフグラス・アテニウス
（Ｂｌａｃｋ　ｔｕｒｆｇｒａｓｓ　ａｔａｅｎｉｕｓ）、Ａ．スプレツルス（Ａ．ｓｐ
ｒｅｔｕｌｕｓ））、マラデラ属（Ｍａｌａｄｅｒａ　ｓｐｐ．）（例えば、アカビロウ
ドコガネ、Ｍ．カスタネア（Ｍ．ｃａｓｔａｎｅａ））及びトマルス属（Ｔｏｍａｒｕｓ
　ｓｐｐ．）など）、ワタフキカイガラムシ（マルガロデス属（Ｍａｒｇａｒｏｄｅｓ　
ｓｐｐ．））、ケラ（タウニー（ｔａｗｎｙ）、サウザン（ｓｏｕｔｈｅｒｎ）及び短翅
型；スカプテリスクス属（Ｓｃａｐｔｅｒｉｓｃｕｓ　ｓｐｐ．）、ケラ（Ｇｒｙｌｌｏ
ｔａｌｐａ　ａｆｒｉｃａｎａ））及びレザージャケット（ｌｅａｔｈｅｒｊａｃｋｅｔ
）（ヨーロピアンクレーンフライ（Ｅｕｒｏｐｅａｎ　ｃｒａｎｅ　ｆｌｙ）、ガガンボ
属（Ｔｉｐｕｌａ　ｓｐｐ．））を含む、芝草の根を餌とする昆虫有害生物を防除するの
に使用され得る。
【００９５】
　本発明は、ヨトウムシ（ツマジロクサヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｒｕｇｉｐｅ
ｒｄａ）及び一般的なヨトウムシ（ｃｏｍｍｏｎ　ａｒｍｙｗｏｒｍ）（プセウダレチア
・ウニプンクタ（Ｐｓｅｕｄａｌｅｔｉａ　ｕｎｉｐｕｎｃｔａ）など）、ネキリムシ、
ゾウムシ（スフェノホルス属（Ｓｐｈｅｎｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、シバオサゾウム
シ（Ｓ．ｖｅｎａｔｕｓ　ｖｅｒｓｔｉｔｕｓ）及びＳ．パルブルス（Ｓ．ｐａｒｖｕｌ
ｕｓ）など）及びソッドウェブワーム（ｓｏｄ　ｗｅｂｗｏｒｍ）（クラムブス属（Ｃｒ
ａｍｂｕｓ　ｓｐｐ．）及び熱帯ソッドウェブワーム（ｔｒｏｐｉｃａｌ　ｓｏｄ　ｗｅ
ｂｗｏｒｍ）、ケナシクロオビクロノメイガ（Ｈｅｒｐｅｔｏｇｒａｍｍａ　ｐｈａｅｏ
ｐｔｅｒａｌｉｓ）など）を含む、藁に住む芝草の昆虫有害生物を防除するのにも使用さ
れ得る。
【００９６】
　本発明は、ヒメコガネナガカメムシ（サウザンキンクバッグ、ブリスス・インスラリス
（Ｂｌｉｓｓｕｓ　ｉｎｓｕｌａｒｉｓ）など）、ギョウギシバ（Ｂｅｒｍｕｄａｇｒａ
ｓｓ）のダニ（エリオフィエス・シノドニエンシス（Ｅｒｉｏｐｈｙｅｓ　ｃｙｎｏｄｏ
ｎｉｅｎｓｉｓ））、アフリカヒゲシバ（ｒｈｏｄｅｓｇｒａｓｓ）のコナカイガラムシ
（チガヤシロオカイガラムシ（Ａｎｔｏｎｉｎａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ））、２本線のある
アワフキムシ（ｔｗｏ－ｌｉｎｅｄ　ｓｐｉｔｔｌｅｂｕｇ）（プロサピア・ビシンクタ
（Ｐｒｏｐｓａｐｉａ　ｂｉｃｉｎｃｔａ））、ヨコバイ、ネキリムシ（ヤガ科（Ｎｏｃ
ｔｕｉｄａｅ））及びムギミドリアブラムシを含む、地上に生息し、芝草の葉を餌とする
昆虫有害生物を防除するのにも使用され得る。
【００９７】
　本発明は、芝生にアリ塚を作製するアカヒアリ（Ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ　ｉｎｖｉｃｔ
ａ）など、芝草の他の有害生物を防除するのにも使用され得る。
【００９８】
　衛生分野において、本発明に係る組成物は、カタダニ（ｈａｒｄ　ｔｉｃｋ）、ヒメダ
ニ（ｓｏｆｔ　ｔｉｃｋ）、疥癬ダニ、ツツガムシ、ハエ（サシバエ及び舐性（ｌｉｃｋ
ｉｎｇ）のハエ）、寄生性のハエ幼虫、シラミ、ケジラミ、ハジラミ及びノミなどの外部
寄生生物に対して有効である。
【００９９】
　このような寄生生物の例は、以下のとおりである：
シラミ目（Ａｎｏｐｌｕｒｉｄａ）のうち：ブタジラミ属（Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ　
ｓｐｐ．）、ホソジラミ属（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ペディクルス属（Ｐ
ｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）及びケジラミ属（Ｐｈｔｉｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ソレノポ
テス属（Ｓｏｌｅｎｏｐｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）。
【０１００】
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　ハジラミ目（Ｍａｌｌｏｐｈａｇｉｄａ）のうち：トリメノポン属（Ｔｒｉｍｅｎｏｐ
ｏｎ　ｓｐｐ．）、タンカクハジラミ属（Ｍｅｎｏｐｏｎ　ｓｐｐ．）、トリノトン属（
Ｔｒｉｎｏｔｏｎ　ｓｐｐ．）、ボビコラ属（Ｂｏｖｉｃｏｌａ　ｓｐｐ．）、ウェルネ
ッキエラ属（Ｗｅｒｎｅｃｋｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、レピケントロン属（Ｌｅｐｉｋｅ
ｎｔｒｏｎ　ｓｐｐ．）、ダマリナ属（Ｄａｍａｌｉｎａ　ｓｐｐ．）、トリコデクテス
属（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）及びフェリコラ属（Ｆｅｌｉｃｏｌａ　ｓｐ
ｐ．）。
【０１０１】
　双翅目（Ｄｉｐｔｅｒａ）並びにその亜目であるネマトセリナ亜目（Ｎｅｍａｔｏｃｅ
ｒｉｎａ）及び短角亜目（Ｂｒａｃｈｙｃｅｒｉｎａ）のうち、例えば、ヤブカ属（Ａｅ
ｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ハマダラカ属（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｓｐｐ．）、イエカ属（Ｃｕ
ｌｅｘ　ｓｐｐ．）、ブヨ属（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ツノマユブユ属（Ｅｕｓ
ｉｍｕｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、サシチョウバエ属（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）
、ルツォミヤ属（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、キュリコイデス属（Ｃｕｌｉｃｏｉ
ｄｅｓ　ｓｐｐ．）、メクラアブ属（Ｃｈｒｙｓｏｐｓ　ｓｐｐ．）、ヒボミトラ属（Ｈ
ｙｂｏｍｉｔｒａ　ｓｐｐ．）、キイロアブ属（Ａｔｙｌｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、アブ属
（Ｔａｂａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ゴマフアブ属（Ｈａｅｍａｔｏｐｏｔａ　ｓｐｐ．）、
フィリポミア属（Ｐｈｉｌｉｐｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、ブラウラ属（Ｂｒａｕｌａ　ｓ
ｐｐ．）、イエバエ属（Ｍｕｓｃａ　ｓｐｐ．）、トゲアシメマトイ属（Ｈｙｄｒｏｔａ
ｅａ　ｓｐｐ．）、サシバエ属（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｓｐｐ．）、ヘマトビア属（Ｈａｅ
ｍａｔｏｂｉａ　ｓｐｐ．）、モレリア属（Ｍｏｒｅｌｌｉａ　ｓｐｐ．）、ヒメイエバ
エ属（Ｆａｎｎｉａ　ｓｐｐ．）、ツェツェバエ属（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｐｐ．）、オ
オクロバエ属（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、キンバエ属（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｓｐ
ｐ．）、オビキンバエ属（Ｃｈｒｙｓｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、ヴォールファールトニク
バエ属（Ｗｏｈｌｆａｈｒｔｉａ　ｓｐｐ．）、ニクバエ属（Ｓａｒｃｏｐｈａｇａ　ｓ
ｐｐ．）、ヒツジバエ属（Ｏｅｓｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ウシバエ属（Ｈｙｐｏｄｅｒｍ
ａ　ｓｐｐ．）、ウマバエ属（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、シラミバエ属
（Ｈｉｐｐｏｂｏｓｃａ　ｓｐｐ．）、シカシラミバエ属（Ｌｉｐｏｐｔｅｎａ　ｓｐｐ
．）及びヒツジシラミバエ属（Ｍｅｌｏｐｈａｇｕｓ　ｓｐｐ．）。
【０１０２】
　ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒｉｄａ）のうち、例えば、ヒトノミ属（Ｐｕｌｅｘ　
ｓｐｐ．）、イヌノミ属（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ネズミノミ属
（Ｘｅｎｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、ナガノミ属（Ｃｅｒａｔｏｐｈｙｌｌｕｓ　ｓｐ
ｐ．）。
【０１０３】
　異翅目（Ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒｉｄａ）のうち、例えば、トコジラミ属（Ｃｉｍｅｘ　
ｓｐｐ．）、サシガメ属（Ｔｒｉａｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、ロドニウス属（Ｒｈｏｄｎｉ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、パンストロギルス属（Ｐａｎｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）。
【０１０４】
　ゴキブリ目（Ｂｌａｔｔａｒｉｄａ）のうち、例えば、トウヨウゴキブリ（Ｂｌａｔｔ
ａ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ）、ワモンゴキブリ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａｍｅｒｉｃ
ａｎａ）、チャバネゴキブリ（Ｂｌａｔｔｅｌａｇｅｒｍａｎｉｃａ）及びスペラ属（Ｓ
ｕｐｅｌｌａ　ｓｐｐ．）。
【０１０５】
　ダニ亜綱（Ａｃａｒｉａ（Ａｃａｒｉｄａ））並びにマダニ亜目（Ｍｅｔａｓｔｉｇｍ
ａｔａ）及び中気門亜目（Ｍｅｓｏｓｔｉｇｍａｔａ）のうち、例えば、ナガヒメダニ属
（Ａｒｇａｓ　ｓｐｐ．）、カズキダニ属（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、オ
トビウス属（Ｏｔｏｂｉｕｓ　ｓｐｐ．）、タネガタマダニ属（Ｉｘｏｄｅｓ　ｓｐｐ．
）、キララマダニ属（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、ウシマダニ属（Ｂｏｏｐｈｉｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、カクマダニ属（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｓｐｐ．）、チマダニ属（
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Ｈａｅｍｏｐｈｙｓａｌｉｓ　ｓｐｐ．）、イボマダニ属（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｓｐｐ．
）、コイタマダニ属（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、デルマニスス属（Ｄｅ
ｒｍａｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、ライリエチア属（Ｒａｉｌｌｉｅｔｉａ　ｓｐｐ．）
、ニューモニスス属（Ｐｎｅｕｍｏｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、ステルノストマ属（Ｓｔ
ｅｒｎｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）及びバロア属（Ｖａｒｒｏａ　ｓｐｐ．）。
【０１０６】
　ダニ目（Ａｃｔｉｎｅｄｉｄａ）（前気門類（Ｐｒｏｓｔｉｇｍａｔａ））及びカイチ
ュウ目（Ａｃａｒｉｄｉｄａ）（コナダニ亜目（Ａｓｔｉｇｍａｔａ））のうち、例えば
、アカラピス属（Ａｃａｒａｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ツメダニ属（Ｃｈｅｙｌｅｔｉｅｌｌ
ａ　ｓｐｐ．）、オルニソケイレチア属（Ｏｒｎｉｔｈｏｃｈｅｙｌｅｔｉａ　ｓｐｐ．
）、ミオビア属（Ｍｙｏｂｉａ　ｓｐｐ．）、ヒツジツメダニ属（Ｐｓｏｒｅｒｇａｔｅ
ｓｓｐｐ．）、ニキビダニ属（Ｄｅｍｏｄｅｘ　ｓｐｐ．）、ツツガムシ属（Ｔｒｏｍｂ
ｉｃｕｌａ　ｓｐｐ．）、リストロホルス属（Ｌｉｓｔｒｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、
コナダニ属（Ａｃａｒｕｓ　ｓｐｐ．）、チロファグス属（Ｔｙｒｏｐｈａｇｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、ゴミコナダニ属（Ｃａｌｏｇｌｙｐｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒポデクテス属（Ｈｙ
ｐｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）、プテロリクス属（Ｐｔｅｒｏｌｉｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）
、キュウセンヒゼンダニ属（Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ショクヒヒゼンダニ属（
Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ミミヒゼンダニ属（Ｏｔｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．
）、ヒゼンダニ属（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ショウセンコウヒゼンダニ属（Ｎ
ｏｔｏｅｄｒｅｓ　ｓｐｐ．）、クネミドコプテス属（Ｋｎｅｍｉｄｏｃｏｐｔｅｓ　ｓ
ｐｐ．）、シトジテス属（Ｃｙｔｏｄｉｔｅｓ　ｓｐｐ．）及びラミノシオプテス属（Ｌ
ａｍｉｎｏｓｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）。
【０１０７】
　本発明に係る組成物は、木材、織物、プラスチック、接着剤、のり、塗料、紙及び厚紙
、皮革、床仕上げ材及び建築物などの材料の場合、昆虫の寄生から保護するのにも好適で
ある。
【０１０８】
　本発明に係る組成物は、例えば、以下の有害生物に対して使用され得る：ヨーロッパイ
エカミキリ（Ｈｙｌｏｔｒｕｐｅｓ　ｂａｊｕｌｕｓ）、クロロホルス・ピロシス（Ｃｈ
ｌｏｒｏｐｈｏｒｕｓ　ｐｉｌｏｓｉｓ）、アノビウム・プンクタツム（Ａｎｏｂｉｕｍ
　ｐｕｎｃｔａｔｕｍ）、キセストビウム・ルホビロスム（Ｘｅｓｔｏｂｉｕｍ　ｒｕｆ
ｏｖｉｌｌｏｓｕｍ）、プチリヌスペクチコルニス（Ｐｔｉｌｉｎｕｓｐｅｃｔｉｃｏｒ
ｎｉｓ）、デンドロビウム・ペルチネクス（Ｄｅｎｄｒｏｂｉｕｍ　ｐｅｒｔｉｎｅｘ）
、マツザイシバンムシ（Ｅｒｎｏｂｉｕｓ　ｍｏｌｌｉｓ）、オオナガシバンムシ（Ｐｒ
ｉｏｂｉｕｍ　ｃａｒｐｉｎｉ）、ヒラタキクイムシ（Ｌｙｃｔｕｓ　ｂｒｕｎｎｅｕｓ
）、アフリカヒラタキクイムシ（Ｌｙｃｔｕｓ　ａｆｒｉｃａｎｕｓ）、アメリカヒラタ
キクイムシ（Ｌｙｃｔｕｓ　ｐｌａｎｉｃｏｌｌｉｓ）、ナラヒラタキクイムシ（Ｌｙｃ
ｔｕｓ　ｌｉｎｅａｒｉｓ）、リクツス・プベセンス（Ｌｙｃｔｕｓ　ｐｕｂｅｓｃｅｎ
ｓ）、トロゴキシロン・アエクアレ（Ｔｒｏｇｏｘｙｌｏｎ　ａｅｑｕａｌｅ）、ミンテ
スルギコリス（Ｍｉｎｔｈｅｓｒｕｇｉｃｏｌｌｉｓ）、キシルボルス属種（Ｘｙｌｅｂ
ｏｒｕｓ　ｓｐｅｃ．）、トリプトデンドロン属種（Ｔｒｙｐｔｏｄｅｎｄｒｏｎ　ｓｐ
ｅｃ．）、アパテ・モナクス（Ａｐａｔｅ　ｍｏｎａｃｈｕｓ）、ボストリクス・カプシ
ンス（Ｂｏｓｔｒｙｃｈｕｓ　ｃａｐｕｃｉｎｓ）、ヘテロボストリクス・ブルンネウス
（Ｈｅｔｅｒｏｂｏｓｔｒｙｃｈｕｓ　ｂｒｕｎｎｅｕｓ）、シノキシロン属種（Ｓｉｎ
ｏｘｙｌｏｎ　ｓｐｅｃ．）及びチビタケナガシンクイムシ（Ｄｉｎｏｄｅｒｕｓ　ｍｉ
ｎｕｔｕｓ）などの甲虫並びにさらにコルリキバチ（Ｓｉｒｅｘ　ｊｕｖｅｎｃｕｓ）、
モミノオオキバチ（Ｕｒｏｃｅｒｕｓ　ｇｉｇａｓ）、ウロセルス・ギガス・タイグヌス
（Ｕｒｏｃｅｒｕｓ　ｇｉｇａｓ　ｔａｉｇｎｕｓ）及びウロセルス・アウグル（Ｕｒｏ
ｃｅｒｕｓ　ａｕｇｕｒ）などの膜翅類の昆虫（ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａｎ）並びにカロ
テルメス・フラヴィコリス（Ｋａｌｏｔｅｒｍｅｓ　ｆｌａｖｉｃｏｌｌｉｓ）、ニシイ
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ンドカンザイシロアリ（Ｃｒｙｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｂｒｅｖｉｓ）、ヘテロテルメス・
インディコラ（Ｈｅｔｅｒｏｔｅｒｍｅｓ　ｉｎｄｉｃｏｌａ）、キアシシロアリ（Ｒｅ
ｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｆｌａｖｉｐｅｓ）、レティクリテルメス・サントネンシス
（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓａｎｔｏｎｅｎｓｉｓ）、レティキュリテルメス・
ルシフグス（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｌｕｃｉｆｕｇｕｓ）、ムカシシロアリ（
Ｍａｓｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｄａｒｗｉｎｉｅｎｓｉｓ）、ネバダオオシロアリ（Ｚｏｏｔ
ｅｒｍｏｐｓｉｓ　ｎｅｖａｄｅｎｓｉｓ）及びイエシロアリ（Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ
　ｆｏｒｍｏｓａｎｕｓ）などのシロアリ並びにセイヨウシミ（Ｌｅｐｉｓｍａ　ｓａｃ
ｃｈａｒｉｎａ）などのシミ。
【０１０９】
　本発明に係る組成物の活性は、他の殺虫的、殺ダニ的及び／又は殺菌・殺カビ的に有効
な成分を加えることにより、相当な広範化及び流行している状況に対する適応が可能であ
る。式（Ｉ）の化合物と、他の殺虫的、殺ダニ的及び／又は殺菌・殺カビ的に有効な成分
との混合物は、より広い意味で相乗的活性とも説明可能であるさらに意外な利点も有し得
る。例えば、植物によるより優れた耐性、低い殺草性、異なる成長段階で昆虫を防除可能
であること又は例えば粉砕若しくは混合中といったその製造中、その保管中若しくはその
使用中におけるより良好な挙動である。
【０１１０】
　ここで、有効成分に対する好適な添加物は、例えば、以下の分類の有効成分が代表的で
ある：有機リン化合物、ニトロフェノール誘導体、チオ尿素、幼虫ホルモン、ホルムアミ
ジン、ベンゾフェノン誘導体、尿素、ピロール誘導体、カルバメート、ピレスロイド、塩
素化炭化水素、アシル尿素、ピリジルメチレンアミノ誘導体、マクロライド、ネオニコチ
ノイド及びバチルス・チューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓ
ｉｓ）調製物。
【０１１１】
　好ましい混合物を以下に示すが、ここで、実施形態１～７のいずれか１つに係る化合物
は、「Ｉ」と示す。特に、「Ｉ」は、実施形態７に係る化合物を表す。
【０１１２】
　補助剤を含む組成物は、Ｉ＋石油からなる物質の群から選択される化合物を含み；
ダニ駆除薬を含む組成物は、Ｉ＋１，１－ビス（４－クロロフェニル）－２－エトキシエ
タノール、Ｉ＋２，４－ジクロロフェニルベンゼンスルホネート、Ｉ＋２－フルオロ－Ｎ
－メチル－Ｎ－１－シンナムアルデヒド、Ｉ＋４－クロロフェニルフェニルスルホン、Ｉ
＋アバメクチン、Ｉ＋アセキノシル、Ｉ＋アセトプロール、Ｉ＋アクリナトリン、Ｉ＋ア
ルジカルブ、Ｉ＋アルドキシカルブ、Ｉ＋α－シペルメトリン、Ｉ＋アミジチオン、Ｉ＋
アミドフルメト、Ｉ＋アミドチオエート、Ｉ＋アミトン、Ｉ＋シュウ酸水素アミトン、Ｉ
＋アミトラズ、Ｉ＋アラマイト、Ｉ＋三酸化ヒ素、Ｉ＋ＡＶＩ　３８２、Ｉ＋ＡＺ　６０
５４１、Ｉ＋アジンホス－エチル、Ｉ＋アジンホス－メチル、Ｉ＋アゾベンゼン、Ｉ＋ア
ゾシクロチン、Ｉ＋アゾトエート、Ｉ＋ベノミル、Ｉ＋ベノキサホス、Ｉ＋ベンゾキメー
ト、Ｉ＋ベンジル安息香酸塩、Ｉ＋ビフェナゼート、Ｉ＋ビフェントリン、Ｉ＋ビナパク
リル、Ｉ＋ブロフェンバレレート、Ｉ＋ブロモシクレン、Ｉ＋ブロモホス、Ｉ＋ブロモホ
ス－エチル、Ｉ＋ブロモプロピレート、Ｉ＋ブプロフェジン、Ｉ＋ブトカルボキシム、Ｉ
＋ブトキシカルボキシム、Ｉ＋ブチルピリダベン、Ｉ＋多硫酸カルシウム、Ｉ＋カンフェ
クロール、Ｉ＋カルバノレート、Ｉ＋カルバリル、Ｉ＋カルボフラン、Ｉ＋カルボフェノ
チオン、Ｉ＋ＣＧＡ　５０’４３９、Ｉ＋チノメチオナート、Ｉ＋クロルベンシド、Ｉ＋
クロルジメホルム、Ｉ＋クロルジメホルムヒドロクロリド、Ｉ＋クロルフェナピル、Ｉ＋
クロルフェネトール、Ｉ＋クロルフェンソン、Ｉ＋クロルフェンスルフィド、Ｉ＋クロル
フェンビンホス、Ｉ＋クロロベンジラート、Ｉ＋クロロメブホルム、Ｉ＋クロロメチウロ
ン、Ｉ＋クロロプロピレート、Ｉ＋クロルピリホス、Ｉ＋クロルピリホス－メチル、Ｉ＋
クロルチオホス、Ｉ＋シネリンＩ、Ｉ＋シネリンＩＩ、Ｉ＋シネリンス、Ｉ＋クロフェン
テジン、Ｉ＋クロサンテル、Ｉ＋クマホス、Ｉ＋クロタミトン、Ｉ＋クロトキシホス、Ｉ
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＋クフラエブ、Ｉ＋シアントエート、Ｉ＋シフルメトフェン、Ｉ＋シハロトリン、Ｉ＋シ
ヘキサチン、Ｉ＋シペルメトリン、Ｉ＋ＤＣＰＭ、Ｉ＋ＤＤＴ、Ｉ＋デメフィオン、Ｉ＋
デメフィオン－Ｏ、Ｉ＋デメフィオン－Ｓ、Ｉ＋デメトン、Ｉ＋デメトン－メチル、Ｉ＋
デメトン－Ｏ、Ｉ＋デメトン－Ｏ－メチル、Ｉ＋デメトン－Ｓ、Ｉ＋デメトン－Ｓ－メチ
ル、Ｉ＋デメトン－Ｓ－メチルスルホン、Ｉ＋ジアフェンチウロン、Ｉ＋ジアリホス、Ｉ
＋ダイアジノン、Ｉ＋ジクロフルアニド、Ｉ＋ジクロルボス、Ｉ＋ジクリホス、Ｉ＋ジコ
ホル、Ｉ＋ジクロトホス、Ｉ＋ジエノクロル、Ｉ＋ジメホクス、Ｉ＋ジメトエート、Ｉ＋
ジナクチン、Ｉ＋ジネクス、Ｉ＋ジネクスジクレキシン、Ｉ＋ジノブトン、Ｉ＋ジノカッ
プ、Ｉ＋ジノカップ－４、Ｉ＋ジノカップ－６、Ｉ＋ジノクトン、Ｉ＋ジノペントン、Ｉ
＋ジノスルホン、Ｉ＋ジノテルボン、Ｉ＋ジオキサチオン、Ｉ＋ジフェニルスルホン、Ｉ
＋ジスルフィラム、Ｉ＋ジスルホトン、Ｉ＋ＤＮＯＣ、Ｉ＋ドフェナピン、Ｉ＋ドラメク
チン、Ｉ＋エンドスルファン、Ｉ＋エンドチオン、Ｉ＋ＥＰＮ、Ｉ＋エピリノメクチン、
Ｉ＋エチオン、Ｉ＋エトエートメチル、Ｉ＋エトキサゾール、Ｉ＋エトリムホス、Ｉ＋フ
ェナザフロル、Ｉ＋フェナザキン、Ｉ＋酸化フェンブタスズ、Ｉ＋フェノチオカルブ、Ｉ
＋フェンプロパトリン、Ｉ＋フェンピラド、Ｉ＋フェンピロキシメート、Ｉ＋フェンソン
、Ｉ＋フェントリファニル、Ｉ＋フェンバレレート、Ｉ＋フィプロニル、Ｉ＋フルアクリ
ピリム、Ｉ＋フルアズロン、Ｉ＋フルベンジミン、Ｉ＋フルシクロクスロン、Ｉ＋フルシ
トリネート、Ｉ＋フルエネチル、Ｉ＋フルフェノクスロン、Ｉ＋フルメトリン、Ｉ＋フル
オルベンシド、Ｉ＋フルバリネート、Ｉ＋ＦＭＣ　１１３７、Ｉ＋ホルメタネート、Ｉ＋
ホルメタネートヒドロクロリド、Ｉ＋ホルモチオン、Ｉ＋ホルムパラネート、Ｉ＋γ－Ｈ
ＣＨ、Ｉ＋グリオジン、Ｉ＋ハルフェンプロクス、Ｉ＋ヘプテノホス、Ｉ＋ヘキサデシル
シクロプロパンカルボキシレート、Ｉ＋ヘキシチアゾクス、Ｉ＋ヨードメタン、Ｉ＋イソ
カルボホス、Ｉ＋イソプロピルＯ－（メトキシアミノチオホスホリル）サリチレート、Ｉ
＋イベルメクチン、Ｉ＋ジャスモリンＩ、Ｉ＋ジャスモリンＩＩ、Ｉ＋ジョドフェンホス
、Ｉ＋リンダン、Ｉ＋ルフェヌロン、Ｉ＋マラチオン、Ｉ＋マロノベン、Ｉ＋メカルバム
、Ｉ＋メホスフォラン、Ｉ＋メスルフェン、Ｉ＋メタクリホス、Ｉ＋メタミドホス、Ｉ＋
メチダチオン、Ｉ＋メチオカルブ、Ｉ＋メソミル、Ｉ＋臭化メチル、Ｉ＋メトルカルブ、
Ｉ＋メビンホス、Ｉ＋メキサカルベート、Ｉ＋ミルベメクチン、Ｉ＋ミルベマイシンオキ
シム、Ｉ＋ミパホクス、Ｉ＋モノクロトホス、Ｉ＋モルホチオン、Ｉ＋モキシデクチン、
Ｉ＋ナレド、Ｉ＋ＮＣ－１８４、Ｉ＋ＮＣ－５１２、Ｉ＋ニフルリジド、Ｉ＋ニッコマイ
シン、Ｉ＋ニトリラカルブ、Ｉ＋ニトリラカルブ１：１塩化亜鉛錯体、Ｉ＋ＮＮＩ－０１
０１、Ｉ＋ＮＮＩ－０２５０、Ｉ＋オメトエート、Ｉ＋オキサミル、Ｉ＋オキシデプロホ
ス、Ｉ＋オキシジスルホトン、Ｉ＋ｐｐ’－ＤＤＴ、Ｉ＋パラチオン、Ｉ＋ペルメトリン
、Ｉ＋石油、Ｉ＋フェンカプトン、Ｉ＋フェントエート、Ｉ＋ホレート、Ｉ＋ホサロン、
Ｉ＋ホスホラン、Ｉ＋ホスメット、Ｉ＋ホスファミドン、Ｉ＋ホキシム、Ｉ＋ピリミホス
－メチル、Ｉ＋ポリクロロテルペン、Ｉ＋ポリナクチン、Ｉ＋プロクロノール、Ｉ＋プロ
フェノホス、Ｉ＋プロマシル、Ｉ＋プロパルギット、Ｉ＋プロペタムホス、Ｉ＋プロポキ
スル、Ｉ＋プロチダチオン、Ｉ＋プロトエート、Ｉ＋ピレトリンＩ、Ｉ＋ピレトリンＩＩ
、Ｉ＋ピレトリン、Ｉ＋ピリダベン、Ｉ＋ピリダフェンチオン、Ｉ＋ピリミジフェン、Ｉ
＋ピリミテート、Ｉ＋キナルホス、Ｉ＋キンチオホス、Ｉ＋Ｒ－１４９２、Ｉ＋ＲＡ－１
７、Ｉ＋ロテノン、Ｉ＋シュラダン、Ｉ＋セブホス、Ｉ＋セラメクチン、Ｉ＋ＳＩ－００
０９、Ｉ＋ソファミド、Ｉ＋スピロジクロフェン、Ｉ＋スピロメシフェン、Ｉ＋ＳＳＩ－
１２１、Ｉ＋スルフィラム、Ｉ＋スルフラミド、Ｉ＋スルホテプ、Ｉ＋硫黄、Ｉ＋ＳＺＩ
－１２１、Ｉ＋τ－フルバリネート、Ｉ＋テブフェンピラド、Ｉ＋ＴＥＰＰ、Ｉ＋テルバ
ム、Ｉ＋テトラクロルビンホス、Ｉ＋テトラジホン、Ｉ＋テトラナクチン、Ｉ＋テトラス
ル、Ｉ＋チアフェノクス、Ｉ＋チオカルボキシム、Ｉ＋チオファノックス、Ｉ＋チオメト
ン、Ｉ＋チオキノックス、Ｉ＋ツリンギエンシン、Ｉ＋トリアミホス、Ｉ＋トリアラテン
、Ｉ＋トリアゾホス、Ｉ＋トリアズロン、Ｉ＋トリクロルホン、Ｉ＋トリフェノホス、Ｉ
＋トリナクチン、Ｉ＋バミドチオン、Ｉ＋バニリプロール及びＩ＋ＹＩ－５３０２を含み
；
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駆虫薬を含む組成物は、Ｉ＋アバメクチン、Ｉ＋クルホメート、Ｉ＋ドラメクチン、Ｉ＋
エマメクチン、Ｉ＋エマメクチン安息香酸塩、Ｉ＋エピリノメクチン、Ｉ＋イベルメクチ
ン、Ｉ＋ミルベマイシンオキシム、Ｉ＋モキシデクチン、Ｉ＋ピペラジン、Ｉ＋セラメク
チン、Ｉ＋スピノサド及びＩ＋チオファネートを含み；
殺鳥剤を含む組成物は、Ｉ＋クロラロース、Ｉ＋エンドリン、Ｉ＋フェンチオン、Ｉ＋ピ
リジン－４－アミン及びＩ＋ストリキニンを含み；
生物学的防除剤を含む組成物は、Ｉ＋リンゴコカクモンハマキ（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　
ｏｒａｎａ　ＧＶ）、Ｉ＋アグロバクテリウム・ラジオバクター（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒ
ｉｕｍ　ｒａｄｉｏｂａｃｔｅｒ）、Ｉ＋アムブリセイウス属の種（Ａｍｂｌｙｓｅｉｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、Ｉ＋アナグラファ・ファルシフェラ（Ａｎａｇｒａｐｈａ　ｆａｌｃｉ
ｆｅｒａ　ＮＰＶ）、Ｉ＋アングルス・アトムス（Ａｎａｇｒｕｓ　ａｔｏｍｕｓ）、Ｉ
＋アブラコバチ（Ａｐｈｅｌｉｎｕｓ　ａｂｄｏｍｉｎａｌｉｓ）、Ｉ＋コレマンアブラ
バチ（Ａｐｈｉｄｉｕｓ　ｃｏｌｅｍａｎｉ）、Ｉ＋ショクガタマバエ（Ａｐｈｉｄｏｌ
ｅｔｅｓ　ａｐｈｉｄｉｍｙｚａ）、Ｉ＋オートグラファ・カリホルニカ（Ａｕｔｏｇｒ
ａｐｈａ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃａ）ＮＰＶ、Ｉ＋バチルス・フィルムス（Ｂａｃｉｌｌ
ｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）、Ｉ＋バチルス・スファエリクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｈａｅ
ｒｉｃｕｓ　Ｎｅｉｄｅ）、Ｉ＋バチルス・チューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔ
ｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）ベルリネル（Ｂｅｒｌｉｎｅｒ）、Ｉ＋バチルス・チューリ
ンゲンシス・アイザワイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ
．ａｉｚａｗａｉ）、Ｉ＋バチルス・チューリンゲンシス・イスラエレンシス（Ｂａｃｉ
ｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉｓ）、Ｉ＋
バチルス・チューリンゲンシス・ジャポネンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉ
ｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．ｊａｐｏｎｅｎｓｉｓ）、Ｉ＋バチルス・チューリンゲンシス
・クルスターキ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．ｋｕｒ
ｓｔａｋｉ）、Ｉ＋バチルス・チューリンゲンシス・テネブリオニス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ
　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）、Ｉ＋ベアウベ
リア・バッシアナ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂａｓｓｉａｎａ）、Ｉ＋ベアウベリア・ブロ
ングニアルチイ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂｒｏｎｇｎｉａｒｔｉｉ）、Ｉ＋ヤマトクサカ
ゲロウ（Ｃｈｒｙｓｏｐｅｒｌａ　ｃａｒｎｅａ）、Ｉ＋ツマアカオオヒメテントウ（Ｃ
ｒｙｐｔｏｌａｅｍｕｓ　ｍｏｎｔｒｏｕｚｉｅｒｉ）、Ｉ＋コドリンガ（Ｃｙｄｉａ　
ｐｏｍｏｎｅｌｌａ　ＧＶ）、Ｉ＋ハモグリコマユバチ（Ｄａｃｎｕｓａ　ｓｉｂｉｒｉ
ｃａ）、Ｉ＋イサエアヒメコバチ（Ｄｉｇｌｙｐｈｕｓ　ｉｓａｅａ）、Ｉ＋オンシツツ
ヤコバチ（Ｅｎｃａｒｓｉａ　ｆｏｒｍｏｓａ）、Ｉ＋サバクツヤコバチ（Ｅｒｅｔｍｏ
ｃｅｒｕｓ　ｅｒｅｍｉｃｕｓ）、Ｉ＋アメリカタバコガ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｚ
ｅａ　ＮＰＶ）、Ｉ＋ヘテロルハブジチス・バクテリオホラ（Ｈｅｔｅｒｏｒｈａｂｄｉ
ｔｉｓ　ｂａｃｔｅｒｉｏｐｈｏｒａ）及びＨ．メギジス（Ｈ．ｍｅｇｉｄｉｓ）、Ｉ＋
ヒポダミア・コンベルゲンス（Ｈｉｐｐｏｄａｍｉａ　ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｓ）、Ｉ＋フ
ジコナヒゲナガトビコバチ（Ｌｅｐｔｏｍａｓｔｉｘ　ｄａｃｔｙｌｏｐｉｉ）、Ｉ＋マ
クロロフス・カリジノサス（Ｍａｃｒｏｌｏｐｈｕｓ　ｃａｌｉｇｉｎｏｓｕｓ）、Ｉ＋
ヨトウガ（Ｍａｍｅｓｔｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ　ＮＰＶ）、Ｉ＋メタフィクス・ヘル
ボルス（Ｍｅｔａｐｈｙｃｕｓ　ｈｅｌｖｏｌｕｓ）、Ｉ＋メタリジウム・アニソプリア
エ・アクリズム（Ｍｅｔａｒｈｉｚｉｕｍ　ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ　ｖａｒ．ａｃｒｉｄ
ｕｍ）、Ｉ＋メタリジウム・アニソプリアエ・アニソプリアエ（Ｍｅｔａｒｈｉｚｉｕｍ
　ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ　ｖａｒ．ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ）、Ｉ＋マツノキハバチ（Ｎｅ
ｏｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｅｒｔｉｆｅｒ　ＮＰＶ）及びＮ．レコンテイ（Ｎ．ｌｅｃｏｎｔ
ｅｉ　ＮＰＶ）、Ｉ＋ヒメハナカメムシ属の種（Ｏｒｉｕｓ　ｓｐｐ．）、Ｉ＋パエシロ
マイセス・フモソロセウス（Ｐａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｆｕｍｏｓｏｒｏｓｅｕｓ）、
Ｉ＋パエシロマイセス・リラシヌス（Ｐａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｌｉｌａｃｉｎｕｓ）
、Ｉ＋チリカブリダニ（Ｐｈｙｔｏｓｅｉｕｌｕｓ　ｐｅｒｓｉｍｉｌｉｓ）、Ｉ＋シロ
イチモジヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｅｘｉｇｕａ）マルチカプシド核多角体ウイル
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ス、Ｉ＋ステイネルネマ・ビビオニス（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｂｉｂｉｏｎｉｓ）、
Ｉ＋ステイネルネマ・カルポカプサエ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｃａｒｐｏｃａｐｓａ
ｅ）、Ｉ＋ステイネルネマ・フェルチアエ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｆｅｌｔｉａｅ）
、Ｉ＋ステイネルネマ・グラセリ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｇｌａｓｅｒｉ）、Ｉ＋ス
テイネルネマ・リオブラエｂ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｒｉｏｂｒａｖｅ）、Ｉ＋ステ
イネルネマ・リオブラビス（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｒｉｏｂｒａｖｉｓ）、Ｉ＋ステ
イネルネマ・スカプテリスキ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｓｃａｐｔｅｒｉｓｃｉ）、Ｉ
＋ステイネルネマ属の種（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、Ｉ＋トリコグラマ属の
種（Ｔｒｉｃｈｏｇｒａｍｍａ　ｓｐｐ．）、Ｉ＋チフロドロムス・オクシデンタリス（
Ｔｙｐｈｌｏｄｒｏｍｕｓ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）、Ｉ＋キラヤ・サポナリア（Ｑ
ｕｉｌｌａｊａ　ｓａｐｏｎａｒｉａ）、Ｉ＋ニームツリー系生成物、Ｉ＋グラニュロウ
イルス（Ｇｒａｎｕｌｏｖｉｒｕｓ）及びＩ＋ベルチシリウム・レカニイ（Ｖｅｒｔｉｃ
ｉｌｌｉｕｍ　ｌｅｃａｎｉｉ）を含み；
土壌不毛剤を含む組成物は、Ｉ＋ヨードメタン及び臭化メチルを含み；
不妊化剤を含む組成物は、Ｉ＋アホレート、Ｉ＋ビサジル、Ｉ＋ブスルファン、Ｉ＋ジフ
ルベンズロン、Ｉ＋ジマチフ、Ｉ＋ヘメル、Ｉ＋ヘムパ、Ｉ＋メテパ、Ｉ＋メチオテパ、
Ｉ＋メチルアホレート、Ｉ＋モルジド、Ｉ＋ペンフルロン、Ｉ＋テパ、Ｉ＋チオヘムパ、
Ｉ＋チオテパ、Ｉ＋トレタミン及びＩ＋ウレデパであり；
昆虫フェロモンを含む組成物は、Ｉ＋（Ｅ）－デカ－５－エン－１－イルアセテートと（
Ｅ）－デカ－５－エン－１－オール、Ｉ＋（Ｅ）－トリデカ－４－エン－１－イルアセテ
ート、Ｉ＋（Ｅ）－６－メチルヘプタ－２－エン－４－オール、Ｉ＋（Ｅ，Ｚ）－テトラ
デカ－４，１０－ジエン－１－イルアセテート、Ｉ＋（Ｚ）－ドデカ－７－エン－１－イ
ルアセテート、Ｉ＋（Ｚ）－ヘキサデカ－１１－エナル、Ｉ＋（Ｚ）－ヘキサデカ－１１
－エン－１－イルアセテート、Ｉ＋（Ｚ）－ヘキサデカ－１３－エン－１１－イン－１－
イルアセテート、Ｉ＋（Ｚ）－イコス－１３－エン－１０－オン、Ｉ＋（Ｚ）－テトラデ
カ－７－エン－１－アール、Ｉ＋（Ｚ）－テトラデカ－９－エン－１－オール、Ｉ＋（Ｚ
）－テトラデカ－９－エン－１－イルアセテート、Ｉ＋（７Ｅ，９Ｚ）－ドデカ－７，９
－ジエン－１－イルアセテート、Ｉ＋（９Ｚ，１１Ｅ）－テトラデカ－９，１１－ジエン
－１－イルアセテート、Ｉ＋（９Ｚ，１２Ｅ）－テトラデカ－９，１２－ジエン－１－イ
ルアセテート、Ｉ＋１４－メチルオクタデカ－１－エン、Ｉ＋４－メチルノナン－５－オ
ールと４－メチルノナン－５－オン、Ｉ＋α－ムルチストリアチン、Ｉ＋ブレビコミン、
Ｉ＋コドレルレ、Ｉ＋コドレモン、Ｉ＋クエルレ、Ｉ＋ジスパールア、Ｉ＋ドデカ－８－
エン－１－イルアセテート、Ｉ＋ドデカ－９－エン－１－イルアセテート、Ｉ＋ドデカ－
８、Ｉ＋１０－ジエン－１－イルアセテート、Ｉ＋ドミニカルア、Ｉ＋エチル４－メチル
オクタノエート、Ｉ＋オイゲノール、Ｉ＋フロンタリン、Ｉ＋ゴシップルア、Ｉ＋グラン
ドルア、Ｉ＋グランドルアＩ、Ｉ＋グランドルアＩＩ、Ｉ＋グランドルアＩＩＩ、Ｉ＋グ
ランドルアＩＶ、Ｉ＋ヘキサルア、Ｉ＋イプスジエノール、Ｉ＋イプセノール、Ｉ＋ジャ
ポニルア、Ｉ＋リネアチン、Ｉ＋リトルア、Ｉ＋ループルア、Ｉ＋メドルア、Ｉ＋メガト
モ酸、Ｉ＋メチルオイゲノール、Ｉ＋ムスカルア、Ｉ＋オクタデカ－２，１３－ジエン－
１－イルアセテート、Ｉ＋オクタデカ－３，１３－ジエン－１－イルアセテート、Ｉ＋オ
ルフラルア、Ｉ＋オリクタルア、Ｉ＋オストラモン、Ｉ＋シグルア、Ｉ＋ソルジジン、Ｉ
＋スルカトール、Ｉ＋テトラデカ－１１－エン－１－イルアセテート、Ｉ＋トリメドルア
、Ｉ＋トリメドルアＡ、Ｉ＋トリメドルアＢ1、Ｉ＋トリメドルアＢ2、Ｉ＋トリメドルア
Ｃ及びＩ＋トランクコールを含み；
昆虫忌避剤を含む組成物は、Ｉ＋２－（オクチルチオ）エタノール、Ｉ＋ブトピロノキシ
ル、Ｉ＋ブトキシ（ポリプロピレングリコール）、Ｉ＋ジブチルアジペート、Ｉ＋フタル
酸ジブチル、Ｉ＋ジブチルコハク酸塩、Ｉ＋ジエチルトルアミド、Ｉ＋ジメチルカルベー
ト、Ｉ＋ジメチルフタレート、Ｉ＋エチルヘキサンジオール、Ｉ＋ヘキサミド、Ｉ＋メト
キン－ブチル、Ｉ＋メチルネオデカンアミド、Ｉ＋オキサメート及びＩ＋ピカリジンを含
み；
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殺虫剤を含む組成物は、Ｉ＋１－ジクロロ－１－ニトロエタン、Ｉ＋１，１－ジクロロ－
２，２－ビス（４－エチルフェニル）エタン、Ｉ＋、Ｉ＋１，２－ジクロロプロパン、Ｉ
＋１，２－ジクロロプロパンと１，３－ジクロロプロペン、Ｉ＋１－ブロモ－２－クロロ
エタン、Ｉ＋２，２，２－トリクロロ－１－（３，４－ジクロロフェニル）酢酸エチル、
Ｉ＋２，２－ジクロロビニル２－エチルスルフィニルエチルメチルリン酸塩、Ｉ＋２－（
１，３－ジチオラン－２－イル）フェニルジメチルカルバメート、Ｉ＋２－（２－ブトキ
シエトキシ）エチルチオシアネート、Ｉ＋２－（４，５－ジメチル－１，３－ジオキソラ
ン－２－イル）フェニルメチルカルバメート、Ｉ＋２－（４－クロロ－３，５－キシリル
オキシ）エタノール、Ｉ＋２－クロロビニルジエチルリン酸塩、Ｉ＋２－イミダゾリドン
、Ｉ＋２－イソバレリルインダン－１，３－ジオン、Ｉ＋２－メチル（プロプ－２－イニ
ル）アミノフェニルメチルカルバメート、Ｉ＋２－チオシアナトエチルラウレート、Ｉ＋
３－ブロモ－１－クロロプロプ－１－エン、Ｉ＋３－メチル－１－フェニルピラゾール－
５－イルジメチルカルバメート、Ｉ＋４－メチル（プロプ－２－イニル）アミノ－３，５
－キシリルメチルカルバメート、Ｉ＋５，５－ジメチル－３－オキソシクロヘキサ－１－
エニルジメチルカルバメート、Ｉ＋アバメクチン、Ｉ＋アセフェート、Ｉ＋アセタミプリ
ド、Ｉ＋アセチオン、Ｉ＋アセトプロール、Ｉ＋アクリナトリン、Ｉ＋アクリロニトリル
、Ｉ＋アラニカルブ、Ｉ＋アルジカルブ、Ｉ＋アルドキシカルブ、Ｉ＋アルドリン、Ｉ＋
アレトリン、Ｉ＋アロサミジン、Ｉ＋アリキシカルブ、Ｉ＋α－シペルメトリン、Ｉ＋α
－エクジソン、Ｉ＋リン化アルミニウム、Ｉ＋アミジチオン、Ｉ＋アミドチオエート、Ｉ
＋アミノカルブ、Ｉ＋アミトン、Ｉ＋シュウ酸水素アミトン、Ｉ＋アミトラズ、Ｉ＋アナ
バシン、Ｉ＋アチダチオン、Ｉ＋ＡＶＩ　３８２、Ｉ＋ＡＺ　６０５４１、Ｉ＋アザジラ
クチン、Ｉ＋アザメチホス、Ｉ＋アジンホス－エチル、Ｉ＋アジンホス－メチル、Ｉ＋ア
ゾトエート、Ｉ＋バチルス・チューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉ
ｅｎｓｉｓ）δエンドトキシン、Ｉ＋バリウムヘキサフルオロシリケート、Ｉ＋バリウム
ポリスルフィド、Ｉ＋バルトリン、Ｉ＋バイエル２２／１９０、Ｉ＋バイエル２２４０８
、Ｉ＋ベンジオカルブ、Ｉ＋ベンフラカルブ、Ｉ＋ベンサルタップ、Ｉ＋β－シフルトリ
ン、Ｉ＋β－シペルメトリン、Ｉ＋ビフェントリン、Ｉ＋ビオアレトリン、Ｉ＋ビオアレ
トリンＳ－シクロペンテニル異性体、Ｉ＋バイオエタノメトリン、Ｉ＋ビオパーメトリン
、Ｉ＋ビオレスメトリン、Ｉ＋ビス（２－クロロエチル）エーテル、Ｉ＋ビストリフルロ
ン、Ｉ＋ホウ酸ナトリウム、Ｉ＋ブロフェンバレレート、Ｉ＋ブロムフェンビンホス、Ｉ
＋ブロモシクレン、Ｉ＋ブロモ－ＤＤＴ、Ｉ＋ブロモホス、Ｉ＋ブロモホス－エチル、Ｉ
＋ブフェンカルブ、Ｉ＋ブプロフェジン、Ｉ＋ブタカルブ、Ｉ＋ブタチオホス、Ｉ＋ブト
カルボキシム、Ｉ＋ブトネート、Ｉ＋ブトキシカルボキシム、Ｉ＋ブチルピリダベン、Ｉ
＋カズサホス、Ｉ＋ヒ酸カルシウム、Ｉ＋シアン化カルシウム、Ｉ＋多硫酸カルシウム、
Ｉ＋カンフェクロール、Ｉ＋カルバノレート、Ｉ＋カルバリル、Ｉ＋カルボフラン、Ｉ＋
二硫化炭素、Ｉ＋四塩化炭素、Ｉ＋カルボフェノチオン、Ｉ＋カルボスルファン、Ｉ＋カ
ルタップ、Ｉ＋カルタップヒドロクロリド、Ｉ＋セバジン、Ｉ＋クロルビシクレン、Ｉ＋
クロルダン、Ｉ＋クロルデコン、Ｉ＋クロルジメホルム、Ｉ＋クロルジメホルムヒドロク
ロリド、Ｉ＋クロルエトキシホス、Ｉ＋クロルフェナピル、Ｉ＋クロルフェンビンホス、
Ｉ＋クロルフルアズロン、Ｉ＋クロルメホス、Ｉ＋クロロホルム、Ｉ＋クロルピクリン、
Ｉ＋クロルホキシム、Ｉ＋クロルプラゾホス、Ｉ＋クロルピリホス、Ｉ＋クロルピリホス
－メチル、Ｉ＋クロルチオホス、Ｉ＋クロマフェノジド、Ｉ＋シネリンＩ、Ｉ＋シネリン
ＩＩ、Ｉ＋シネリンス、Ｉ＋シス－レスメスリン、Ｉ＋シスメトリン、Ｉ＋クロシトリン
、Ｉ＋クロエトカルブ、Ｉ＋クロサンテル、Ｉ＋クロチアニジン、Ｉ＋アセト亜ヒ酸銅、
Ｉ＋ヒ酸銅、Ｉ＋オレイン酸銅、Ｉ＋クマホス、Ｉ＋クミトエート、Ｉ＋クロタミトン、
Ｉ＋クロトキシホス、Ｉ＋クルホメート、Ｉ＋氷晶石、Ｉ＋ＣＳ　７０８、Ｉ＋シアノフ
ェンホス、Ｉ＋シアノホス、Ｉ＋シアントエート、Ｉ＋シクレトリン、Ｉ＋シクロプロト
リン、Ｉ＋シフルトリン、Ｉ＋シハロトリン、Ｉ＋シペルメトリン、Ｉ＋シフェノトリン
、Ｉ＋シロマジン、Ｉ＋シチオエート、Ｉ＋ｄ－リモネン、Ｉ＋ｄ－テトラメトリン、Ｉ
＋ＤＡＥＰ、Ｉ＋ダゾメット、Ｉ＋ＤＤＴ、Ｉ＋デカルボフラン、Ｉ＋デルタメトリン、
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Ｉ＋デメフィオン、Ｉ＋デメフィオン－Ｏ、Ｉ＋デメフィオン－Ｓ、Ｉ＋デメトン、Ｉ＋
デメトン－メチル、Ｉ＋デメトン－Ｏ、Ｉ＋デメトン－Ｏ－メチル、Ｉ＋デメトン－Ｓ、
Ｉ＋デメトン－Ｓ－メチル、Ｉ＋デメトン－Ｓ－メチルスルホン、Ｉ＋ジアフェンチウロ
ン、Ｉ＋ジアリホス、Ｉ＋ジアミダホス、Ｉ＋ダイアジノン、Ｉ＋ジカプトン、Ｉ＋ジク
ロロフェンチオン、Ｉ＋ジクロルボス、Ｉ＋ジクリホス、Ｉ＋ジクレシル、Ｉ＋ジクロト
ホス、Ｉ＋ジシクラニル、Ｉ＋ディルドリン、Ｉ＋ジエチル５－メチルピラゾール－３－
イルリン酸塩、Ｉ＋ジフルベンズロン、Ｉ＋ジロール、Ｉ＋ジメフルトリン、Ｉ＋ジメホ
クス、Ｉ＋ジメタン、Ｉ＋ジメトエート、Ｉ＋ジメトリン、Ｉ＋ジメチルビンホス、Ｉ＋
ジメチラン、Ｉ＋ジネクス、Ｉ＋ジネクスジクレキシン、Ｉ＋ジノプロプ、Ｉ＋ジノサム
、Ｉ＋ジノセブ、Ｉ＋ジノテフラン、Ｉ＋ジオフェノラン、Ｉ＋ジオキサベンゾホス、Ｉ
＋ジオキサカルブ、Ｉ＋ジオキサチオン、Ｉ＋ジスルホトン、Ｉ＋ジチクロホス、Ｉ＋Ｄ
ＮＯＣ、Ｉ＋ドラメクチン、Ｉ＋ＤＳＰ、Ｉ＋エクジステロン、Ｉ＋ＥＩ　１６４２、Ｉ
＋エマメクチン、Ｉ＋エマメクチン安息香酸塩、Ｉ＋ＥＭＰＣ、Ｉ＋エムペントリン、Ｉ
＋エンドスルファン、Ｉ＋エンドチオン、Ｉ＋エンドリン、Ｉ＋ＥＰＢＰ、Ｉ＋ＥＰＮ、
Ｉ＋エポフェノナン、Ｉ＋エピリノメクチン、Ｉ＋エスフェンバレレート、Ｉ＋エタホス
、Ｉ＋エチオフェンカルブ、Ｉ＋エチオン、Ｉ＋エチプロール、Ｉ＋エトエートメチル、
Ｉ＋エトプロホス、Ｉ＋ギ酸エチル、Ｉ＋エチル－ＤＤＤ、Ｉ＋エチレンジブロミド、Ｉ
＋ジクロロエタン、Ｉ＋エチレンオキシド、Ｉ＋エトフェンプロックス、Ｉ＋エトリムホ
ス、Ｉ＋ＥＸＤ、Ｉ＋ファンファー、Ｉ＋フェナミホス、Ｉ＋フェナザフロル、Ｉ＋フェ
ンクロルホス、Ｉ＋フェネタカルブ、Ｉ＋フェンフルトリン、Ｉ＋フェニトロチオン、Ｉ
＋フェノブカルブ、Ｉ＋フェノキサクリム、Ｉ＋フェノキシカルブ、Ｉ＋フェンピリトリ
ン、Ｉ＋フェンプロパトリン、Ｉ＋フェンピラド、Ｉ＋フェンスルホチオン、Ｉ＋フェン
チオン、Ｉ＋フェンチオン－エチル、Ｉ＋フェンバレレート、Ｉ＋フィプロニル、Ｉ＋フ
ロニカミド、Ｉ＋フルベンジアミド、Ｉ＋フルコフロン、Ｉ＋フルシクロクスロン、Ｉ＋
フルシトリネート、Ｉ＋フルエネチル、Ｉ＋フルフェネリム、Ｉ＋フルフェノクスロン、
Ｉ＋フルフェンプロックス、Ｉ＋フルメトリン、Ｉ＋フルバリネート、Ｉ＋ＦＭＣ　１１
３７、Ｉ＋フォノホス、Ｉ＋ホルメタネート、Ｉ＋ホルメタネートヒドロクロリド、Ｉ＋
ホルモチオン、Ｉ＋ホルムパラネート、Ｉ＋ホスメチラン、Ｉ＋ホスピレート、Ｉ＋ホス
チアゼート、Ｉ＋ホスチエタン、Ｉ＋フラチオカルブ、Ｉ＋フレトリン、Ｉ＋γ－シハロ
トリン、Ｉ＋γ－ＨＣＨ、Ｉ＋グアザチン、Ｉ＋グアザチン酢酸塩、Ｉ＋ＧＹ－８１、Ｉ
＋ハルフェンプロクス、Ｉ＋ハロフェノジド、Ｉ＋ＨＣＨ、Ｉ＋ＨＥＯＤ、Ｉ＋ヘプタク
ロール、Ｉ＋ヘプテノホス、Ｉ＋ヘテロホス、Ｉ＋ヘキサフルムロン、Ｉ＋ＨＨＤＮ、Ｉ
＋ヒドラメチルノン、Ｉ＋シアン化水素、Ｉ＋ヒドロプレン、Ｉ＋ヒキンカルブ、Ｉ＋イ
ミダクロプリド、Ｉ＋イミプロトリン、Ｉ＋インドキサカルブ、Ｉ＋ヨードメタン、Ｉ＋
ＩＰＳＰ、Ｉ＋イサゾホス、Ｉ＋イソベンザン、Ｉ＋イソカルボホス、Ｉ＋イソドリン、
Ｉ＋イソフェンホス、Ｉ＋イソラン、Ｉ＋イソプロカルブ、Ｉ＋イソプロピルＯ－（メト
キシアミノチオホスホリル）サリチレート、Ｉ＋イソプロチオラン、Ｉ＋イソチオエート
、Ｉ＋イソキサチオン、Ｉ＋イベルメクチン、Ｉ＋ジャスモリンＩ、Ｉ＋ジャスモリンＩ
Ｉ、Ｉ＋ジョドフェンホス、Ｉ＋幼虫ホルモンＩ、Ｉ＋幼虫ホルモンＩＩ、Ｉ＋幼虫ホル
モンＩＩＩ、Ｉ＋ケレバン、Ｉ＋キノプレン、Ｉ＋ラムダ－シハロトリン、Ｉ＋砒酸鉛、
Ｉ＋レピメクチン、Ｉ＋レプトホス、Ｉ＋リンダン、Ｉ＋リリムホス、Ｉ＋ルフェヌロン
、Ｉ＋リチダチオン、Ｉ＋ｍ－クメニルメチルカルバメート、Ｉ＋リン化マグネシウム、
Ｉ＋マラチオン、Ｉ＋マロノベン、Ｉ＋マジドクス、Ｉ＋メカルバム、Ｉ＋メカルホン、
Ｉ＋メナゾン、Ｉ＋メホスフォラン、Ｉ＋塩化第一水銀、Ｉ＋メスルフェンホス、Ｉ＋メ
タフルミゾン、Ｉ＋メタム、Ｉ＋メタム－カリウム、Ｉ＋メタム－ナトリウム、Ｉ＋メタ
クリホス、Ｉ＋メタミドホス、Ｉ＋メタンフッ化スルホニル、Ｉ＋メチダチオン、Ｉ＋メ
チオカルブ、Ｉ＋メトクロトホス、Ｉ＋メソミル、Ｉ＋メトプレン、Ｉ＋メトキン－ブチ
ル、Ｉ＋メトトリン、Ｉ＋メトキシクロル、Ｉ＋メトキシフェノジド、Ｉ＋臭化メチル、
Ｉ＋メチルイソチオシアネート、Ｉ＋メチルクロロホルム、Ｉ＋塩化メチレン、Ｉ＋メト
フルトリン、Ｉ＋メトルカルブ、Ｉ＋メトキサジアゾン、Ｉ＋メビンホス、Ｉ＋メキサカ
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ルベート、Ｉ＋ミルベメクチン、Ｉ＋ミルベマイシンオキシム、Ｉ＋ミパホクス、Ｉ＋ミ
レックス、Ｉ＋モノクロトホス、Ｉ＋モルホチオン、Ｉ＋モキシデクチン、Ｉ＋ナフタロ
ホス、Ｉ＋ナレド、Ｉ＋ナフタレン、Ｉ＋ＮＣ－１７０、Ｉ＋ＮＣ－１８４、Ｉ＋ニコチ
ン、Ｉ＋ニコチンスルフェート、Ｉ＋ニフルリジド、Ｉ＋ニテンピラム、Ｉ＋ニチアジン
、Ｉ＋ニトリラカルブ、Ｉ＋ニトリラカルブ１：１塩化亜鉛錯体、Ｉ＋ＮＮＩ－０１０１
、Ｉ＋ＮＮＩ－０２５０、Ｉ＋ノルニコチン、Ｉ＋ノバルロン、Ｉ＋ノビフルムロン、Ｉ
＋Ｏ－５－ジクロロ－４－ヨードフェニルＯ－エチルエチルホスホノチオエート、Ｉ＋Ｏ
，Ｏ－ジエチルＯ－４－メチル－２－オキソ－２Ｈ－クロメン－７－イルホスホロチオネ
ート、Ｉ＋Ｏ，Ｏ－ジエチルＯ－６－メチル－２－プロピルピリミジン－４－イルホスホ
ロチオネート、Ｉ＋Ｏ，Ｏ，Ｏ’，Ｏ’－テトラプロピルジチオピロホスフェート、Ｉ＋
オレイン酸、Ｉ＋オメトエート、Ｉ＋オキサミル、Ｉ＋オキシデメトン－メチル、Ｉ＋オ
キシデプロホス、Ｉ＋オキシジスルホトン、Ｉ＋ｐｐ’－ＤＤＴ、Ｉ＋ｐ－ジクロロベン
ゼン、Ｉ＋パラチオン、Ｉ＋パラチオン－メチル、Ｉ＋ペンフルロン、Ｉ＋ペンタクロロ
フェノール、Ｉ＋ラウリン酸ペンタクロロフェニル、Ｉ＋ペルメトリン、Ｉ＋石油、Ｉ＋
ＰＨ６０－３８、Ｉ＋フェンカプトン、Ｉ＋フェノトリン、Ｉ＋フェントエート、Ｉ＋ホ
レート＋ＴＸ、Ｉ＋ホサロン、Ｉ＋ホスホラン、Ｉ＋ホスメット、Ｉ＋ホスニクロル、Ｉ
＋ホスファミドン、Ｉ＋ホスフィン、Ｉ＋ホキシム、Ｉ＋ホキシム－メチル、Ｉ＋ピリメ
タホス、Ｉ＋ピリミカーブ、Ｉ＋ピリミホス－エチル、Ｉ＋ピリミホス－メチル、Ｉ＋ポ
リクロロジシクロペンタジエン異性体、Ｉ＋ポリクロロテルペン、Ｉ＋亜ヒ酸カリウム、
Ｉ＋カリウムチオシアネート、Ｉ＋プラレトリン、Ｉ＋プレコセンＩ、Ｉ＋プレコセンＩ
Ｉ、Ｉ＋プレコセンＩＩＩ、Ｉ＋プリミドホス、Ｉ＋プロフェノホス、Ｉ＋プロフルトリ
ン、Ｉ＋プロマシル、Ｉ＋プロメカルブ、Ｉ＋プロパホス、Ｉ＋プロペタムホス、Ｉ＋プ
ロポキスル、Ｉ＋プロチダチオン、Ｉ＋プロチオホス、Ｉ＋プロトエート、Ｉ＋プロトリ
フェンブト、Ｉ＋ピメトロジン、Ｉ＋ピラクロホス、Ｉ＋ピラゾホス、Ｉ＋ピレスメトリ
ン、Ｉ＋ピレトリンＩ、Ｉ＋ピレトリンＩＩ、Ｉ＋ピレトリン、Ｉ＋ピリダベン、Ｉ＋ピ
リダリル、Ｉ＋ピリダフェンチオン、Ｉ＋ピリミジフェン、Ｉ＋ピリミテート、Ｉ＋ピリ
プロキシフェン、Ｉ＋カッシア、Ｉ＋キナルホス、Ｉ＋キナルホス－メチル、Ｉ＋キノチ
オン、Ｉ＋キンチオホス、Ｉ＋Ｒ－１４９２、Ｉ＋ラホキサニド、Ｉ＋レスメスリン、Ｉ
＋ロテノン、Ｉ＋ＲＵ　１５５２５、Ｉ＋ＲＵ　２５４７５、Ｉ＋リアニア、Ｉ＋リアノ
ジン、Ｉ＋サバジラ、Ｉ＋シュラダン、Ｉ＋セブホス、Ｉ＋セラメクチン、Ｉ＋ＳＩ－０
００９、Ｉ＋ＳＩ－０２０５、Ｉ＋ＳＩ－０４０４、Ｉ＋ＳＩ－０４０５、Ｉ＋シラフル
オフェン、Ｉ＋ＳＮ　７２１２９、Ｉ＋亜ヒ酸ナトリウム、Ｉ＋シアン化ナトリウム、Ｉ
＋ナトリウムフッ化物、Ｉ＋ヘキサフルオロケイ酸ナトリウム、Ｉ＋ペンタクロロフェノ
キシドナトリウム塩、Ｉ＋セレン酸ナトリウム、Ｉ＋チオシアン酸ナトリウム、Ｉ＋ソフ
ァミド、Ｉ＋スピノサド、Ｉ＋スピロメシフェン、Ｉ＋スピロテトラマト、Ｉ＋スルコフ
ロン、Ｉ＋スルコフロン－ナトリウム、Ｉ＋スルフラミド、Ｉ＋スルホテプ、Ｉ＋スルフ
リルフッ化物、Ｉ＋スルプロホス、Ｉ＋タール油、Ｉ＋τ－フルバリネート、Ｉ＋チオナ
ジン、Ｉ＋ＴＤＥ、Ｉ＋テブフェノジド、Ｉ＋テブフェンピラド、Ｉ＋テブピリムホス、
Ｉ＋テフルベンズロン、Ｉ＋テフルトリン、Ｉ＋テメホス、Ｉ＋ＴＥＰＰ、Ｉ＋テラレス
リン、Ｉ＋テルバム、Ｉ＋テルブホス、Ｉ＋テトラクロロエタン、Ｉ＋テトラクロルビン
ホス、Ｉ＋テトラメトリン、Ｉ＋θ－シペルメトリン、Ｉ＋チアクロプリド、Ｉ＋チアフ
ェノクス、Ｉ＋チアメトキサム、Ｉ＋チクロホス、Ｉ＋チオカルボキシム、Ｉ＋チオシク
ラム、Ｉ＋チオシクラム水素オキサレート、Ｉ＋チオジカルブ、Ｉ＋チオファノックス、
Ｉ＋チオメトン、Ｉ＋チオナジン、Ｉ＋チオスルタップ、Ｉ＋チオスルタップ－ナトリウ
ム、Ｉ＋ツリンギエンシン、Ｉ＋トルフェンピラド、Ｉ＋トラロメトリン、Ｉ＋トランス
フルトリン、Ｉ＋トランスパーメトリン、Ｉ＋トリアミホス、Ｉ＋トリアザメート、Ｉ＋
トリアゾホス、Ｉ＋トリアズロン、Ｉ＋トリクロルホン、Ｉ＋トリクロルメタホス－３、
Ｉ＋トリクロロナト、Ｉ＋トリフェノホス、Ｉ＋トリフルムロン、Ｉ＋トリメタカルブ、
Ｉ＋トリプレン、Ｉ＋バミドチオン、Ｉ＋バニリプロール、Ｉ＋ベラトリジン、Ｉ＋ベラ
トリン、Ｉ＋ＸＭＣ、Ｉ＋キシリルカルブ、Ｉ＋ＹＩ－５３０２、Ｉ＋ζ－シペルメトリ
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ン、Ｉ＋ζメトリン、Ｉ＋亜鉛ホスフィド、Ｉ＋ゾラプロホス及びＺＸＩ　８９０１、Ｉ
＋シアントラニリプロール、Ｉ＋クロラントラニリプロール、Ｉ＋シエノピラフェン、Ｉ
＋シフルメトフェン、Ｉ＋ピリフルキナゾン、Ｉ＋スピネトラム、Ｉ＋スピロピジオン、
Ｉ＋スルホキサフロル、Ｉ＋フルフィプロール、Ｉ＋メペルフルトリン、Ｉ＋テトラメチ
ルフルトリン、Ｉ＋トリフルメゾピリン、Ｉ＋アフィドピロペン、Ｉ＋フルピリミン、Ｉ
＋ブロフラニリド、Ｉ＋シハロジアミド、Ｉ＋フルキサメタミド、Ｉ＋モンフルオロトリ
ン、Ｉ＋κ－ビフェントリン、Ｉ＋κ－テフルトリン、Ｉ＋ジクロロメゾチアズ、Ｉ＋ε
－メトフルトリン、Ｉ＋ε－モンフルオロトリン、Ｉ＋シクラニリプロール、Ｉ＋テトラ
クロラニリプロール、Ｉベンズピリモキサンを含み；
殺軟体動物剤を含む組成物は、Ｉ＋ビス（トリブチルスズ）オキシド、Ｉ＋ブロモアセタ
ミド、Ｉ＋ヒ酸カルシウム、Ｉ＋クロエトカルブ、Ｉ＋アセト亜ヒ酸銅、Ｉ＋硫酸銅、Ｉ
＋フェンチン、Ｉ＋第二鉄リン酸塩、Ｉ＋メタアルデヒド、Ｉ＋メチオカルブ、Ｉ＋ニク
ロスアミド、Ｉ＋ニクロスアミド－オラミン、Ｉ＋ペンタクロロフェノール、Ｉ＋ペンタ
クロロフェノキシドナトリウム塩、Ｉ＋タジムカルブ、Ｉ＋チオジカルブ、Ｉ＋酸化トリ
ブチルスズ、Ｉ＋トリフェンモルフ、Ｉ＋トリメタカルブ、Ｉ＋酢酸トリフェニルスズ及
び水酸化トリフェニルスズ、Ｉ＋ピリプロールを含み；
殺線虫剤を含む組成物は、Ｉ＋ＡＫＤ－３０８８、Ｉ＋１，２－ジブロモ－３－クロロプ
ロパン、Ｉ＋１，２－ジクロロプロパン、Ｉ＋１，２－ジクロロプロパンと１，３－ジク
ロロプロペン、Ｉ＋１，３－ジクロロプロペン、Ｉ＋３，４－ジクロロテトラヒドロチオ
フェン１，１－ジオキシド、Ｉ＋３－（４－クロロフェニル）－５－メチルロダニン、Ｉ
＋５－メチル－６－チオキソ－１，３，５－チアジアジナン－３－イル酢酸、Ｉ＋６－イ
ソペンテニルアミノプリン、Ｉ＋アバメクチン、Ｉ＋アセトプロール、Ｉ＋アラニカルブ
、Ｉ＋アルジカルブ、Ｉ＋アルドキシカルブ、Ｉ＋ＡＺ　６０５４１、Ｉ＋ベンクロチア
ズ、Ｉ＋ベノミル、Ｉ＋ブチルピリダベン、Ｉ＋カズサホス、Ｉ＋カルボフラン、Ｉ＋二
硫化炭素、Ｉ＋カルボスルファン、Ｉ＋クロルピクリン、Ｉ＋クロルピリホス、Ｉ＋クロ
エトカルブ、Ｉ＋サイトカイニン、Ｉ＋ダゾメット、Ｉ＋ＤＢＣＰ、Ｉ＋ＤＣＩＰ、Ｉ＋
ジアミダホス、Ｉ＋ジクロロフェンチオン、Ｉ＋ジクリホス、Ｉ＋ジメトエート、Ｉ＋ド
ラメクチン、Ｉ＋エマメクチン、Ｉ＋エマメクチン安息香酸塩、Ｉ＋エピリノメクチン、
Ｉ＋エトプロホス、Ｉ＋エチレンジブロミド、Ｉ＋フェナミホス、Ｉ＋フェンピラド、Ｉ
＋フェンスルホチオン、Ｉ＋ホスチアゼート、Ｉ＋ホスチエタン、Ｉ＋ルフラール、Ｉ＋
ＧＹ－８１、Ｉ＋ヘテロホス、Ｉ＋ヨードメタン、Ｉ＋イサミドホス、Ｉ＋イサゾホス、
Ｉ＋イベルメクチン、Ｉ＋カイネチン、Ｉ＋メカルホン、Ｉ＋メタム、Ｉ＋メタム－カリ
ウム、Ｉ＋メタム－ナトリウム、Ｉ＋臭化メチル、Ｉ＋メチルイソチオシアネート、Ｉ＋
ミルベマイシンオキシム、Ｉ＋モキシデクチン、Ｉ＋ミロテシウム・ベルカリア（Ｍｙｒ
ｏｔｈｅｃｉｕｍ　ｖｅｒｒｕｃａｒｉａ）組成物、Ｉ＋ＮＣ－１８４、Ｉ＋オキサミル
、Ｉ＋ホレート、Ｉ＋ホスファミドン、Ｉ＋ホスホカルブ、Ｉ＋セブホス、Ｉ＋セラメク
チン、Ｉ＋スピノサド、Ｉ＋テルバム、Ｉ＋テルブホス、Ｉ＋テトラクロロチオフェン、
Ｉ＋チアフェノクス、Ｉ＋チオナジン、Ｉ＋トリアゾホス、Ｉ＋トリアズロン、Ｉ＋キシ
レノルス、Ｉ＋ＹＩ－５３０２及びゼアチン、Ｉ＋フルエンスルホン、Ｉ＋フルオピラム
、Ｉ＋イプロジオン、Ｉ＋チオキサザフェン、Ｉ＋フルアザインドリジンを含み；
共力剤を含む組成物は、Ｉ＋２－（２－ブトキシエトキシ）エチルピペロニレート、Ｉ＋
５－（１，３－ベンゾジオキソール－５－イル）－３－ヘキシルシクロヘキサ－２－エノ
ン、Ｉ＋ファルネソールとネロリドール、Ｉ＋ＭＢ－５９９、Ｉ＋ＭＧＫ　２６４、Ｉ＋
ピペロニルブトキシド、Ｉ＋ピプロタール、Ｉ＋プロピル異性体、Ｉ＋Ｓ４２１、Ｉ＋セ
サメックス、Ｉ＋セサスモリン及びＩ＋スルホキシドを含み；
動物忌避剤を含む組成物は、Ｉ＋アントラキノン、Ｉ＋クロラロース、Ｉ＋ナフテン酸銅
、Ｉ＋オキシ塩化銅、Ｉ＋ダイアジノン、Ｉ＋ジシクロペンタジエン、Ｉ＋グアザチン、
Ｉ＋グアザチン酢酸塩、Ｉ＋メチオカルブ、Ｉ＋ピリジン－４－アミン、Ｉ＋チラム、Ｉ
＋トリメタカルブ、Ｉ＋ナフテン酸亜鉛及びＩ＋ジラムを含み；
さらなる組成物は、Ｉ＋ブロフルトリネート、Ｉ＋シクロキサプリド、Ｉ＋ジフロヴィダ
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ジン、Ｉ＋フロメトキン、Ｉ＋フルヘキサホン、Ｉ＋グアジピル、Ｉ＋コナガ（Ｐｌｕｔ
ｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）グラニュローシスウイルス、Ｉ＋コドリンガ（Ｃｙｄ
ｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）グラニュローシスウイルス、Ｉ＋ハルピン、Ｉ＋イミシアホ
ス、Ｉ＋ニセアメリカタバコガ（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ）核多核体ウ
イルス、Ｉ＋ヘリオチス・プンクチゲラ（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｐｕｎｃｔｉｇｅｒａ）
核多核体ウイルス、Ｉ＋オオタバコガ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ａｒｍｉｇｅｒａ）核
多核体ウイルス、Ｉ＋アメリカタバコガ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｚｅａ）核多核体ウ
イルス、Ｉ＋スポドプテラ・フルギペルダ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｒｕｇｉｐｅｒｄ
ａ）核多核体ウイルス、Ｉ＋コナガ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）核多核
体ウイルス、Ｉ＋パスツリアニ・シザワエ（Ｐａｓｔｅｕｒｉａ　ｎｉｓｈｉｚａｗａｅ
）、Ｉ＋ｐ－シメン、Ｉ＋ピフルブミド、Ｉ＋ピラフルプロール、Ｉ＋ジョチュウギク、
Ｉ＋ＱＲＤ　４２０、Ｉ＋ＱＲＤ　４５２、Ｉ＋ＱＲＤ　４６０、Ｉ＋テルペノイドブレ
ンド、Ｉ＋テルペノイド、Ｉ＋テトラニリプロール及びＩ＋α－テルピネンを含み；
組成物は、式（Ｉ）の化合物と、Ｉ＋コードＡＥ　１８８７１９６（ＢＳＣ－ＢＸ６０３
０９）、Ｉ＋コードＮＮＩ－０７４５　ＧＲ、Ｉ＋コードＩＫＩ－３１０６、Ｉ＋コード
ＪＴ－Ｌ００１、Ｉ＋コードＺＮＱ－０８０５６、Ｉ＋コードＩＰＰＡ１５２２０１、Ｉ
＋コードＨＮＰＣ－Ａ９９０８（ＣＡＳ：［６６０４１１－２１－２］）、Ｉ＋コードＨ
ＮＰＣ－Ａ２００５（ＣＡＳ：［８６００２８－１２－２］）、Ｉ＋コードＪＳ１１８、
Ｉ＋コードＺＪ０９６７、Ｉ＋コードＺＪ２２４２、Ｉ＋コードＪＳ７１１９（ＣＡＳ：
［９２９５４５－７４－４］）、Ｉ＋コードＳＮ－１１７２、Ｉ＋コードＨＮＰＣ－Ａ９
８３５、Ｉ＋コードＨＮＰＣ－Ａ９９５５、Ｉ＋コードＨＮＰＣ－Ａ３０６１、Ｉ＋コー
ドチュワンホワ（Ｃｈｕａｎｈｕａ）８９－１、Ｉ＋コードＩＰＰ－１０、Ｉ＋コードＺ
Ｊ３２６５、Ｉ＋コードＪＳ９１１７、Ｉ＋コードＺＪ３７５７、Ｉ＋コードＺＪ４０４
２、Ｉ＋コードＺＪ４０１４、Ｉ＋コードＩＴＭ－１２１、Ｉ＋コードＤＰＸ－ＲＡＢ５
５（ＤＫＩ－２３０１）、Ｉ＋コードＮＡ－８９、Ｉ＋コードＭＩＥ－１２０９、Ｉ＋コ
ードＭＣＩ－８００７、Ｉ＋コードＢＣＳ－ＣＬ７３５０７、Ｉ＋コードＳ－１８７１、
Ｉ＋コードＤＰＸ－ＲＤＳ６３及びＩ＋コードＡＫＤ－１１９３などのコードによって参
照される有効な物質との混合物も含む。
【０１１３】
　有効成分の後ろの角括弧における参照番号、例えば［３８７８－１９－１］は、ケミカ
ルアブストラクツ登録番号を意味する。上記の混合の相手は公知である。有効成分が、“
Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ”［Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕ
ａｌ－Ａ　Ｗｏｒｌｄ　Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ；Ｔｈｉｒｔｅｅｎｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ
；　Ｅｄｉｔｏｒ：Ｃ．Ｄ．Ｓ．Ｔｏｍｌｉｎ；英国作物保護協議会（Ｔｈｅ　Ｂｒｉｔ
ｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ）］に含まれている場合、そ
れらは、特定の化合物について上記において丸括弧中に示される項目番号でその中に記載
されており；例えば、「アバメクチン」という化合物は、項目番号（１）で記載されてい
る。「［ＣＣＮ］」が、上記において特定の化合物に付加されている場合、該当する化合
物は、“Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ　ｏｆ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｎａｍｅｓ
”に含まれており、それは、インターネット上でアクセス可能であり［Ａ．Ｗｏｏｄ；Ｃ
ｏｍｐｅｎｄｉｕｍ　ｏｆ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｎａｍｅｓ，（著作権
）１９９５－２００４］；例えば、「アセトプロール」という化合物は、インターネット
アドレス：ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｌａｎｗｏｏｄ．ｎｅｔ／ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ／
ａｃｅｔｏｐｒｏｌｅ．ｈｔｍｌに記載されている。
【０１１４】
　例えば、［３８７８－１９－１］といった有効成分に続く括弧中の参照は、Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ　Ｒｅｇｉｓｔｒｙ　ｎｕｍｂｅｒを指している。上記の混
合相手は、公知である。有効成分が「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」［Ｔ
ｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ－Ａ　Ｗｏｒｌｄ　Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ；Ｔ
ｈｉｒｔｅｅｎｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ；Ｅｄｉｔｏｒ：Ｃ．Ｄ．Ｓ．ＴｏｍＬｉｎ；Ｔｈ
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ｅ　Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ］中に含まれて
いる場合、これらは、特定の化合物について本明細書中上記の丸括弧中に示されている項
目番号下でその中に記載されており；例えば、化合物「アバメクチン」は、項目番号（１
）下に記載されている。上記に記載の特定の化合物について「［ＣＣＮ］」が付記されて
いる場合、対象の化合物は、［Ａ．Ｗｏｏｄ；Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ　ｏｆ　Ｐｅｓｔｉ
ｃｉｄｅ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｎａｍｅｓ，Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ（著作権）１９９５－２００
４］においてインターネットを介してアクセス可能である「Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ　ｏｆ
　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｎａｍｅｓ」に含まれており；例えば、化合物「
アセトプロール」は、インターネットアドレスｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｌａｎｗｏｏｄ
．ｎｅｔ／ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ／ａｃｅｔｏｐｒｏｌｅ．ｈｔｍｌにおいて記載されて
いる。
【０１１５】
　上記の有効成分のほとんどは、上記においていわゆる「一般名」で呼ばれ、関連する「
ＩＳＯ一般名」又は別の「一般名」が、個々の場合に使用される。表記が「一般名」でな
い場合、代わりに使用される表記の性質が、特定の化合物について丸括弧中に示され；そ
の場合、ＩＵＰＡＣ名、ＩＵＰＡＣ／ケミカルアブストラクツ名、「化学名」、「慣用名
」、「化合物名」若しくは「開発コード」が使用されるか、又はそれらの表記の１つも使
用されず、「一般名」も使用されない場合、「代替名」が用いられる。「ＣＡＳ登録番号
」は、ケミカルアブストラクル登録番号を意味する。
【０１１６】
　特に実施形態７といった実施形態１～７のいずれか１つに係る式（Ｉ）の化合物と、上
記の有効成分との有効成分混合物は、表１～９６及び表Ａから選択される化合物と上記の
有効成分とを好ましくは１００：１～１：６０００、特に５０：１～１：５０の混合比、
さらにより特に２０：１～１：２０、きわめて特に１０：１～１：１０、特に５：１及び
１：５の比で含み、ここで、２：１～１：２の比が特に好ましく、及び４：１～２：１の
比が同様に好ましく、とりわけ１：１、又は５：１、又は５：２、又は５：３、又は５：
４、又は４：１、又は４：２、又は４：３、又は３：１、又は３：２、又は２：１、又は
１：５、又は２：５、又は３：５、又は４：５、又は１：４、又は２：４、又は３：４、
又は１：３、又は２：３、又は１：２、又は１：６００、又は１：３００、又は１：１５
０、又は１：３５、又は２：３５、又は４：３５、又は１：７５、又は２：７５、又は４
：７５、又は１：６０００、又は１：３０００、又は１：１５００、又は１：３５０、又
は２：３５０、又は４：３５０、又は１：７５０、又は２：７５０、又は４：７５０の比
が好ましい。これらの混合比は、重量基準である。
【０１１７】
　上記の混合物は、有害生物を防除するための方法に使用され得、この方法は、上記の混
合物を含む組成物を有害生物又はその環境に施用する工程を含むが、手術又は治療による
人又は動物の身体の治療のための方法及び人又は動物の身体において実施される診断方法
を除く。
【０１１８】
　表１～１６２、Ｂ－１～Ｂ２７０、Ｃ－１～Ｃ－２７０、Ａ、Ｂ及びＦから選択される
式（Ｉ）の化合物と、上記の１つ又は複数の有効成分とを含む混合物は、例えば、単一の
レディミックス（ｒｅａｄｙ－ｍｉｘ）形態で、「タンクミックス」など、単一の有効成
分の別個の製剤から構成される組み合わされたスプレー混合物として、且つ逐次、すなわ
ち数時間又は数日間などのかなり短い期間で次々に施用される場合、単一の有効成分の併
用で施用され得る。表１～１６２、Ｂ－１～Ｂ２７０、Ｃ－１～Ｃ－２７０、Ａ、Ｂ及び
Ｆから選択される式（Ｉ）の化合物及び上記の有効成分を施用する順序は、本発明を行う
のに重要でない。
【０１１９】
　本発明に係る組成物は、安定剤、例えば非エポキシ化又はエポキシ化植物油（例えば、
エポキシ化ヤシ油、ナタネ油又は大豆油）、消泡剤、例えばシリコーン油、防腐剤、粘性
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調節剤、結合剤及び／又は粘着付与剤、肥料又は特定の効果を得るための他の有効成分、
例えば殺菌剤、殺真菌剤、殺線虫剤、植物活性化剤、殺軟体動物剤又は除草剤などのさら
なる固体又は液体助剤も含み得る。
【０１２０】
　本発明に係る組成物は、例えば、固体有効成分を粉砕し、篩にかけ、且つ／又は圧縮す
ることにより、助剤の非存在下において、及び例えば有効成分を１つ又は複数の助剤と均
質混合し、且つ／又は粉砕することにより、少なくとも１つの助剤の存在下においてそれ
自体公知の方法で調製される。この組成物の調製のためのこれらの方法及びこれらの組成
物の調製のための式（Ｉ）の化合物の使用も本発明の主題である。
【０１２１】
　この組成物のための施用方法、すなわち噴霧、霧化、散布、はけ塗り、粉衣、拡散又は
注ぎかけ（これらは、一般的な状況における意図される目的に合わせて選択されるべきで
ある）など、上記のタイプの有害生物を防除する方法及び上記のタイプの有害生物を防除
するための組成物の使用が、本発明の他の主題である。典型的な濃度の比率は、０．１～
１０００ｐｐｍ、好ましくは、０．１～５００ｐｐｍの有効成分である。１ヘクタール当
たりの施用量は、一般に、１ヘクタール当たり１～２０００ｇの有効成分、特に１０～１
０００ｇ／ｈａ、好ましくは、１０～６００ｇ／ｈａである。
【０１２２】
　作物保護の分野における施用の好ましい方法は、植物の茎葉への施用（葉面施用）であ
り、該当する有害生物による寄生の危険性に合わせて施用頻度及び施用量を選択すること
ができる。代わりに、有効成分は、植物の生息地に液体組成物を潅注することにより、又
は固体形態の有効成分を植物の生息地、例えば土壌中に例えば粒剤の形態で導入すること
（土壌施用）により、根系（全身作用）を介して植物に到達することができる。水稲植物
の場合、このような粒剤は、水田に計量供給され得る。
【０１２３】
　本発明の化合物及びその組成物は、上記のタイプの有害生物からの、植物繁殖材料、例
えば果実、塊茎又は穀粒などの種子又は苗の保護にも好適である。繁殖材料は、植え付け
の前にこの化合物で処理され得、例えば、種子は、種まきの前に処理され得る。代わりに
、この化合物は、種子仁を液体組成物に浸漬するか又は固体組成物の層を塗布することに
より種子仁に塗付され得る（コーティング）。繁殖材料が施用の場所に植え付けられる場
合、この組成物を例えばドリルまきの際に畝間に施用することも可能である。植物繁殖材
料のためのこれらの処理方法及びこのように処理された植物繁殖材料は、本発明のさらな
る主題である。典型的な処理率は、植物及び防除される有害生物／真菌に応じて決まり、
一般に、１００ｋｇの種子当たり１～２００グラム、好ましくは、１００ｋｇの種子当た
り５～１５０グラム（１００ｋｇの種子当たり１０～１００グラムなど）である。
【０１２４】
　種子という用語は、真正種子（ｔｒｕｅ　ｓｅｅｄ）、種子片、吸枝、トウモロコシ粒
（ｃｏｒｎ）、鱗茎、果実、塊茎、穀粒、根茎、挿し木、挿し芽（ｃｕｔ　ｓｈｏｏｔ）
などを含むがこれらに限定されないあらゆる種類の種子及び植物の珠芽を包含し、好まし
い実施形態において、真正種子を意味する。
【０１２５】
　本発明は、式（Ｉ）の化合物で被覆若しくは処理されるか又はそれを含有する種子も含
む。「で被覆又は処理されるか及び／又はそれを含有する」という用語は、一般に、有効
成分が、ほとんどの場合、施用時に種子の表面上にあるが、施用方法に応じて、成分の一
部が、程度の差はあるが、種子材料中に浸透し得ることを示す。前記種子製品が（再度）
植え付けられるとき、有効成分を吸収し得る。一実施形態において、本発明は、式（Ｉ）
の化合物が付着された植物繁殖材料を利用可能にする。さらに、これにより、式（Ｉ）の
化合物で処理された植物繁殖材料を含む組成物が利用可能になる。
【０１２６】
　種子処理は、種子粉衣、種子コーティング、種子散布、種子浸漬及び種子ペレッティン
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グ（ｐｅｌｌｅｔｉｎｇ）など、当技術分野において公知のすべての好適な種子処理技術
を含む。式（Ｉ）の化合物の種子処理適用は、種まきの前又は種まき／種子の植え付けの
際に噴霧又は種子を散布することなどによる、任意の公知の方法によって行われ得る。
【０１２７】
　本発明に係る化合物は、未変性の形態で殺有害生物剤として使用可能であるが、これら
は、一般に、種々の方法でキャリア、溶剤及び表面活性物質などの配合助剤を用いて組成
物に配合される。配合物は、例えば、散粉粉末、ゲル、水和剤、水分散性顆粒、水分散性
錠剤、発泡性ペレット、乳化性濃縮物、マイクロ乳化性濃縮物、水中油型エマルジョン、
油性フロアブル、水性分散体、油性分散体、サスポエマルジョン、カプセル懸濁剤、乳化
性顆粒、可溶性液体、水溶性濃縮物（キャリアとして水又は水和性の有機溶剤を含む）、
含浸ポリマーフィルムの形態又は例えばｔｈｅ　Ｍａｎｕａｌ　ｏｎ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍ
ｅｎｔ　ａｎｄ　Ｕｓｅ　ｏｆ　ＦＡＯ　ａｎｄ　ＷＨＯ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ
ｓ　ｆｏｒ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ，Ｕｎｉｔｅｄ　Ｎａｔｉｏｎｓ，Ｆｉｒｓｔ　Ｅｄ
ｉｔｉｏｎ，Ｓｅｃｏｎｄ　Ｒｅｖｉｓｉｏｎ（２０１０）から公知である他の形態とい
った種々の物理的形態であり得る。このような配合物は、直接用いられるか、又は使用前
に希釈され得る。希釈は、例えば、水、液体肥料、微量元素、生物学的生体、油又は溶剤
により行うことが可能である。
【０１２８】
　配合物は、例えば、微細固形分、顆粒、溶液、分散体又はエマルジョンの形態で組成物
を得るために、有効成分を配合助剤と混合することにより調製可能である。有効成分は、
微細固形分、鉱油、植物性油若しくは動物性油、植物性変性油若しくは動物性変性油、有
機溶剤、水、表面活性物質又はこれらの組み合わせなどの他の補助剤とも配合可能である
。
【０１２９】
　有効成分は、きわめて微細なマイクロカプセル中にも含まれ得る。マイクロカプセルは
、多孔性キャリア中に有効成分を含有する。これにより、有効成分を、制御された量（例
えば、緩効性）で環境中に放出させることが可能である。マイクロカプセルは、通常、０
．１～５００ミクロンの直径を有する。これらは、有効成分をカプセル重量基準で約２５
～９５重量％の量で含有する。有効成分は、一塊の固体の形態、固体若しくは液体分散体
中の微細な粒子の形態又は好適な溶液の形態であり得る。封入メンブランは、例えば、天
然若しくは合成ゴム、セルロース、スチレン／ブタジエンコポリマー、ポリアクリロニト
リル、ポリアクリレート、ポリエステル、ポリアミド、ポリウレア、ポリウレタン又は化
学変性ポリマー及びキサントゲン酸デンプン又は当業者に公知である他のポリマーを含む
ことが可能である。代わりに、きわめて微細なマイクロカプセルは、基剤の固体マトリッ
クス中に微細粒子の形態で有効成分を含有して形成され得るが、マイクロカプセル自体は
、封入されていない。
【０１３０】
　本発明に係る組成物の調製に好適である配合助剤は、それら自体公知である。液体キャ
リアとしては、水、トルエン、キシレン、石油エーテル、植物油、アセトン、メチルエチ
ルケトン、シクロヘキサノン、酸無水物、アセトニトリル、アセトフェノン、酢酸アミル
、２－ブタノン、ブチレンカーボネート、クロロベンゼン、シクロヘキサン、シクロヘキ
サノール、酢酸のアルキルエステル、ジアセトンアルコール、１，２－ジクロロプロパン
、ジエタノールアミン、ｐ－ジエチルベンゼン、ジエチレングリコール、アビエチン酸ジ
エチレングリコール、ジエチレングリコールブチルエーテル、ジエチレングリコールエチ
ルエーテル、ジエチレングリコールメチルエーテル、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、ジ
メチルスルホキシド、１，４－ジオキサン、ジプロピレングリコール、ジプロピレングリ
コールメチルエーテル、ジプロピレングリコールジベンゾエート、ジプロキシトール、ア
ルキルピロリドン、酢酸エチル、２－エチルヘキサノール、エチレンカーボネート、１，
１，１－トリクロロエタン、２－ヘプタノン、α－ピネン、ｄ－リモネン、乳酸エチル、
エチレングリコール、エチレングリコールブチルエーテル、エチレングリコールメチルエ



(49) JP 2022-502387 A 2022.1.11

10

20

30

40

50

ーテル、γ－ブチロラクトン、グリセロール、グリセロールアセテート、グリセロールジ
アセテート、グリセロールトリアセテート、ヘキサデカン、ヘキシレングリコール、酢酸
イソアミル、酢酸イソボルニル、イソオクタン、イソホロン、イソプロピルベンゼン、ミ
リスチン酸イソプロピル、乳酸、ラウリルアミン、メシチルオキシド、メトキシプロパノ
ール、メチルイソアミルケトン、メチルイソブチルケトン、ラウリン酸メチル、オクタン
酸メチル、オレイン酸メチル、塩化メチレン、ｍ－キシレン、ｎ－ヘキサン、ｎ－オクチ
ルアミン、オクタデカン酸、オクチルアミンアセテート、オレイン酸、オレイルアミン、
ｏ－キシレン、フェノール、ポリエチレングリコール、プロピオン酸、プロピル乳酸塩、
炭酸プロピレン、プロピレングリコール、プロピレングリコールメチルエーテル、ｐ－キ
シレン、トルエン、リン酸トリエチル、トリエチレングリコール、キシレンスルホン酸、
パラフィン、鉱油、トリクロロエチレン、パークロロエチレン、酢酸エチル、酢酸アミル
、酢酸ブチル、プロピレングリコールメチルエーテル、ジエチレングリコールメチルエー
テル、メタノール、エタノール、イソプロパノール及びアミルアルコール、テトラヒドロ
フルフリルアルコール、ヘキサノール、オクタノール、エチレングリコール、プロピレン
グリコール、グリセロール、Ｎ－メチル－２－ピロリドンなどの高分子量アルコール等が
用いられ得る。
【０１３１】
　好適な固体キャリアは、例えば、タルク、二酸化チタン、葉ろう石クレイ、シリカ、ア
タパルジャイトクレイ、キースラガー、石灰岩、炭酸カルシウム、ベントナイト、カルシ
ウムモンモリロナイト、綿殻、コムギ粉、ダイズ粉、軽石、木粉、粉砕したクルミの殻、
リグニン及び同様の物質である。
【０１３２】
　多数の表面活性物質は、固体及び液体配合物の両方において、特に使用前にキャリアで
希釈可能である配合物で有利に用いられ得る。表面活性物質は、アニオン性、カチオン性
、ノニオン性又は高分子であり得、これらは、乳化剤、湿潤剤若しくは懸濁化剤として又
は他の目的のために用いられ得る。典型的な表面活性物質としては、例えば、ジエタノー
ルアンモニウムラウリルスルフェートなどのアルキルスルフェートの塩；ドデシルベンゼ
ンスルホン酸カルシウムなどのアルキルアリールスルホネートの塩；ノニルフェノールエ
トキシレートなどのアルキルフェノール／アルキレンオキシド付加生成物；トリデシルア
ルコールエトキシレートなどのアルコール／アルキレンオキシド付加生成物；ステアリン
酸ナトリウムなどのセッケン；ジブチルナフタレンスルホン酸ナトリウムなどのアルキル
ナフタレンスルホネートの塩；ジ（２－エチルヘキシル）スルホコハク酸ナトリウムなど
のスルホコハク酸塩のジアルキルエステル；ソルビトールオレアートなどのソルビトール
エステル；ラウリルトリメチルアンモニウムクロリドなどの第４級アミン、ポリエチレン
グリコールステアレートなどの脂肪酸のポリエチレングリコールエステル；エチレンオキ
シド及びプロピレンオキシドのブロックコポリマー；並びにモノ－及びジ－アルキルホス
フェートエステルの塩；並びに例えばＭｃＣｕｔｃｈｅｏｎ’ｓ　Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔｓ
　ａｎｄ　Ｅｍｕｌｓｉｆｉｅｒｓ　Ａｎｎｕａｌ，ＭＣ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏ
ｒｐ．，Ｒｉｄｇｅｗｏｏｄ　Ｎｅｗ　Ｊｅｒｓｅｙ（１９８１）に記載のさらなる物質
が挙げられる。
【０１３３】
　有害生物防除配合物において用いられ得るさらなる補助剤としては、結晶化抑制剤、粘
度調整剤、懸濁化剤、染料、抗酸化剤、発泡剤、吸光剤、混合助剤、消泡剤、錯化剤、中
和剤又はｐＨ調整剤及び緩衝剤、腐食抑制剤、芳香剤、湿潤剤、取り込み増強剤、微量元
素、可塑剤、滑剤、潤滑剤、分散剤、増粘剤、不凍剤、殺菌剤並びに液体及び固体肥料が
挙げられる。
【０１３４】
　本発明に係る組成物は、植物性油又は動物性油、鉱油、このような油のアルキルエステ
ル又はこのような油及び油誘導体の混合物を含む添加剤を含むことが可能である。本発明
に係る組成物における油添加剤の量は、一般に、適用されるべき混合物に基づいて０．０
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望の濃度で添加することが可能である。好ましい油添加剤は、鉱油又は例えばナタネ油、
オリーブ油若しくはヒマワリ油といった植物性油、乳化植物油、例えばメチル誘導体とい
った植物性油のアルキルエステル又は魚油若しくは牛脂などの動物性油を含む。好ましい
油添加剤は、Ｃ8～Ｃ22脂肪酸のアルキルエステル、特にＣ12～Ｃ18脂肪酸のメチル誘導
体であり、例えばラウリン酸、パルミチン酸及びオレイン酸のメチルエステル（それぞれ
ラウリン酸メチル、パルミチン酸メチル及びオレイン酸メチル）を含む。多くの油誘導体
は、ｔｈｅ　Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ　ｏｆ　Ｈｅｒｂｉｃｉｄｅ　Ａｄｊｕｖａｎｔｓ，
１０th　Ｅｄｉｔｉｏｎ，Ｓｏｕｔｈｅｒｎ　Ｉｌｌｉｎｏｉｓ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ
，２０１０から公知である。
【０１３５】
　本発明の組成物は、一般に、０．１～９９重量％、特に０．１～９５重量％の本発明の
化合物と、１～９９．９重量％の配合助剤（これは、０～２５重量％の表面活性物質を含
むことが好ましい）とを含む。商業用製品は、濃縮物として配合されることが好ましいで
あろうが、エンドユーザーは、通常、希釈配合物を利用することとなる。
【０１３６】
　適用量は、幅広い範囲内で様々であり、土壌の性質、適用方法、作物植物、防除される
有害生物、主な気象条件並びに適用方法、適用時期及び標的作物によって左右される他の
要因に応じる。一般的なガイドラインのとおり、化合物は、１～２０００ｌ／ｈａ、特に
１０～１０００ｌ／ｈａの量で適用され得る。
【０１３７】
　配合タイプとしては、エマルジョン濃縮物（ＥＣ）、懸濁濃縮物（ＳＣ）、サスポエマ
ルジョン（ＳＥ）、カプセル懸濁剤（ＣＳ）、水分散性顆粒（ＷＧ）、乳化性顆粒（ＥＧ
）、エマルジョン、油中水型（ＥＯ）、エマルジョン、水中油型（ＥＷ）、マイクロエマ
ルジョン（ＭＥ）、油分散体（ＯＤ）、油混和性フロアブル（ＯＦ）、油混和性液体（Ｏ
Ｌ）、可溶性濃縮物（ＳＬ）、超低体積懸濁剤（ＳＵ）、超低体積液体（ＵＬ）、工業用
濃縮物（ＴＫ）、分散性濃縮物（ＤＣ）、水和剤（ＷＰ）、可溶性顆粒（ＳＧ）又は農学
的に許容可能な補助剤と組み合わされるいずれかの技術的に好ましい配合物が挙げられる
。
【実施例】
【０１３８】
　以下の実施例は、本発明を例示するものであり、限定をするものではない。
【０１３９】
　本発明の化合物は、低施用量で効力が高いことにより公知の化合物と区別可能であり、
これは、実施例において概述されている実験手法を用い、必要に応じて例えば５０ｐｐｍ
、１２．５ｐｐｍ、６ｐｐｍ、３ｐｐｍ、１．５ｐｐｍ、０．８ｐｐｍ、０．４ｐｐｍ、
０．２ｐｐｍ、０．１ｐｐｍ又はそれ未満の濃度といった低施用量を用いて当業者により
検証可能である。
【０１４０】
調製例：
　「Ｍｐ」は、融点（℃）を意味する。フリーラジカルは、メチル基を表す。1Ｈ　ＮＭ
Ｒ計測値は、Ｂｒｕｃｋｅｒ　４００ＭＨｚ分光計で記録し、化学シフトは、ＴＭＳ標準
を基準としたｐｐｍで示されている。スペクトルは、明記のとおり重溶媒中において計測
した。
【０１４１】
実施例１：［（１－シアノシクロプロピル）メチル－［４－［（５Ｓ）－５－（３，５－
ジクロロ－４－フルオロ－フェニル）－５－（トリフルオロメチル）－４Ｈ－イソキサゾ
ール－３－イル］－２－メチル－ベンゾイル］アミノ］メチルメチルカーボネート：化合
物Ａ１
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　Ｎ－［（１－シアノシクロプロピル）メチル］－４－［（５Ｓ）－５－（３，５－ジク
ロロ－４－フルオロ－フェニル）－５－（トリフルオロメチル）－４Ｈ－イソキサゾール
－３－イル］－２－メチル－ベンズアミド（５００ｍｇ）のＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミ
ド（４．８６１ｍＬ）中の溶液に水素化ナトリウム（７０ｍｇ、油中の６０％懸濁液）を
０℃、アルゴン雰囲気下で添加した。この混合物にクロロメチルメチルカーボネート（２
５０ｍｇ）を周囲温度で添加し、混合物をアルゴン雰囲気下で１．５時間撹拌した。次い
で、反応混合物を水及び酢酸エチルで希釈した。水性層を分離し、酢酸エチルで２回抽出
した。組み合わせた有機層の全てを塩水で洗浄し、硫酸ナトリウムで乾燥させ、ろ過し、
減圧下で濃縮して粗残渣を得、これをＣｏｍｂｉｆｌａｓｈクロマトグラフィ（溶離液：
１：０～６５：４５のシクロヘキサン／酢酸エチル勾配）により精製して、３２５ｍｇの
所望の生成物Ａ１を得た。1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ　７．５
２－７．６４（ｍ，４Ｈ）７．３６（ｄ，１Ｈ）５．１３－６．０２（ｍ，２Ｈ）４．１
０（ｄ，１Ｈ）３．７５－３．９２（ｍ，５Ｈ）３．７０（ｄ，１Ｈ）２．４１（ｓ，３
Ｈ）１．２３－１．４２（ｍ，４Ｈ）．
【０１４２】
実施例２：［（１－シアノシクロプロピル）メチル－［４－［（５Ｓ）－５－（３，５－
ジクロロ－４－フルオロ－フェニル）－５－（トリフルオロメチル）－４Ｈ－イソキサゾ
ール－３－イル］－２－メチル－ベンゾイル］アミノ］メチルエチルカーボネート：化合
物Ａ２
　［（１－シアノシクロプロピル）メチル－［４－［（５Ｓ）－５－（３，５－ジクロロ
－４－フルオロ－フェニル）－５－（トリフルオロメチル）－４Ｈ－イソキサゾール－３
－イル］－２－メチル－ベンゾイル］アミノ］メチルエチルカーボネート（化合物Ａ２）
を化合物Ａ１と同様に調製した。1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ　
７．５０－７．６６（ｍ，４Ｈ）７．３７（ｄ，１Ｈ）５．１１－６．１３（ｍ，２Ｈ）
４．１８（ｑ，２Ｈ）４．１０（ｄ，１Ｈ）３．８１（ｂｒ　ｓ，２Ｈ）３．７０（ｄ，
１Ｈ）２．４１（ｓ，３Ｈ）１．１９－１．４３（ｍ，７Ｈ）．
【０１４３】
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【表３】

【０１４４】
生物学的実施例：
　これらの実施例は、式（Ｉ）の化合物の殺有害生物／殺虫特性を示す。
【０１４５】
　以下のとおり、テストを行った。
【０１４６】
実施例Ｂ１：ユースキスツス・ヘロス（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏｓ）（ネオトロ
ピカルブラウンスティンクバグ（Ｎｅｏｔｒｏｐｉｃａｌ　Ｂｒｏｗｎ　Ｓｔｉｎｋ　Ｂ
ｕｇ））：摂食／接触活性
　２４ウェルマイクロタイタープレート中の寒天上のダイズの葉に、１０，０００ｐｐｍ
のＤＭＳＯストック溶液から調製したテスト水溶液を噴霧した。乾燥後、葉にＮ２若虫を
外寄生させた。サンプルを外寄生の５日後に死亡率について評価した。
【０１４７】
　以下の化合物が２００ｐｐｍの施用量で少なくとも８０％の死亡率をもたらした：Ａ１
、Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ａ５、Ａ６、Ａ７。
【０１４８】
実施例Ｂ２：コナガ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）（コナガ）：摂食／接
触活性
　人工餌料の入った２４ウェルマイクロタイタープレートを、ピペットにより１０，００
０ｐｐｍ　ＤＭＳＯストック溶液から調製したテスト水溶液で処理した。乾燥させた後、
コナガの卵を、プラスチック製のステンシルを介してゲル吸い取り紙上にピペットし、プ
レートをこれで閉じた。サンプルを外寄生から８日後に死亡率について評価した。
【０１４９】
　以下の化合物が２００ｐｐｍの施用量で少なくとも８０％の死亡率をもたらした：Ａ１
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【０１５０】
実施例Ｂ３：エジプトヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｔｏｒａｌｉｓ）（エジプ
トヨトウ）
　綿の葉片を２４ウェルマイクロタイタープレート中の寒天上に置き、１０，０００ｐｐ
ｍ　ＤＭＳＯストック溶液から調製したテスト水溶液を噴霧した。乾燥させた後、葉片に
５匹のＬ１幼虫を外寄生させた。サンプルを未処理の試料と比較して外寄生の３日後に死
亡率、摂食阻害効果及び成長阻害について評価した。テストサンプルによるエジプトヨト
ウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｔｏｒａｌｉｓ）の防除は、死亡率、摂食阻害効果及
び成長阻害のカテゴリーの少なくとも１つが未処理のサンプルのものよりも高い場合にも
たらされたとする。
【０１５１】
　以下の化合物が２００ｐｐｍの施用量で少なくとも８０％の防除をもたらした：Ａ１、
Ａ２。
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